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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１







　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀に囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　内うち堀ぼりと外そと堀ぼりの間、帝都城公園は様々な施し設せつのある帝都有数の観光地であり、帝都民の憩いこいの場だ。特に用事がなくても、帝都城公園を歩くのは楽しい。

　各施設を繋つなぐ遊歩道はいつでも心ここ地ちよく整えられていて、絶妙に配置された樹木や植え込みを眺ながめながら、のんびり散さん策さくするだけでも気持ちいい。日曜や祝日には遊歩道の近くで、大道芸人が興こう行ぎようしていることもある。

　木こ立だちの奥のあちこちにある、ちょっとした場所では、キャッチボールやバドミントンをして遊ぶことができるし、花の写真撮さつ影えいや、体たい操そうやダンスをしている者たちを見かけることもある。楽器や歌の練習をしているのが聞こえてくることもあるだろう。

　何かを行っている場合には、お気に入りの場所でいつも活動している者も多いので、帝都城公園の散策を趣しゆ味みや日課にしている者たちにとっては、何度か見かけたことのある顔馴な染じみもできる。

「あ、清きよちゃん、あの人、またバイオリンの練習しに来てる。いつ聞いても上う手まいなぁ」

「あの曲、来月の帝都音楽祭の課題曲だね。あの人、去年の帝都音楽祭で準優勝したんだよ」

　帝都城公園の植物の管理を任されているお抱かかえ庭師、望もち月づき造ぞう園えんの庭師見習いの高校生、望月蒼そう司し朗ろうと清きよ志し朗ろうにとっても、自分たちが働いている帝都城公園で居心地よく寛くつろぐ帝都民の姿は、元気の素もとだ。

『望月造園』と屋号の入った揃そろいの法はつ被ぴ姿すがたで帝都城公園を歩くのは、誇ほこらしい。

「あそこで画家のおじさんが写生してる木、この前、清ちゃんが枝を切ったやつだよね」

「先月、蒼くんが植え替えた花か壇だん、写真を撮とられてるよ」

　同じ花を植えた花壇は他にもあるのだが、ひとつの花壇にカメラの三さん脚きやくが集まっている。

「すごいね、蒼くん」

　清志朗に微笑ほほえみかけられ、蒼司朗は気まずそうに視線を逸そらす。

「あれは……、その、たぶん、こいつら───奥庭の四し神じん様のせいだよ」

「ミギュ？」

　ちょいちょいと人差し指の先で頭を撫なでられて、蒼司朗の胸元にいたチビ白びやつ虎こが、円つぶらな目を瞬しばたたく。

「キュオー」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

　チビ白虎が撫でられたのを羨うらやましがって、蒼司朗におぶさっていたチビ青せい龍りゆう、頭の上に乗っていたチビ朱す雀ざく、法被のポケットにいたチビ玄げん武ぶが、次々に顔を出して甘えた声で鳴いた。




　帝都学園高等部一年生で一番小こ柄がらな生徒である蒼司朗には、赤ちゃんサイズのふわふわピヨピヨしたちっちゃい四神様がくっついている。ミニマム＆ミニマム＝ラブリーチャーミー♡

　きゅんきゅんと甘えてくるちびっちゃい聖せい獣じゆうと、それらを面倒見よく可愛かわいがる蒼司朗の様子は、何とも微笑ましい。

　しかし聖獣の姿は、守護領域である帝都城内堀の内側にいるときか、聖獣の加か護ごを受けている者か、霊力のある者にしか見えない。

　ピヨ四神を可愛がって、ちょいちょいと指先で撫でているときの蒼司朗は、聖獣の見えない者には謎動作で、ちょっとばかり挙きよ動どう不ふ審しんなのが困りものだ。




　蒼司朗に甘えるピヨ四神の姿は悶もん絶ぜつものの癒いやし系なのだが、帝都城公園なので、残念ながら霊力のない清志朗には見えない。

　だが清志朗はピヨ四神が蒼司朗にくっついている、いつもの場所を知っていて、蒼司朗がピヨ四神を可愛がっている姿を見たことがあるので、何をしているのか推測できる。

「奥庭の四神様のせいって？」

「仕事してるオレの周りで遊んでたんだ」

　ふわふわにほぐされた柔やわらかい土を掘ほって遊んだり、植え替えたばかりの花にパンチしてじゃれたり、匂いを嗅かごうと顔を突っこんだり、花びらや葉っぱを銜くわえて引っ張ったり。

「邪じや魔まするなって、叱しかって、すぐにやめさせたんだけど……」

　複雑な表情になり、刃やいばに袋を被かぶせて持ち歩いている枝えだ打うち斧おので軽く肩かたを叩たたく蒼司朗に、清志朗は苦笑する。

「四神様だものね」




　実体化した四神様が戯たわむれた場所は、清められて神こう々ごうしくなる。普通の動物なら『悪いた戯ずら』になることでも、聖獣様なら『ありがたい』行いだ。

　植わっている花は他の花壇と何ら変わらなくても、蒼司朗が植え替えた花壇は、奥庭の四神様が触ふれた『ありがたい場所』なので、霊感のない者も神々しい雰ふん囲い気きに惹ひかれて、自然とそこに集まってしまうのだ。

　絵心のある人間に、この木がいいと選ばれた、清志朗の手入れした木とは違う。

（オレの実力なら、文句ないんだけどな）

　堂々と自じ慢まんできないのが、悔くやしい。

　小さく溜ため息いきを吐ついた蒼司朗の頬ほおを、慰なぐさめるようにチビ青龍が舐なめる。柔らかくて小さな温かい舌の感かん触しよくがくすぐったくて、蒼司朗は頬を緩ゆるめる。

「うん、大丈夫だよ？」

（いつか────、絶対に、ちゃんと実力をつけるから）

　同じ作業を同じようにしても、人を惹きつけるもの。本物だけが持つ力を、手に入れる。

（何年かかっても、必ず）

　そのために、蒼司朗は生まれ育った巌いわ手てを出てきた。帝都一の庭師である伯お父じの下もとで修業し、一流の立派な庭師になるのだ。道のりはまだまだ遠いが、一歩一歩、確実に進んでいけば、それでいい。




　毎日作業して、蒼司朗にとってはすっかり歩き慣れた帝都城公園だが、ひとつだけ、年末と違う景色がある。

「凧たこ揚あげ、流は行やってるなぁ」

　幼よう稚ち園えんの工作の時間に作ったのだろう、クレヨン描きの絵の小型の凧から、勇ゆう壮そうな絵の描かれた武む者しや凧だこ、凝こった作りの連れん凧だこなどがいくつも優ゆう雅がに揚がっている帝都城公園の空を、蒼司朗は眺める。

　自分の凧を近づけて相手の凧の糸を切る、喧けん嘩か凧だこをしている者もいる。

「ピチュチュ～」

「キュイ」

「いや、凧は乗り物じゃないから。乗っちゃ駄だ目めだよ」

　何やらうっとりと凧を見つめているチビ朱雀とチビ青龍に、蒼司朗は言い聞かせておく。

　ピヨ四神の大きさなら、凧に乗ることも不可能ではないだろうが、あれは乗って空を飛ぶものではない。

　聞こえるのは蒼司朗の言葉だけだが、何となく内容がわかって、清志朗はくすくすと笑う。

「来月、帝都城公園のお祭り広場で、帝都百貨店主しゆ催さいの凧揚げ大会があるんだよ。年に一度、この凧揚げ大会のときにしか揚がらない、物もの凄すごく大きな凧や、長い連凧も見られるよ。誰でも出場できる競争部門には、帝都の有名店の商品が景品としてたくさん出るから、入賞を狙ねらって練習してるんだろうね」

「へぇ、凧揚げ大会かぁ」

　幼おさない頃から何度も遊びに来ていたものの、帝都で暮らしていたわけではない蒼司朗には初耳だ。

「帝都って、結構行事多いなぁ」

「あはは、そうだね」

　帝都っ子の清志朗には、すっかり当たり前になっているが、言われてみれば確かにそうだ。

「来月は節せつ分ぶんもあるよ」

「うん。それは、オレのとこでもやってた。帝都とは違うだろうけど」

　行事は地方色が豊かだ。よく似ていても、まったく同じということは、あまりない。




「チュピ！」

「キュイ！」

「ミゴ？」

「「（しゅー）」」

「え？」

　頭の上に乗ったチビ朱雀が小さな手て羽ばを上げ、ぴっと風かざ見み鶏どりのように指し示したほうに、他のピヨ四神と蒼司朗は注目する。蒼司朗の視線を追って、清志朗もそちらを見る。




　高い場所にある木の枝から、凧がぶら下さがっていた。




「────糸が枝に引っかかっちゃってるみたいだね、蒼くん」

「うん。────あ！　待って待って！」

　蒼司朗は凧の引っかかっている木に向かって走る。

　枝に凧の引っかかった木に登ろうとしていた小学校低学年ぐらいの少年が二人、呼びかけた蒼司朗に気づいて振り返った。

「危あぶないから、登っちゃ駄目だよ」

　注意した蒼司朗の声に、糸いと巻まきを握にぎった少年たちは顔を見合わせ、凧を見上げる。

「でも……」

　下から糸を引っ張っても取れないのなら、木に登って取るしかない。

「オレが取ってあげるからさ」

　にこっと蒼司朗が微笑み、後を追ってきた清志朗が少年たちに頷うなずく。

「僕たちは、ここの木の世話をしてる庭師なんだ。任せて」

　庭師ならば、木の専門家だ。

　蒼司朗と清志朗の着ている『望月造園』と染そめ抜かれた揃いの法被を見て、少年たちは納得した様子で頷いた。

「次からは、大人の人に言って取ってもらうようにしてね」

　真ま似ねされると危ないし、帝都城公園での木登りは原則的に禁止なので、今回は特別だと言い聞かせる清志朗に、少年たちは頷いた。




　少年たちの凧は、かなり高い場所の細い枝に引っかかっている。木の葉が邪魔をして、下から引っ張っても取れないのだ。望月造園の庭師の中でも、最も体重の軽い蒼司朗なら、天てつ辺ぺんまで登っても、この木の負ふ担たんにはならないだろう。

　木の下から枝振りを眺め、蒼司朗はどう登るか頭の中でシミュレートする。

「清ちゃん、これ、お願い」

　木に登るには両手を使うので、蒼司朗は枝打ち斧を清志朗に渡す。清志朗は枝打ち斧を大事に預あずかる。

「気をつけてね、蒼くん」

「うん、大丈夫だよ」

　木の幹みきに触ふれ、蒼司朗はひとつ深呼吸する。

「ミギャ」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神たちは、振り落とされないよう、しっかりしがみつく。

「お庭番、望月蒼司朗────、参る！」

　気合いを入れ、蒼司朗はするすると木に登っていった。

　重さを感じさせない滑なめらかな動きで、どんどん高く登っていく蒼司朗を、少年たちが目を丸くして見つめる。




（すごいね、蒼くん）

　木にとって負担にならない場所を上手に選んで、軽かろやかに危なげなく登っていく蒼司朗の姿に、清志朗は感かん嘆たんする。

　こういう気き配くばりが自然とできるから、蒼司朗は『お庭番』を名乗るに相応ふさわしいのだと、清志朗は思う。




「お兄ちゃん、すごい……！」

「お猿さるさんみたい！」

（お猿って、褒ほめ言葉になるかな……？）

　きらきらと目を輝かがやかせながら蒼司朗を見守る少年たちに、清志朗は微笑みながら真剣に思い悩なやんだ。




　凧が引っかかっている枝まで一気に上がった蒼司朗は、枝の付け根に腰こしを下おろし、手を伸ばして糸を外はずす。

「落とすよー！」

「はーい！」

　声をかけた蒼司朗に、下にいる少年たちが大きく手を振る。

　糸の先にぶら下がっている凧の重さを確かめながら、蒼司朗は他の枝に引っかからないよう注意して、凧を落とした。




「お兄ちゃん、ありがとー！」

「ありがとー！」

　ひらひらと落ちた凧を捕つかまえた少年たちが、下から大きく手を振るのに、蒼司朗も手を振り返す。

　少年たちは蒼司朗と清志朗に大きくお辞じ儀ぎして、元気よく走っていった。




　帝都に来て、蒼司朗は毎日のように色々な事件に関わることになったけれど。

「お庭番として、こういうのもいいな」

　木の葉を吹き抜けてくる風に柔らかい髪を揺ゆらしながら、蒼司朗は微笑んだ。








　　　　２







　土曜日の午後、普段なら蒼そう司し朗ろうは神官修行の合あい間まに見習い庭師として、望もち月づき造ぞう園えんの作業を行っている。今日、蒼司朗と清きよ志し朗ろうが帝都城公園を歩いていたのは、望月造園で次年度の挨あい拶さつに配くばる、屋号入り手て拭ぬぐいの発注作業を頼まれたからだ。

「毎年、今の時期なんだ？」

「お客様の入れ替わりに合わせるんだよ。あ、蒼くん、ちょっと動かないで」

　木から下おりてきた蒼司朗に預あずかっていた枝えだ打うち斧おのを返した清志朗は、じっと蒼司朗を見つめて手を伸ばす。

　顔に向かって手を伸ばされ、何事かと一瞬首を竦すくめた蒼司朗の右耳の横あたりに引っかかっていた木この葉を、清志朗がそっと摘つまみ取る。

　幼おさない頃から家業の手伝いをよくしているのに、清志朗の手は指がすらりと長く、知的な雰ふん囲い気きがある。

　ただの木の葉の屑くずでも、清志朗が持つとちょっといいものに見えて、捨てられてしまうのがもったいなく思えるから不思議だ。

「ありがと、清ちゃん」

「どういたしまして」

　清志朗に髪かみを直してもらい、はにかむように蒼司朗は笑った。

「ミギュ」

「キュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　清志朗には見えないが、蒼司朗にくっついて何事かと見守っていたピヨ四し神じんも、同じくはにかむようにひと声鳴いて、恥はずかしそうに隠かくれた。




　暦こよみでの年度は一月から十二月でひと区切りだが、市民生活では四月から三月までの十二カ月が新年度となる。転居などで望月造園の顧こ客きやくが一部入れ替わるのは、三月・四月だ。

　挨拶に必要な粗そ品しな、屋号の入った手拭いは、三月半なかばまでに揃そろえておくのが、望月造園での習わしになっている。

「去年までは、母さんと一いつ緒しよに来てたんだ」

　清志朗は、望月造園の将来有望な跡あと取とり息むす子こだ。庭師として腕うでを磨みがくことも重要だが、細こま々ごました雑ざつ務むも知っておかなければならない。

　後こう継けい者しや教育として、家業に関わることを清志朗は幼おさない頃から、自然に教えられてきた。

「オレなんかが一緒に行っていいのかな」

　自分には荷が重い気がすると、蒼司朗はちょっと口を尖とがらせる。

　去年までは義務教育の中学生だったから、清志朗は伯お母ばと二人で出かけていた。今年は高校生になったので、清志朗は大人の付き添いなしで使いに出されたのだろう。

　望月造園の経理を任され、しっかりと切り盛もりしている、頼もしい伯母と違って、蒼司朗はただの足手まといだ。清志朗一人のほうが、面倒がないような気がする。

　いまひとつ乗り気ではない蒼司朗に、清志朗は言う。

「蒼くんだって知っておいたほうがいいことだよ。だから父さんは、蒼くんにも行くように言ったんだ。次の帝都城のお抱かかえ庭師のお役目も、絶対に望月造園の親方がもらうよ。僕は負けないからね、蒼くん」

　清志朗に挑ちよう戦せんされ、蒼司朗はきょとんと目を瞬しばたたく。

「え？」

「ミギュギュ」

「キュイ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神も、顔を出して、蒼司朗と同じように円つぶらな瞳ひとみできょろんと清志朗に注目する。

　わかっていないらしい蒼司朗に、清志朗は穏おだやかに微笑ほほえむ。

「うちの父さんと蒼くんのお父さんと、『同じ』だよ」




　清志朗の父・左さ近こんと、蒼司朗の父・右う近こん。




　望月造園に生まれた兄弟は、競い合って庭師としての腕を磨みがき、兄は父から帝都城のお抱え庭師の仕事を引き継ついだ。

　弟の右近は、帝都城お抱え庭師にはなれなかったが、庭師としての優秀さを、巌いわ手て城じようのお抱え庭師の親方に惚ほれこまれ、次代の親方として巌手城に迎むかえられた。

　あのとき、ぜひにと強く誘われて巌手に行ってなければ、右近は望月造園を支えるもう一人の、実力ある優秀な庭師として、帝都に残っていたことだろう。




（オレ……）

　四月生まれと三月生まれなので学年こそ同じだが、幼い頃から兄のように慕したっていた清志朗に、競争相手として見てもらえたことに驚き、蒼司朗は胸を熱くする。

　清志朗のことは、望月造園の庭師たちの誰もが、将来有望だと認めている。

　筋すじのよさが見えて高評価である清志朗に比べて、蒼司朗の作業はまだまだ粗あらが目立ち、とても褒ほめられたものではない。

　今現在の明確な実力差に、自分なんてとんでもないと、蒼司朗は謙けん遜そんして身を退ひくことはできるが、それでは期待を寄せてくれている清志朗の思いを踏ふみにじることになる。

「父さんたちが庭師としての腕を競い合った植木市は、毎年七月の第一日曜日にある。二十三歳のときに、父さんは帝都一の腕を認められた。────あと七年だね、蒼くん」

「……うん」

　ここは逃げたり誤ご魔ま化かしたりせず、堂々と受けて立つことで、蒼司朗は清志朗の期待に応こたえられる。




　帝都の植木市は、品評会と一般販売が行われ、帝都にあるすべての造園業から、腕に覚えのある庭師が作品を出品する。

　帝都の庭師にとっては、年に一度の大イベントだ。

　帝都の現役親方衆すべてが競争相手だし、帝都の外から腕自じ慢まんのために出品する者も大勢いる。それらすべてに勝まさらなければ、帝都のお抱え庭師の親方にはなれない。




（あと七年……）




　清志朗の父、望月左近は二十三歳で、帝都一の庭師としての栄えい誉よを自分のものにした。

　右近は左近と二歳違いだったので、修業期間としては弟の右近のほうが不利だ。蒼司朗は清志朗と十一カ月しか差がない。

　左近と清志朗を基準とするなら、年齢的には、右近より蒼司朗のほうが庭師としてより多く学べる時間がある。

　しかし蒼司朗は、事故による大おお怪け我がからの回復に相当の時間を費ついやし、リハビリのひとつとして剣道を行っていた。出場した剣道大会で優勝し、巌手圏けんではちょっと知られた少年剣士になったが、その間、庭師になるための修業が疎おろそかになっていたことは否いなめない。

（オレは、清ちゃんとは違う……）

　望月造園の後継者としての期待に応え、真まっ直すぐひたむきに、帝都一の庭師になろうと明確な目標を掲かかげて日々を過ごしてきた清志朗とは違う。

　帝都に来て、望月造園の庭師見習いとして清志朗と一緒に作業するようになって、その実力の差を、蒼司朗は肌はだで感じていたはずなのに────。

（もっともっと真剣に考えなくちゃいけなかったんだ）

　悔くやしがったり、反はん省せいするのではなく、前向きに。

　毎日、ただ無む我が夢む中ちゆうに行動するだけでなく。

　蒼司朗は枝打ち斧を握にぎる手に、きゅっと力をこめる。

「がんばるよ、オレ」

　差は開いているが、『まだ七年ある』。

（清ちゃんをがっかりさせないように────！）

　庭師としての腕を磨き、望月造園の次の時代を担になえるようになるのだ。




　決意を新あらたにする蒼司朗に、清志朗は微笑む。

「無理はしないようにね。蒼くんはいつ何をするときでも一いつ生しよう懸けん命めいだから、心配になるよ。お見舞いに行くのは、苦手なんだからね」

「え？　あ、あぁ、ごめん、清ちゃん」

　お庭番になって四神変化して、何度も昏こん倒とうして病院に運ばれた蒼司朗は、恐きよう縮しゆくする。

　毎回わりとすぐに退院できたので、蒼司朗は酷ひどい全身筋肉痛になって気を失っていただけぐらいに気楽に考えているが、実際の容体はかなり危なかった。

　二度目の入院のときは重度の貧ひん血けつ状態で、清志朗と四神の戦士で白びやつ虎この戦士の篠しの原はら勇ゆう輝きの血を輸ゆ血けつしている。不安がらせたり、恩おんに着せるつもりはなく黙っているため、蒼司朗はそのことを知らない。

（それに、奥庭の四神様と一緒に『縮んでた』し……）

　聖せい獣じゆうである奥庭の四神様だけでなく、普通の人間が、ひと回り縮んだり元に戻ったりするのは信じがたいが、目の前で起こっていた事実を否ひ定ていするほど、清志朗は狭きよう量りようではない。




「蒼くん、今年は入院しないようにすること！」

「はぁい」

　人差し指を突きつけ、怖い顔をしてみせる清志朗に、蒼司朗は降こう参さんと小さく手を挙あげた。

　これまでの頻ひん度どから考えて、この先、一度も四神変化しないで済むとは思えない。

（修行しないと！）

　霊力をうまく操あやつれるようになって、身体からだにかかる負ふ担たんが少なくなれば、昏倒して入院したり、へろへろになって背負われて帰ることもなくなる、はず────！

「ミギュ」

「キュイ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は柔やわらかい肉球前まえ肢あしや手て羽ばでタッチしたり、ぴろんと舐なめたり鼻はな面づらスリスリしたりして、ガンバレと蒼司朗を激げき励れいした。




　屋号入りの手拭いの発注作業は、毎年同じ時期に来店して行っていることなので、店主とも慣なれた調子でやりとりし、滞とどこおりなく終わった。

「出来上がりましたら、納のう品ひんいたします」

「よろしくお願いします」

　記入を終えた注文書を渡し、会え釈しやくする清志朗と一緒に、蒼司朗も慌あわてて会釈し、店を出た。




（緊きん張ちようしたー……！）

　屋号入りの手拭い千枚は、高校一年生の蒼司朗にとって大きな買い物だ。注文に立ち会っただけで、支払うのは蒼司朗ではなく望月造園だが、普段扱あつかわない金額に圧あつ倒とうされてしまう。

「そう言えば、清ちゃん、ここに来る前に池いけ波なみさんに呼び止められてたよね」

「あ、池波さんに葉書を頼まれてたんだった。郵ゆう便びん局きよくに寄らなくちゃ」

　思い出した清志朗は足を止め、蒼司朗と一緒に回れ右をする。

「ありがとう、蒼くん。忘れるところだった」

　店に入るまで清志朗は確かに覚えていたのに、注文が終わったと思ったら、気が抜けて忘れてしまったようだ。

　蒼司朗を連つれて行くので、余裕のあるふりをしていたが、やっぱりかなり緊張していたのだと、清志朗は自覚する。

（駄だ目めだなぁ）

　清志朗はいつだって、蒼司朗の前では格かつ好こうをつけたいのに。詰めが甘い。

「清ちゃんでも、そういうことあるんだ？」

　意外だと笑う蒼司朗に、清志朗は苦笑する。蒼司朗が遊びに来ていた頃よりも一緒にいる時間が長いせいで、無ぶ様ざまなところを見せてばかりな気がする。

「失敗ばっかりしてるよね。格好悪いな」

「そぉんなことないよー」

　爽さわやかに蒼司朗は清志朗に笑いかける。

「清ちゃんは、ずーっと、オレの自じ慢まんだもん」

　鮮あざやかに晴れ渡った空の色を名前に持つ従い兄と弟こは、澄すんだ瞳で清志朗を見つめる。

　蒼司朗の瞳に映うつる自分の姿を見て、清志朗は微笑む。

「────蒼くんがいるから、僕は『僕のなりたい自分』に近づくことができるよ」

　清志朗が理想とする、『自分』。

（蒼くんがいなかったら、きっと今の僕はなかった）

「へ？」

　蒼司朗の目から見れば、清志朗はいつでも完かん璧ぺきだ。

　言われたことがいまひとつよくわからず、目を瞬く蒼司朗に、清志朗は急に恥はずかしくなる。

「葉書、買ってくるね。すぐ済むから、ちょっと待ってて」

　赤くなった清志朗は、逃げこむように郵便局に入った。

　町の区画ごとにある郵便局は、出張所なので、十数名も入ればいっぱいになるくらい小さい。葉書の購こう入にゆうは手間のかかることでもないので、他の客の迷めい惑わくにならないように、蒼司朗は外で待つほうがいい。




「なりたい自分、かぁ……」

　蒼司朗はポストにもたれ、ほうと息を吐つく。

「やっぱり清ちゃんはすごいなぁ」

　蒼司朗はいつでも『今』が手て一いつ杯ぱいで、そんなことを考える余よ裕ゆうもない。

（なれるものなら、もうちょっと、背が高くなりたいよなー）

　なりたい自分の理想なんて、蒼司朗には山ほどあるけれど、理想を掲かかげたとしても、清志朗のように近づけるとは思えない。




「────ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピッチュ！」

「「（しゃーしゃー！）」」

「え？」

　ピヨ四神が顔を出して騒さわぎだしたので、蒼司朗は何事かと顔を上げる。

「あっち？」

　何かあるらしいと、愛用の枝打ち斧を握り直し、蒼司朗は身構えて振り向く。

　ひったくりか強ごう盗とうか、それとも何か別の事件か。こっちに向かって駆かけてくる者がいたなら、速すみやかに対たい処しよしなければと、ビシバシに警けい戒かいしていた蒼司朗は、不ふ穏おんのかけらもない長閑のどかな光景に、きょとんと目を瞬く。

「……あ、れ？」




「お豆ー、美お味いしい炒いり豆ー、節せつ分ぶんの豆はいかがですかぁー」




　駅弁売りの行商人のように、小さな幟のぼりをつけた箱を紐ひもで首にかけて、豆売りをしている少年がいた。

（中学生、だよな？）

　帝都学園中等部の制服を着ているから、きっと間ま違ちがいない。

（どこの子だろう）

　帝都の言葉のイントネーションとは、ちょっと違う。地方から帝都に勉強しに来ている子供なのだろう。

（でも、どうして豆売り？）

　確かに節分は近いのだが。




　帝都で学んでいる地方出身の子供は、ある程度裕福な家の子供か、奨しよう学がく金きんを勝ち取れるくらい優秀な子供だ。

　裕福な家の子なら、小こ遣づかいはきちんともらっているだろうし、奨学生は勉学やクラブ活動などが奨しよう励れいされ、アルバイトなどの学外での労働は禁止されている。

　どちらにしろ、豆売りをして稼かせぐなんて、ありえない。




「香こうばしくて、美味しい福豆でーす」

　確かに、風に乗ってほのかに香ばしくていい匂いがする。

　ひょっとすると、ピヨ四神が騒いだのは────。

「……この匂い？」

「ミギュ」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「お前ら、鼻がいいなぁ」

　ピヨ四神はこれまで町の中で嗅かいだことのない珍めずらしい匂いに気づいて、注目したようだ。




　一生懸命な豆売りの少年が可愛らしくて、生いけ花ばなのお稽けい古こ帰りらしい和服姿の婦ふ人じんが、はんなりと微笑みながら足を止めた。

「ひと袋くださいな」

「はい、毎度ありぃ！」

　少年は元気よく返事して、婦人に福豆をひと袋渡し、代金を受け取った。

　帝都での物価は、地方で育った蒼司朗には、少し高いと思う。だが、帝都で暮らしているならば、それ相応の収入があるので大丈夫なのだろう。

　漏もれ聞こえてきた会話で、少年の売っている福豆は、帝都での相場より、少し安いようだとわかる。

「わしにも、おくれ」

「はい！」

　シルクハットを被かぶりステッキを持った学者風の老ろう紳しん士しも、にこやかに少年から福豆を買っていった。




（売れる、よな。安いし）

「ミゴゴ！」

「キュイキュイ！」

「チュッ、ピピピ！」

「「（しゃーしゃー！）」」

「え？　あの豆が欲しいの？」

　きゃわきゃわと騒ぐピヨ四神に、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

「でも、なぁ……」

　炒り豆は香ばしくて美味しいが、赤ん坊が食べるには、ちょっと硬かたい。しかし柔らかくした煮に豆まめでは、節分の福豆とは呼べない気がする。

（うーん……）




　腕組みし真剣に考えこんだ蒼司朗は、近くに人の気配がして、顔を上げる。

（清ちゃん……）

「君も、豆、買わん？」

　清志朗よりも、低い位置から、声。

　福豆売りの少年が、にこっと蒼司朗に微笑んだ。

　さっきガン見していた蒼司朗の視線を感じて、お客になるかもと考えて近寄ってきたようだ。清志朗はまだ郵便局から出てきていない。

「安ぅしとくけん。ボクの豆は美う味まいでー」

　同じ目の高さで、ほら、と差し出された紙袋入りの福豆は、香ばしくていい匂いがした。

　いくらか売れたようだが、少年の福豆は、まだまだたくさんある。

（売りきっちゃったほうが、いいんだよな。やっぱり）

　炒りたてのほうが美味しいだろうから、今日売れ残ると、少しずつ味が落ちるだろう。

「え、っと……、それじゃあ……」

　ひと袋ぐらいなら、おやつにでもすれば、すぐに食べきってしまう。使いで町に出たからと、望月造園の庭師の皆みなへ、お土産みやげにするのも悪くない。

（何袋買うのがいいかな）

　財布にいくら入っていただろうか。

　ポケットに手を入れて確かめようとした蒼司朗は、郵便局から出てきた清志朗に気づいた。

「清ちゃん」

　ポストの向こうにいた蒼司朗に、清志朗は振り向く。蒼司朗を見て、にこっと微笑んだ清志朗は、一緒にいた福豆売りの少年の姿に、眉を顰めた。

「────君、許可を取って売ってるんじゃないよね？」

「え？」

　少年は硬い表情で近づいてくる清志朗に、目を瞬く。

　清志朗は向かいの通りに、町内を巡じゆん回かい中ちゆうの警官を見つけた。

「お巡まわりさーん！」

　手を挙げて警官に呼びかけた清志朗に、蒼司朗は驚く。

「ちょっ、清ちゃん……！」




「あ、あの……」

　何やらまずいことになったらしいと、逃げ腰になった少年は、急いで頭を下げる。

「ごめんなさい！　余よ所そに行きます！」




　駆けだした少年に、清志朗は手を伸ばす。

「待って！」

「清ちゃん！」

（もういいんじゃないの!?）

　執しつ拗ような態度は、いつもの清志朗らしくないと、蒼司朗は困こん惑わくする。




　駆けだした少年は、しかし、向かいから来る別の警官の姿に、慌あわてて足を止めた。

　挙きよ動どう不ふ審しんであり、物売りをしていたらしい少年の姿を見て、警官は厳きびしい表情になり、足早に少年に近づく。

　警官から逃げるには、横断歩道や信号を無視して通りを無理に渡るしかないが、交通量の多い場所なので、それはあまりに危険だ。

　どうしようと途と方ほうに暮れた少年に、蒼司朗と清志朗を追い抜いて、帝都学園高等部の制服を着た少年が近づいた。

（あれ……、あの人……）

　学年章で二年生だとわかるが、顔に見覚えがあると蒼司朗は思う。

（どこで会った人だっけ？）

　学年が違うと、学校の校舎の階や、寮りようの部屋や共用施し設せつの利用場所も分かれるので、部活が同じだったり、役員をしているのでなければ、顔を合わせたり親しく話したりする機会はほとんどない。




「すみません！　すぐにやめさせます！　もう二度とさせません！」

　高校生の少年は大きな声で謝罪しながら、福豆を入れた箱を少年から取り上げ、少年を上から押さえつけるようにして、一緒に警官に向かって頭を下げた。




　厳しい表情で福豆売りの少年の前後から近づいた二人の警官は、顔を見合わせ、いくらか表情を和やわらげる。

　近くの派出所に強ごう引いんに連れて行かれそうな雰囲気だったが、年上の少年が出てきたことで、注意で済むようだ。




「────何やってんだよ！」

「だって、比ひ呂ろちゃん、この豆……」

「いいから！　帰るぞ、弥や一いち！」

　警官の注意が終わってから、高校生の少年は福豆を売っていた中学生の少年を怒ど鳴なりつけ、腕を掴つかんで引きずるようにして歩き去った。














「井い坂さか先輩の知り合いだったのか」

　見知った少年が現れたことに、清志朗は少し安あん堵どする。

　視線を落とした蒼司朗は、枝打ち斧をぎゅっと握った手を小さく震ふるわせる。

「酷ひどいよ、清ちゃん……」




　いくら決まっている『いけないこと』でも、警官など呼ばず、清志朗ならもっと穏おだやかに注意できたのではないだろうか。




「蒼くん、誰かあの子の豆を買ってたのを見たかい？」

　尋たずねられ、視線を落としたまま蒼司朗は答える。

「────生け花の帰りらしい、着物の女の人と、シルクハットを被ってステッキを持った、学者さんみたいなお爺じいさんの二人が、ひと袋ずつ買ってるのを見たけど……」

「そう」

　あっちとそっちに行った人と指さした蒼司朗に教えられ、清志朗は頷うなずいて歩きだす。

　警官たちに報告しに行くらしい清志朗に、顔を上げた蒼司朗は自分の目を疑う。

（清、ちゃん……）




「先に帰ってて」




　突き放された蒼司朗は思わず立ち竦すくみ、そしてくるりと身を翻ひるがえして駆けだした。








　　　　３







（あんなの、オレの清きよちゃんじゃない……！）

　蒼そう司し朗ろうの知っている清きよ志し朗ろうは、いつでも穏おだやかで優しくて、人を驚かせたり傷つけたりしない、細こまやかな配はい慮りよができる少年で────。

　大人に────警察に告つげ口して、事態を大おお事ごとにしなくてもよかったのではないかと、蒼司朗は思う。

　福豆を売っていたあの少年は、自分がいけないことをしていたという自覚などなかった。悪いことだと知らずにしてしまうなんて、子供にはよくあることではないのか。

（清ちゃんなら……）




　────蒼くんがいるから、僕は『僕のなりたい自分』に近づくことができるよ。




（オレ、一いつ緒しよにいたよ？）

　あれが清志朗の理想とする姿なのだろうか……。




　やりきれない思いで、蒼司朗は作業場所である帝都城に向かって歩道を駆かける。

「ピイ！」

　警けい告こくするように、蒼司朗の頭の上のチビ朱す雀ざくが鋭するどい声で鳴いた。

「え？」

　駆けながら、はっと顔を上げた蒼司朗は前方に人がいたことに気づく。

「っ！」

（間に合わない……！）

　いつの間にか、かなりの速度で駆けていた蒼司朗は、回かい避ひできない。




　帝都学園高等部の制服を着た二人連れの少年は、突進してくる蒼司朗に気づいて振り向く。

「あれ？　蒼司朗クン」

（蔵くら田た先輩）

　すぐ目の前で、にこりと微笑ほほえんだ銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねの男子生徒が、玄げん武ぶの戦士の蔵田実さね親ちかだとわかった瞬間、蒼司朗の身体からだは歩道から弾はじき出されていた。

　小柄な身体は軽々と宙を舞い、歩道と平行に流れていた幅はば三メートルほどの浅い川へと落下した。この川のどこにこんなに水があったのかと思うぐらい、派は手でな水柱が上がる。




「……蔵田センパイ……！」

　ひょいと動いた蔵田実親に、水みず除よけの壁かべにされた篠しの原はら勇ゆう輝きは、豪ごう快かいに飛沫しぶきを食らった。

　髪かみからぼたぼたと滴しずくを落とす篠原勇輝に、蔵田実親は微笑ほほえむ。

「いやぁ、奥庭の四し神じん様が無ぶ事じでよかったねぇ」

　蒼司朗が吹っ飛んだ瞬間、ピヨ四神は引き寄せられるように蔵田実親の両腕に納おさまっていた。

「ミギャ」

「キュイ」

「チュピー」

「「（しゅー）」」

　あっという間の出来事に、蔵田実親に抱かかえられたピヨ四神は、ぱちぱちと目を瞬しばたたき、周りを見回す。




（あ、れ……？）

　枝えだ打うち斧おのを両手で握にぎり、川底に尻しり餅もちをついた蒼司朗は、何が起こったのかすぐには理解できず、全身ずぶ濡ぬれのまま、呆ぼう然ぜんとする。

　一瞬の出来事だったが、川の水の中で一回転したような気がする。

「────ミギャギャ！」

「キュイッキュオー！」

「ピーチュチュ、チュチュピ！」

「「（しゃーしゃー！）」」

　少し高くなった岸きしの歩道のほうから、心配して呼びかけてくるピヨ四神の鳴き声が聞こえ、ゆるりと蒼司朗はそちらを見上げる。いつの間にピヨ四神が離れたのか、覚えがない。




「やぁ、大丈夫かい？」

　岸に植えられた柳やなぎの近くで、ピヨ四神を両腕に抱え、蔵田実親は微笑んで蒼司朗を見み下おろす。

　蔵田実親は玄武の戦士であり、玄武は四神最強の防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこる。

　勢いよく突っこんでくる蒼司朗に気づいた蔵田実親は、とっさに玄武の力を使って蒼司朗を弾き飛ばし、衝しよう突とつの危険を回かい避ひした。

　蔵田実親がちょっと本気を出したなら、制せい御ぎよ不能で突っこんでくるトラックであっても、難なく撥はね除のけてしまうだろう。

　ピヨ四神だけは川にダイビングさせないよう、きっちり保護するだけの余裕があった蔵田実親なら、突進してきた蒼司朗なんて、指一本で止められたはずだが、そうしないで川に放りこむところは、意地が悪い。

（大丈夫なわけねーだろ……！）

　真冬に川に放りこんでおいて、何を白しら々じらしいことをと篠原勇輝は力ちから一いつ杯ぱい怒ど鳴なりつけたいが、そうするとＭ属ぞく性せいの蔵田実親を喜ばせるだけだ。胸むねの内でツッコミを入れるだけに留とどめ、篠原勇輝は不ふ機き嫌げんな顔で、額ひたいに張りついた濡れた髪を掻かき上げる。

　白びやつ虎この戦士として加か護ごを受けている篠原勇輝は、風か邪ぜをひいたり肺はい炎えんになることはないが、同じく加護を受けているとしても奥庭の四神様と知り合ってからの日がまだ浅い蒼司朗に、同じだけの無む病びよう息そく災さいを期待するには無理がある。

　二月になろうかという冬の寒空に、川に投げ落とされた蒼司朗は、凍こおりつきそうな冷たさを体験しているはずだ。風邪をひくのは時間の問題だろう。

「なぁに間ま抜ぬけ面づらしてやがんだよ……！」

「……篠原……」

　蒼司朗は川の中に座ったまま、ゆっくりと目を瞬く。

　呆然としている蒼司朗に、篠原勇輝は眉まゆを顰ひそめる。

「おいこら……！　何ボケてやがる!?」

「……え……？」

　反応の鈍にぶい蒼司朗に、篠原勇輝は犬けん歯しを剥むいて吠ほえる。

「いつまでもそんなところにいられるとうっとうしいんだよ！　とっととその棒の先、こっちに寄よ越こしやがれ！」

　ぎゃんぎゃん怒鳴る篠原勇輝に、蒼司朗は大事に握っていた枝打ち斧の柄えの先を差し出す。

　篠原勇輝は枝打ち斧を引っ張って、蒼司朗を川から引き上げた。




「ミギュ～」

「キュオ～」

「うーん、見事に濡れ鼠ねずみだねぇ」

　両腕に抱えたピヨ四神たちが困った顔で蒼司朗を眺ながめ、蔵田実親は微笑んで首を傾かしげる。

　どうしていきなり川にはまっていたのか、蒼司朗はまったくわけがわからなかったが、回避不能と思った衝突を免まぬがれていたことから、ようやく事態を察した。

　こんな魔法のようなことが起こったのは、ぶつかるところだった相手が、四神の戦士だったからだ。

（他の人じゃなくてよかった……）

　自分のことはさておき、大変なことにならなくてよかったと、蒼司朗は安あん堵どする。

「────すみません、蔵田先輩」

「僕はぜんぜん構わないよ」

「俺はぜんぜんよくねぇっすよ……！」

　蔵田実親の盾たてにされて、頭からとばっちりを食った篠原勇輝は、大だい迷めい惑わくである。

「ワリ、篠原……！」

　全部自分のせいだと、蒼司朗は篠原勇輝に謝る。下さげた蒼司朗の頭から、ぼたぼたと滴が落ちて、篠原勇輝と蔵田実親の足の近くを濡らした。

　預あずかってもらったピヨ四神を返してもらおうと手を動かそうとしたが、蒼司朗は全身ずぶ濡れだ。

　帝都を流れている川は、帝都の北側の壁のすぐ外にある山からの湧わき水みずで、北から南の方向に流れている。下水道が整備されている帝都では、川に流れこむのは雨水ぐらいで、家庭排はい水すいは流れこまない。

　今、蒼司朗のいる帝都北地区は、帝都で一番綺き麗れいな川の水が流れている場所で、匂いもなく、透とう明めい度どの高い水には魚が泳いでいた。

　しかしいくら綺麗でも、清められた神社の水ではない。町中を流れている川の水で濡れた身体では冷たいだろうし、聖せい獣じゆう様を抱えるのはよくない気がする。

「────すみません、蔵田先輩、急いで着き替がえてきますから、それまでその四神様……」

「あぁ、蒼司朗クン、そんな格かつ好こうで歩き回ったら、風邪をひいてしまうよ。うちの神社に寄って、着替えていきたまえ」

「でも、それじゃ、ご迷惑に────」

「あざーっす！」

　ずぶ濡れのくせに遠えん慮りよしようとする蒼司朗の頭に手を置いた篠原勇輝は、押し潰つぶすようにしてお辞じ儀ぎさせる。

「ちょ、篠原……！」

「甘えときゃいいんだよ！　玄武神社はすぐそこだ！　テメーはチビである前に、奥庭のお庭番なんだからな！」

　蒼司朗にとって一部聞き捨てならないＮＧワードが交まじっていたが、その後の言葉のほうがポイントが高かった。お庭番であることを自覚し、蒼司朗は口を噤つぐむ。

　蒼司朗を先導して歩きはじめた蔵田実親は、一緒についてくる篠原勇輝に首を傾げる。

「あれ？　勇輝クンは誘ってないんだけど」

「俺を水除けの壁にしたのは、どこの誰っすかね？」

「誰かなぁ」

（平常心っ……！）

　すっとぼける蔵田実親に、篠原勇輝はむかっ腹を立てるが、ここで大声を出して怒鳴っては、喜ばせるだけだ。

「……へー、そーゆーコト言っちゃうンすねー」

「うん。言っちゃうんだよ」

　笑顔で蔵田実親と険けん悪あくなやりとりをしながら、篠原勇輝は遅れがちになる蒼司朗の二の腕を掴つかんで、玄武神社に引っ張って行った。




　蒼司朗が玄武神社に足を運はこぶのは、正月の神社参さん拝ぱいコンプリート以来だ。

　あのときは参拝客が多く、早く参拝を終えようとしていたので、神社を眺ながめている余裕はまったくなかった。

「────実親様、お帰りなさいませ……！」

「お帰りなさいませ！」

　玄武神社の鳥居をくぐった蔵田実親に気づき、境けい内だいの掃そう除じをしていた神官が二人、急いで出迎えに現れた。




　帝都の各神社の特とく徴ちようは、建物よりも神官の人にん相そう風ふう体ていに顕けん著ちよに現れる。

　蟲むしと戦うため、武闘派寄りの神官が多く集まる帝都において、四神最強の防御力を誇る玄武を守護神とする玄武神社には、どちらかというと硬こう派は体育会系という雰ふん囲い気きの、いかつい男性神官が多い。




「……ミギュ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　蔵田実親に抱えられているピヨ四神が、人見知りして、ちゅーっと小さくなった。




「あれ？　あれれ？」

　さっきまでミギャミギャキュイピピしゅーと、会話するように騒そう々ぞうしく鳴きながら、きょろきょろと物珍しそうに周りを見回していたピヨ四神が、急に静かになった。抱っこされている蔵田実親の腕の陰かげに隠れるように、頭を引っこめている。

　玄武神社に入ってすぐのピヨ四神の様子に、蔵田実親はどうしたのだろうかと眉を顰める。




「（怖くないよ。ほら、ゲン、ニョロ、この前、御ご前ぜん試じ合あいのときにいた人たちだろ？）」

　帝都城を守護する聖獣としてどうかと思うが、ピヨ四神は子供や綺麗な女の人は大好きだが、ゴツイ大人の男の人は苦手というか、怖いのだ。

　小さな声で蒼司朗が教えて、まずチビ玄武が顔を上げた。確かにそうだと、合が点てんがいって緊きん張ちようを解いたチビ玄武に、チビ白虎たちも顔を上げる。

　蔵田実親が腕に抱えているピヨ四神に気づいた神官たちは驚き、思わず破は顔がんしそうになったが、無理して表情を引き締める。




　頭ひとつは背の高い、体格のいい大人の神官たちに、愛くるしいピヨ四神を抱っこしながら蔵田実親は尊大に微笑む。

「この近くで蒼司朗クンが川に落ちてしまってね。身体を綺麗にして温あたためてあげたいのだけど、湯ゆ殿どのの支し度たくはできているかな？」

　落ちたのではなく、蔵田実親が落としたのだが、聞こえが悪いので、そこのところはうまく誤ご魔ま化かしたようだ。

　まだぼとぼとと滴を落としている蒼司朗が濡れ鼠であることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「は、東の湯殿ならば、すぐにお入りになれますかと」

　応こたえた神官に向かって、とっとと連つれて行ってくれと言うように、篠原勇輝は蒼司朗を押しやる。神官は恭うやうやしく蒼司朗を迎え、一緒に行かないのかと、その場から動こうとしない篠原勇輝を見る。

「俺は風ふ呂ろに入るほどじゃないから、湯ゆ桶おけと手て拭ぬぐいをくれないか。飛沫を浴びちまったんだ」

　見た目は似ていても、完全に川にはまってずぶ濡れの蒼司朗と違って、篠原勇輝は飛沫を浴びただけだ。

「かしこまりました。すぐにご用意して、東の洗面所に運びます」

　合点がいき、蒼司朗を任された神官は速すみやかに湯殿に向かい、残ったもう一人の神官が篠原勇輝に応えた。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピピ」

「「（しゅー）」」

　神官に湯殿へと連れられていく蒼司朗を見て、下ろしてくれと鳴いてピヨ四神は円つぶらな瞳ひとみで蔵田実親を見上げる。

　ふわふわ軽くて温かく、柔やわらかい聖獣様を、もうしばらく抱っこしたい気分だった蔵田実親は、にこっとピヨ四神に微笑みかける。

「蒼司朗クンがお風呂から出るのを、お茶しながら待ちましょう。美お味いしいお菓か子しがありますよ」

　誘いかけられ、お菓子と聞いて、キラン☆とピヨ四神は目を輝かがやかせた。

　奥庭の四神様への点数を稼かせごうとする蔵田実親を、篠原勇輝は横目で冷ひややかに見る。

「奥庭の四神様の食事やおやつは、あのチビががっつり管理してますから、差し上げちゃダメっすよ」

「ミギュウン……」

「キュウ」

「ピピッチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗に炒いり豆をねだったのに、何だかばたばたして買ってもらえなかったピヨ四神は、篠原勇輝の言葉なんて聞こえないふりをして、蔵田実親に向かって甘ったれた声で鳴く。

　きゅるるーんと、おねだり顔をして円らな瞳をキラキラさせ、愛あい想そを振りまいているが、それこそ要注意だ。

（ああっ、可愛かわいいっ……！）

　四神様を抱っこしている蔵田実親は、怖がらせないよう静かに悶もん絶ぜつする。

　愛らしい四神様は、できればたっぷり甘やかしたい。でもそれで蒼司朗を怒らせて罵ば倒とうしてもらっても、少し方向が違う。

　欲しがるからと、欲しいままに与えて、四神様の食事計画が狂うのは、きっとよくない。

「じゃあ、お茶だけでも。とっておきの葉をお出ししましょう」

「お茶に含ふくまれるカフェインは、興こう奮ふん剤ざいになるらしいっすよ。あのチビは四神様には飲ませてませんよね」

　ピヨ四神に対していい顔をしたい蔵田実親の言葉に、篠原勇輝はすかさずツッこむ。




　ピヨ四神にも食事をとらせるため、蒼司朗は生徒会室を借りて昼食を食べている。蔵田実親も同じ場所で昼食をとっているが、確かに蒼司朗がピヨ四神にお茶を飲ませているのを一度も見たことがない。

　緑茶に含まれるカフェインは、コーヒーより多い。夜に飲むと眠れなくなるし、一般的に、動物には与えない。




「ふむ」

（けっこう細かいんだな）

　成り行きで、小さい赤ん坊サイズの聖獣様の面倒を見ているだけかと思っていたが、蒼司朗が日常的に自然にやっていることすべて、なかなか本格的で、きっちりしているらしいと蔵田実親は感心する。

「ミギュ～」

「キュオ～」

「チュピ～」

「「（ぶしゅ～）」」

　あれもダメこれもダメと禁止され、不満そうなピヨ四神に、にっと篠原勇輝は微笑みかける。

「お茶じゃなく、綺麗な清し水みずはいかがです？　お清めされた玄武神社の水なら、蒼司朗も文句ないですよ」

　水分補ほ給きゆうは、赤ん坊には欠かかせない。たくさん飲んだとしても、お清めされた水なら、ピヨ四神の身体の負ふ担たんにはならない。

「ミギャミギャ」

「キュオキュオ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅー）」」

　途端に機嫌よくなったピヨ四神に、くすっと蔵田実親は笑う。

「勇輝クン、キミ、いつでもお庭番になれそうだねー」

　揶や揄ゆするのでなく、蔵田実親は本当にそう思ったのだが。




「なれるわけないっすよ……！」




　怒りを含んだ声で返事され、蔵田実親は驚く。

「勇輝クン？」

　顔を伏せた篠原勇輝の表情は見えない。

「────髪、拭ふいてきます」

　篠原勇輝は顔を上げないまま、神官が湯桶を支度してくれる東の棟に走っていった。




　濡れた衣服を脱ぬぎ、湯殿を借りた蒼司朗は、温かい湯船に肩かたまで浸つかって、ほうと息を吐つく。ほとんど自覚はなかったが、川の水でかなり身体が冷えていたのだとわかった。

「……こんなことじゃ、ダメだな……」

　今回は、たまたま相手が蔵田実親と篠原勇輝で、大事には至いたらず、自分が川に転落して冷たい思いをして終わったが、違う人とぶつかっていたなら、きっと相手に怪け我がをさせていた。




　万が一にでも奥庭の四神様に何かあったなら、たとえ被害者であっても、相手は祟たたられていたかもしれない。奥庭の四神様は、愛くるしくて無む垢くで弱々しい赤ん坊の姿をしているが、その本質に変化はなく、けっして非ひ力りきではない。誰かを傷つける意い図とはなくても、暴ぼう発はつするように、誤あやまった形で力を放出してしまうことだってある。




「ちゃんと周り、見なきゃ……」

　呟つぶやいて、蒼司朗は恥はずかしくて隠れるように、ゆっくり頭まで湯船の中に沈しずめた。








　　　　４







　帝都の各四し神じん神社では、祀まつっているそれぞれの聖せい獣じゆうが守しゆ護ごする方角に、神かん主ぬしの私室がある。神主の息むす子こであり、玄げん武ぶの戦士である蔵くら田た実さね親ちかの私室も神社の北側にあるので、蒼そう司し朗ろうと篠しの原はら勇ゆう輝きに勧すすめられた東の棟とうは、玄武神社に務つとめている蔵田家の親族以外の神官たちが使っている棟だ。

　東の棟は、住み込みの神官の他に、地方から帝都の神官になりたいと希望する者が見学に訪れたり、短期間修行して泊とまっていったりする建物なので、いつ誰がどんな用事で来ても対応できるように、常に調ととのえられている。




「失礼します！」

　篠原勇輝は一礼し、東の棟に上がった。

　こういう建物の造りはだいたい四神神社のどこでも同じなので、篠原勇輝は水回りの施し設せつのある側に向かう。二階への階段の手前にトイレがあり、洗面所、脱衣所、浴室と続いている。

　掃そう除じの行き届いた広い洗面所には、篠原勇輝のための湯ゆ桶おけとタオルが支し度たくされていた。

「使わせてもらいます！」

　湯桶を支度してくれた神官は既すでに洗面所から退出していたが、湯で拭ぬぐった髪かみが冷ひえないよう、ストーブには火が入れられている。

　しっかりと暖だん房ぼうの効いた洗面所に入った篠原勇輝は、ほっとひと息吐つく。

「……ったく」

　鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力りよくもだが、玄武は水の気を持っている。玄武の力で加か護ごされている蔵田実親なら、どんな小さな水みず飛沫しぶきだろうと完かん璧ぺきに撥はね除のけられただろう。

　それなのに、原因となった蒼司朗の罪悪感を煽あおるように、これ見よがしに篠原勇輝を巻まき添ぞえにするところなど、本当に性格が悪い。

　濡ぬれた学生服とハイネックのシャツ、スラックスを脱ぬいで、ストーブの近くに置いた篠原勇輝は、やや熱めの湯を張った湯桶にタオルを浸ひたした。

　固く絞しぼった温かいタオルで顔を拭ふき、がしがしと髪を拭く。




「────篠原様、こちらに着替えを置いておきます。こちらの学生服は、クリーニングにお出ししますね」

　失礼しますと声をかけて入ってきた神官が隣の脱衣所と行き来して、篠原勇輝のすぐ近くに衣い装しよう籠かごを置いた。篠原勇輝は髪を拭きながら顔を上げる。

「あ、大丈夫です。すぐ乾かわくでしょうから、それ着て帰ります」

　川の水は清せい潔けつとは言えないが、ひどく汚よごれているわけではない。不ふ快かいなのは、濡れていたからだ。

　篠原勇輝はこれからどこかに出かけるわけではないので、ストーブの火で乾かせば、多少の汚れは我が慢まんして着て帰れる。

「こちらのお着替えは、実親様からでございます」

　神官の親切心で運はこんだものではなく、頼まれて持ってきたものらしい。予よ備びにある神官の着替えなら神官装しよう束ぞくだが、衣装籠にあるのは、洋服のようだ。

（蔵田先輩から……）

　篠原勇輝は、ちょっと考える。

（機き嫌げん取りのつもりか？）

　可愛かわいいところもあるのだなと、篠原勇輝は蔵田実親を少し見直す。

「ありがとう。借りておきます」

「お使いになられましたものは、後で片づけに参りますので、どうぞそのままにしておいてください」

　にこりと微笑ほほえんだ篠原勇輝に、神官はほっとした様子で、篠原勇輝の学生服とスラックスを横に置いていた籠に入れて退出した。




　綺き麗れいに髪を拭った篠原勇輝は、少し湿しめり気けを帯おびた髪を、ストーブの前で乾かす。

「────ふう」

　髪がふかふかと温かく軽くなって、人ひと心ごこ地ちついた篠原勇輝は、衣装籠に入っていた着替えに手を伸ばした。

　篠原勇輝よりもいくらか体格のいい蔵田実親の衣類だから、仕方ないのだろうが────。

「嫌味かよ……っ！」

　トレーナーの袖そではまだしも、スラックスの丈たけが余るのは、どうにもいただけない☆




　奥にある引き戸が開閉する音がして、板戸の向こうで人が動く気配がした。

「────蒼司朗？」

「篠原？」

　呼びかけ合って、二人は声でお互いを確認する。

　蒼司朗の借りた浴室は、一度に十数名が入にゆう浴よくできる広さがあった。

　浴室と洗面所の間には脱衣所があったので、蒼司朗は篠原勇輝がいつ洗面所に来たのか、まったくわからなかった。

「篠原、お前……」

「あぁ、こっちで髪拭かせてもらって、終わったとこ。しっかり温まったか？」

「うん」

　蒼司朗は肯こう定ていの返事をしたけれど。

（洗うだけで、温まってねぇな）

　烏からすの行ぎよう水ずいだ。ゆっくり湯ゆ船ぶねに浸つかったなら、もっと時間がかかっているだろう。篠原勇輝に強引に引きずられて玄武神社まで来てしまったが、迷めい惑わくになってはいけないと、さっさと髪と身体を洗ったのに違いない。

（川に落ちたのは蔵田先輩のせいなんだから、遠えん慮りよすることねぇのに）

　過か剰じようなまでに負けず嫌いだが、蒼司朗は遠慮がちなところがある。




　濡れていた蒼司朗の服は、さっき脱衣所から声をかけてくれた神官が持って行った。蒼司朗は衣装籠に支度されていた着替えを借りる。

　支度されていたのは、長袖のＴシャツと、ジャージの上下、新品の下着と靴くつ下しただ。下着や靴下は伸しん縮しゆく性せいのある素材で作られているので、ある程度、着用者の体型に幅はばがあり、小こ柄がらな蒼司朗でも問題ない。

（ジャージ……。蔵田先輩の私服なのかな）

　家に帰ったらラフなジャージに着替えるというのはよくあることだが、蔵田実親にはちょっと似合わない気がする。しかし、個人の趣しゆ味みをどうこう言うのは失礼だ。

（あ……、サイズ、ちょうどいい）

　今より小柄な頃に着ていたものだろうが、着古してくたびれた感じがない。数着を着回すタイプなのかもしれない。

　枝えだ打うち斧おのを持ち、乾いたばかりの髪をふわふわと揺ゆらして、蒼司朗は引き戸を開けて脱衣所から洗面所に出る。




　引き戸の開く音に振り向いた篠原勇輝は、蒼司朗を見てぎょっと目を剥むいた。

「お、おま……！　それ……！」

「？」

　わなわなと身を震ふるわせた篠原勇輝に指さされ、蒼司朗はきょとんとする。

「篠……」

「あンの野や郎ろう……っ！」

　目を吊つり上げた篠原勇輝は、むんずと蒼司朗の手を掴つかみ、引きずる勢いで東の棟を出る。




　篠原勇輝の履はき物ものは大丈夫だったが、東の棟の玄関で脱いだ蒼司朗の靴は中までぐっしょり濡れて水が溜たまっている状態だったので、乾かすために持ち去られ、新しい上等の革かわ靴ぐつに替えられていた。蒼司朗のサイズに合わせて、急いで買ってきてくれたようだ。




　蒼司朗を引きずっていった篠原勇輝は、北の棟に上がりこみ、座ざ敷しきにいた蔵田実親を見つけて大声で怒ど鳴なる。

「先輩！　何だよ、これ！」

　両りよう肩かたを掴つかまれ、ぐいと前に押し出された蒼司朗は、目を瞬しばたたく。

（これ、って……）

　物扱いですか？




　着替えてきた蒼司朗を見た蔵田実親は、にこっと微笑ほほえむ。

「やぁ。思ったとおり、ぴったりだったね」

「ミギャミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピピ」

「「（しゅー）」」

　房ふさ付つきの立りつ派ぱな座ざ布ぶ団とんに乗っていたピヨ四神は、座敷に入ってきた蒼司朗に、お利り口こうにしてたよと甘えた声で鳴きながら、よちよちころころとまろび寄る。

　蒼司朗は肩を掴んでいた篠原勇輝に手を放してもらい、腰こしを落として、飛びついてくるピヨ四神を迎むかえる。

「ごめんな。いい子にしてたみたいだな」

　抱だき上げた蒼司朗に、撫なで撫でちょいちょいと可愛かわいがられて、ピヨ四神は満足そうに、くふんと鼻を鳴らす。




「何でこんなモン、まだあるんだよ!?」

　怒ど鳴なる篠原勇輝に、蔵田実親は苦笑する。

「だって、買ってからすぐにサイズが変わってしまって、僕はそれをほとんど着なかったんだよ。まだ新しいじゃないか」

「だからって、これ、先輩の中坊のときの体たい操そう服ふくでしょうが！」




　帝都学園中等部、指定体操服。




「は？」

　ピヨ四神を抱かかえて腰を上げた蒼司朗は、目を瞬いてから真まっ赤かになった。

　言われてみれば、ジャージの胸にある洒しや落れたエンブレムは、安あん藤どう奏かなでの着ていた制服で見た覚えがある。

（ぴったり、って……）

　ほとんど着ていないというのだから、中学一年生のときの体操服なのに違いない。




　確かに蒼司朗は学年一小柄だが、それにしても、蔵田実親が中学一年生のときの体操服がぴったりというのは、何とも情けない。




「このカッコで、こいつを外に出す気ですか!? 　別の服貸してください！」

「えぇー？　どうして勇輝クンにそんなこと言われなくちゃならないのかなぁ」

　蔵田実親の言葉に、ぐっと篠原勇輝は言葉を飲みこむ。

　まるで、なかよしの友達が馬ば鹿かにされたのを怒っているようではないか。














（俺、は────）

　言葉に詰まった篠原勇輝は放っておいて、蔵田実親は蒼司朗に微笑みかける。

「蒼司朗クンは別に不満ではなさそうだよ？」

　ねぇとばかりに同意を求められたが、蒼司朗は快かい諾だくできない。

「────お、お借りしておいて、とても失礼だとは思いますが────」

　俯うつむいた蒼司朗は、声を震わせないよう腹に力を入れる。ひと言邪じや魔まされれば、即座に前ぜん言げん撤てつ回かいしそうな蒼司朗の前に、篠原勇輝が出る。

「チビでも何でも、お、奥庭のお庭番様なんですから！」

　蒼司朗を奥庭のお庭番だと認めるのは、心底不本意であると、つっかえて耳まで赤くなりながらも、篠原勇輝は言い放つ。

「こいつを馬鹿にするような真ま似ねは、この！　奥庭の四神様を馬鹿にするのも同じっすよ！」

　ばーん！　とばかりに篠原勇輝に示されて、機嫌よく蒼司朗に抱えられているピヨ四神は、きょろんと目を瞬く。

（うーん）

　奥庭の四神様を持ち出されては、さすがに蔵田実親も意地悪を続けられない。

「だけどねぇ、僕の持っている服で、蒼司朗クンにちょうどよさそうなものって、それぐらいなんだよ」

　やれやれと蔵田実親は腰を上げる。

「ちょっと待っててくれたまえ。サイズが合わないからって、文句を言うのは勘かん弁べんだよ」

「────お手数かけてすみません……！」

　気だるい口調で言うくせに、さくさくと自室に戻る蔵田実親へと、蒼司朗は大きく頭を下げた。お辞じ儀ぎの勢いで振り落とされそうになったピヨ四神は、ひしっと蒼司朗にしがみつく。

　蔵田実親が座敷を出ていくのを見送って、篠原勇輝は蒼司朗を肘ひじで突つく。

「ちゃんと自覚持てよ……！」

　ややずるいことだが、奥庭の四神様を味方につけている限り、蒼司朗が蔵田実親に対して遠慮することはない。からかうような行動をとられたなら、馬鹿にするなと、きちんと対応したほうがいい。

「……ありがと、篠原」

「べ、べつに、テメーのためじゃねーよ！」

　まだ耳の赤みが取れないまま、ぷいと篠原勇輝はそっぽを向く。




　篠原勇輝は幼おさない頃から修行をし、努力の結果を認められて、白びやつ虎この戦士になった少年だ。

　帝都に来ていきなり奥庭のお庭番になってしまった蒼司朗とは、格が違う。

「……うん」

　近くで会話することがあっても、けっして友達ではない。




　視線を落とした蒼司朗に、篠原勇輝は眉まゆを顰ひそめる。

「オメー、やっぱ今日……」




「やぁ、お待たせ」

　蔵田実親が戻ってきて、篠原勇輝は蒼司朗にかけた言葉を止める。

　蒼司朗は蔵田実親に頭を下げる。

「すみません」

「うん、ホントにね」

「元はといえば、先輩のせいっスよね！」

　篠原勇輝は蔵田実親の手から着替えを取り上げ、蒼司朗に渡す。とっとと着替えろとばかりに押しつけられた洋服に、ぴょんとピヨ四神が乗る。

「じゃあ、着替えます」

「勇輝クン、隣の部屋で温かいお茶でもどうだい？」

「あざーっす」

　蔵田実親と篠原勇輝には、同性の着替えを眺ながめる趣しゆ味みはない。蒼司朗を残して、二人は隣の座敷に移動した。




「ちょっと下りててね」

　蒼司朗は着替えと、その上に乗っているピヨ四神を畳たたみの上に下ろし、枝打ち斧を置く。

「ミギャギャー」

「キュイキュイ」

「ピチュ、チュチュピ」

「「（しゅー）」」

「こら、よそのお家で騒さわいで暴あばれない……！」

　さっきまではおとなしくお利口にしていたのに、他の人の目がなくなると、途端にばたばたと座敷を走り回って遊びはじめたピヨ四神に、ジャージを脱ぎながら蒼司朗は苦笑する。

「ったく」

　人見知りで内うち弁べん慶けいの神様とは、いかがなものだろう。────帝都城の守護というお役目をきちんと果はたしていれば、凜り々りしい成せい獣じゆうだろうがピヨピヨの赤ん坊だろうが、細かいことはどうでもいいのかもしれないが。




　貸してもらった洋服は、蒼司朗にはやはりぶかぶかだった。

（それでも）

　絶対に中学生に間違えられるだろう、誂あつらえたようにぴったりの中学校の体操服を着て、外を出歩いて笑い者や噂うわさになるよりは、サイズ違いで格かつ好こう悪いほうがましだ。

「隠れん坊してないで、行くよ？」

「（ミギュ）」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　着替えたジャージを畳たたんで抱えた蒼司朗の声に、壺つぼの中に入ったり掛かけ軸じくの裏に隠れて遊んでいたピヨ四神が、急いで蒼司朗に駆かけ寄った。枝打ち斧を持った蒼司朗が歩きだす前に、いつもの位置にくっつく。




　蒼司朗は声をかけて襖ふすまを開ける。

「────着替え、ありがとうございました」




　隣の部屋は、茶室だった。

（お茶って、こっちか）

　急きゆう須すで淹いれたお茶を想像していた蒼司朗は、炉ろのある本格的な茶室に驚く。

　さすがは帝都の玄武神社、名家の子息様。茶室で正座する蔵田実親の姿も、しっかり様になっている。こういう場所でも慣なれた様子で寛くつろいでいる篠原勇輝もまた、堂々とした名家の子息様である。

　蒼司朗とは、生まれ育った世界が違う。




　襖を開けた蒼司朗に振り返り、胡座あぐらをかいて座った篠原勇輝は渋い顔で茶を啜すする。

（やっぱりな……）

　どこもかしこもがぼがぼで、シャツとセーターの袖口からは手の先っちょだけしか出ていないし、スラックスはたっぷりベルトで腰を絞しぼり、裾すそは大きく折り返されている。

　しかし、それでも。

「あはは、可愛いねぇ」

　茶ちや杓しやくで茶ちや碗わんに抹まつ茶ちやを入れた蔵田実親は、くすくすと笑う。

「……どうも」

　笑われた蒼司朗は少し赤くなり、蔵田実親から視線を逸そらして横を向いた。

「ミュ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗を元気づけるように、ピヨ四神は蒼司朗の頬を舌で舐なめたり、温かい鼻はな面づらやふわふわの額ひたいを押し当てて、すりすりした。

　優しいピヨ四神に、蒼司朗の表情が和やわらぎ、肩に入っていた力が抜ける。




　笑われたので、蒼司朗はからかわれたと思ったが、実際はそうではない。

　これも人徳のひとつなのかもしれないが、ぶかっとした服を着ている蒼司朗は、嫌いや味みではなく可愛らしかった。庇ひ護ご欲よくをそそるし、サイズの大きい衣服の持ち主に、守られてる感があって微笑ましい。

　蒼司朗を気に入った奥庭の四神様が、いつまでもちっちゃいまま、うきゃうきゃと機嫌よく蒼司朗にくっつき回っている理由が、蔵田実親や篠原勇輝にも、何となくわかる気がする。

　もちろん、どれほど保護対象に見えようとも、負けず嫌いの蒼司朗は自分のことはきちんと自分で何でもして、人の手を煩わずらわせることを嫌うし、ピヨ四神と四神変化して天の戦士となり、立派に帝都を守っている。




（うーん、いじりたい……）

　いじり倒して、思いっきり嫌いやがられたいと、蔵田実親のドＭ心がきゅんきゅん疼うずくのだが、曲がりなりにも蒼司朗は奥庭のお庭番様。奥庭の四神様もべったりなので、余計なちょっかいを出すわけにはいかない。




　蔵田実親は、軽く咳せき払ばらいして、気を落ち着ける。

「こっちに座って。お茶を点たててあげるよ」

「あ、りがとうございます」

　お茶室で振る舞われる本格的なお茶とはあまり縁えんのない蒼司朗は、緊きん張ちようしながら勧められた座布団に座った。




　お茶を点てながら、蔵田実親は蒼司朗の様子に首を傾かしげる。

「今日はおとなしいね。どうかしたかい？」

　何をやっているのと、キラキラした目で蔵田実親を見つめているピヨ四神とは、対照的だ。

「どうかしてるかなんて、今さらっしょ？」

　篠原勇輝は蔵田実親に呆あきれた顔をする。

「相手が違えば大事になってたかもしれないような勢いで、前も見ねぇで走ってたじゃないっすか、コイツ」

「…………」

　俯うつむいて視線を逸らす蒼司朗に茶碗を差し出し、蔵田実親は優しげに声をかける。

「何があったのか、話してみるかい？　楽になるかもしれないよ」




「清きよ志し朗ろうだろ」




　篠原勇輝に言われ、蒼司朗は驚いて顔を上げる。

「見てたのか!?　篠原」

「見てねぇよ……！」

（オメーの一大事なんて、たかがしれてるだろうが……！）

　むっとしながら茶を啜る篠原勇輝を放っておいて、蔵田実親は蒼司朗に尋たずねる。

「清志朗クンが、どうかしたかい？」

「……どうもしてないのかも、しれないんですけど……」




　郵ゆう便びん局きよくの近くで福豆を路ろ上じよう販はん売ばいしていた中学生に対応した清志朗のことを、蒼司朗は話す。話を聞いた篠原勇輝と蔵田実親は、蒼司朗に難しい顔をした。

「────なぁるほど」

「帝都民として清志朗クンは正しいよ」

「え？」

　事を荒立てないで済んだのではないかという考えに賛さん同どうしてもらえるものと思っていた蒼司朗は、両手で茶碗を持ちながら、二人の予想外の反応に目を瞬く。

「追つい儺なの儀ぎ式しきは神事だけど、豆に関しちゃ、俺らはノータッチだ。詳くわしいことは、小お此この木ぎ神官長のとこ行って聞いてきな」








　　　　５







「急いで支し度たくさせた既き製せい品ひんで申し訳ないけれど、靴くつは進しん呈ていするよ。君にしか履はけないサイズだから、気にせず履いて帰ってくれたまえ。下着と靴下も、既製品の買い置きだから、返さなくていいよ。今着ているその服も、記念に持っておくかい？」

「いえ、そんな……！」

　とんでもないと、蒼そう司し朗ろうは遠えん慮りよする。

（どれもすごく高いものだよ……！）

　蒼司朗がこれまでに自分用の衣類を仕立てたのは、制服や着物などの特別なものだけだ。普段着はサイズの合う既製品を買う。

　同じ学校に通かよって寮りよう生せい活かつなので、他の者も皆みなてっきりそうだと思っていたが、認にん識しきを改あらためなければならないと、蒼司朗は今日、はっきりわかった。

　ぱっと見ではわからず、袖そでを通してから、その着き心ごこ地ちの違いで、蒼司朗は新あらたに借りた服が、一流の素そ材ざいでオーダーメイドされたものだと気づいた。

　蔵くら田た実さね親ちかの私服は、靴まで一流の素材でのオーダーメイドだ。蔵田実親の服を平然と借りている篠しの原はら勇ゆう輝きも、きっと同じに違いない。帝都在住の本物の名家のご子し息そくは、さすがに違う。

「着替えたら、お借りした服はクリーニングに出しておきますから────」

「いや、それはこちらでやるよ。いつでもいいから、帝都神社の社しや務む所しよに預あずけておいてくれたまえ」

　蔵田実親は穏おだやかに微笑ほほえみながらも、何もしてくれるなときっぱり拒きよ絶ぜつした。クリーニングには、仕上げに細こまかいこだわりがあったり、蔵田家で贔ひい屓きにしている決まった業者があるのかもしれない。

　気を遣つかったつもりが、余計なことになってしまうときもある。望まれもしない、出すぎた真ま似ねをしてはいけない。

　蒼司朗は蔵田実親の言葉に従う。

「すみません、ありがとうございます」




　濡ぬれた衣類は玄げん武ぶ神社の神官の手でクリーニングに出されたので、蒼司朗は蔵田実親に借りた服で外に出るしかない。

　シャツとセーターで屋おく外がいを歩くのは寒いだろうと、蔵田実親はジャケットも貸してくれた。サイズの大きいジャケットは、蒼司朗が着るとコートのようだ。

　蒼司朗は蔵田実親に礼を言って、ピヨ四し神じんを連つれて玄武神社を出た。




　視線を落とし、無言で歩く蒼司朗を、懐ふところからチビ白びやつ虎こが見上げる。

「ミギュ？」

「キュウ」

　心配してピヨ四神は蒼司朗の様子を窺うかがったが、蔵田実親と篠原勇輝に話して、蒼司朗はいくらか落ち着いたようだ。

　さっきのように周りも見ずに走るということはなく、蒼司朗は一歩一歩踏ふみしめるようにして帝都城に向かう。この調子ならば振り落とされる危険はなさそうだと、ピヨ四神は蒼司朗にくっついて思い思いに寛くつろぐ。




（小お此この木ぎ神官長に話を聞かなくちゃ）

　今日はたまたま城下に使いに出る用事があったが、この時間はいつもなら望もち月づき造ぞう園えんの庭師見習いとしての作業時間だ。

　だが帝都城の奥庭を任され、お庭番となった蒼司朗には、いろいろと不測の事態が起こる。予定通りに作業できないことなど、珍めずらしくはない。

　急いで話を聞かなくてはいけないというものではなかったのだが、もやもやした気持ちのままでは、蒼司朗は庭仕事の作業を行えない。

「────ごめんな」

　外そと堀ぼりにかかる橋を越えて帝都城公園に入った蒼司朗は、奥庭の作業をするよりも、自分の気持ちの整理を優先してしまうことを、ピヨ四神に詫わびる。

「ミギャミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は奥庭の作業が遅れることよりも、蒼司朗の元気がないほうが嫌いやだ。気にするなとばかりに、ピヨ四神は蒼司朗に身を擦すり寄せた。

　蒼司朗が望月造園の庭師見習いになるために帝都に来るまで、数年間まったく手入れされず、荒あれ果はてていた奥庭だ。蒼司朗が少々寄り道して、多少作業が遅れたところで、目くじらを立てるほどのことではない。




　小此木神官長は忙しい人なので、いつでも帝都神社にいるとは限らない。

「小此木神官長の居場所って……」

「ミギャ？」

　ひょっとしてと思って試ためしに尋たずねた蒼司朗を、ピヨ四神はきゅるるーんと円つぶらな瞳ひとみで見つめ返した。

「あー、うん、ごめん。いいよ、何でもない」

　無む垢くな瞳で見つめられ、蒼司朗は微笑む。

（ダメじゃないか、オレ。神様を便べん利りに使うような真似しちゃ）

　ちょっと感覚を研とぎ澄すませば、ピヨ四神には小此木神官長の居場所なんて、探し回ることもなく簡単にわかるだろうが、気安くなりすぎるのは、お庭番としてよくない傾けい向こうだ。




　社務所で聞けば、小此木神官長が今どこで何をしているのか、予定を教えてもらえる。

　帝都神社の社務所に入った蒼司朗は、小窓が設もうけられた受付で、帳ちよう面めんをつけていた鈴すず宮みや神官に近づく。

「すみません、小此木神官長に会いたいんですけど。どちらにいらっしゃいますか？」




　小窓の向こうから蒼司朗に声をかけられ、顔を上げた鈴宮神官はちょっと考えるような表情をしたあと、ぎょっと目を剥むき、のけ反ぞった。

「そ、蒼司朗様っ!?」

「はい？」

　蒼司朗はきょとんと目を瞬しばたたき、くっついているピヨ四神も、円らな瞳で不ふ思し議ぎそうに鈴宮神官を見つめる。

「どうかしましたか？」

「あ、その、いえ……」

　鈴宮神官は、気まずそうに蒼司朗から視線を逸そらす。

「……お召めし物が違いましたので、見違えました……」

「はぁ、そうですか」

　蒼司朗はそんなものなのかなと首を傾かしげ、蒼司朗を真似てピヨ四神も首を傾げる。




　思い返してみると、蒼司朗は帝都に来てから、外出時は帝都学園の制服か望月造園の作業着で、今のような感じの私服で外出したことはほとんどない。ましてや、サイズの大きいがぼがぼの借り物の洋服なんて、奇き妙みようなのに違いない。

（うーん、着替えようかな）

　この社務所には、蒼司朗が着替えられる更こう衣い室しつがある。いつも支度してもらっている神官装しよう束ぞくに着替えれば、格かつ好こう悪くはなくなるはずだ。




「────小此木神官長ですね」

「はい」

「ミギャギャ」

「もうすぐこちらに来られると思いますよ。ご休きゆう憩けいの時間ですから」

　鈴宮神官は帳面を閉じて片づけ、席を立つ。

「お茶の支度をしますので、どうぞあちらでお待ちください」

「ありがとうございます」

（着替えてると、入れ違っちゃうかもしれないな）

　小此木神官長は、のんびり油を売っていることもあれば、足を止める程てい度どの立ち寄り方で、次の用事に行くこともある。

　社務所に来るのを待ち構えて、話をする時間を都つ合ごうしてくれるよう、お願いしたほうがいい。小此木神官長が許してくれるなら、歩きながら話をさせてもらうのでも構わない。




　着替えに行くのを諦あきらめた蒼司朗は、鈴宮神官に勧すすめられた応接セットのある奥のコーナーに移動する。

　蔵田実親にお茶を点たててもらってきたばかりなので、またここでもお茶をする気はなかったが、小此木神官長が休憩をとる時間に同席させてもらえるなら、ありがたい。

（お一人ならいいなぁ）

　小此木神官長が誰かと一いつ緒しよだったなら、蒼司朗は遠慮しなければならない。話をしたいという事情だけ伝えて、また別の機会に時間を作ってもらわなければならない。




　邪じや魔まにならない場所に枝えだ打うち斧おのを立てかけておいて、ソファーに腰こしを下おろした蒼司朗は、あちこちにくっついていたピヨ四神を集めて、膝ひざの上に乗せる。

「遊んでていいよ。オレは小此木神官長とお話ししたいことがあるんだ」

　関係者以外立入禁止の社務所の奥は、帝都神社の関係者しか入れない場所だから、ピヨ四神が自由に遊び回っても問題ない。

「神官の人たちのお仕事の邪魔をしちゃいけないよ。あんまり遠くに行かないようにね」

　小此木神官長に時間がないようなら、蒼司朗は移動に同行させてもらって話をするしかない。いくら場所が社務所でも、お世話係である蒼司朗はピヨ四神を置いていけない。行くよと、すぐに呼び集められる場所にいてくれないと困る。

　一匹一匹を見つめて言い聞かせ、蒼司朗はピヨ四神を順番に撫なでて可愛かわいがった。

「いい子にできる子！」

「ミギャ！」

「キャウ！」

「ピ！」

「「（しゃー！）」」

　はいっと返事するようにピヨ四神は元気に鳴いて、蒼司朗に甘えて飛びついた。

　遊んでいていいと言われたなら、ピヨ四神が一緒に遊びたい相手は蒼司朗だ。お話しすると言っていた小此木神官長がいない今が、蒼司朗と遊ぶチャンスである。

「こらこら、くすぐったいよ……！」

　大きくて余よ裕ゆうのある洋服の中にもぐりこんだピヨ四神に、顔や首、指にくっついて、すりすりペロペロはむはむとじゃれられて、蒼司朗はくすくす笑う。




　社務所では厄やく落おとしの受付や、お守りなどの販はん売ばいをしている。奥にいても大おお騒さわぎすれば、社務所を訪おとずれた参さん拝ぱい者しやに聞こえてしまう。

　迷めい惑わくにならないよう、蒼司朗は声を抑おさえていたが、ピヨ四神の放つ和なごやかな幸せオーラに気づいて、何人もの神官がそっと奥の応接コーナーを覗のぞきに来た。

　ふわふわ～と花が飛ぶような、春の日ひ溜だまりに似たほんわか幸せな、癒いやし効果抜ばつ群ぐんの光景に、蒼司朗とピヨ四神を見た神官たちは、へにゃりと緩ゆるみそうになる口くち許もとを押さえ、耳まで赤くなりながら、急いで持ち場に戻って行った。




（結けつ構こうな威い力りよくですよね……）

　ぶかっとした大きい服を着た蒼司朗だけでも、かなり『くる』ものを感じた鈴宮神官は、給きゆう湯とう室しつでお茶を支度しながら、うんうんと頷うなずく。




　盆ぼんに茶ちや菓が子しとお茶のセットを載のせた鈴宮神官は、給湯室を出て蒼司朗のいる応接コーナーに向かう。ちょうどそこに、帝都城での仕事を終えた小此木神官長が来た。

　鈴宮神官の持つ盆を覗き、お茶請うけに用意されていたわらび餅もちを見た小此木神官長は、ほっと微笑む。

「あぁ、いいですねぇ。ちょうどわらび餅気分だったんですよ」

「それはよかったです」

　にっこり微笑んだ鈴宮神官は、つまみ食いしようとした小此木神官長の前で、くるっと盆を回してお菓子を遠ざける。

「手を拭ふいてからです」

　お菓子が遠ざかり、伸ばした手の前におしぼりが来た。小此木神官長は苦笑しながら、おしぼりを取って手を拭く。

「お話があるって、蒼司朗様がお待ちですよ」

「蒼司朗くん？」

　何かなと首を傾げながら、使ったおしぼりを盆に戻し、小此木神官長は奥の応接コーナーに向かう。

　ほわんほわんの癒しオーラを放っている蒼司朗とピヨ四神を目もく撃げきした小此木神官長は、うっと息を呑のんだ。

（これは……！　これは、これはっ！）




「蒼っ司朗きゅ～んっ♡」




　両手を広げ、スキップして蒼司朗に駆かけ寄ろうとした小此木神官長に、鈴宮神官はさりげなく足を差し出す。

　がつっ☆と小此木神官長は、爪つま先さきを鈴宮神官の足に引っかけた。




　ずだーん！




「ミギャッ！」

「キュー！」

「ピ！」

「「（しゃー！）」」

　怯おびえたピヨ四神が、きゅっと蒼司朗にしがみつく。

　小此木神官長の声に振り向いた蒼司朗は、恐おそろしい音を立てて豪ごう快かいに顔面から床ゆかにダイブした小此木神官長に、びっくりする。














「だ、大丈夫ですか……？」

（大丈夫じゃないよな……）

　ちょっと人間離れしてるんじゃないかと疑いたくなるときはあるが、今のは痛そうだ。

　怖がるピヨ四神を宥なだめて抱かかえ、蒼司朗はソファーから腰を上げる。




　お茶のセットを載せた盆を持った鈴宮神官が、小此木神官長に会え釈しやくする。

「大丈夫です。犯罪は未然に防ふせぎました」

「踊おどり子さんには、触ふれてはいけないのがお約束でしたね」

　いけないいけないと、顔を上げた小此木神官長は打ちつけた鼻を押さえ、苦笑しながら立ち上がった。




　小此木神官長はまるで何事もなかったかのように、にっこりと蒼司朗に微笑みかける。

「で？　僕に話ですか？　わざわざそんな、刺し激げき的てきな格好で♡」

　向かいのソファーに腰かける小此木神官長に促うながされ、蒼司朗も腰を下ろす。

（刺激的な格好、って……）

　蒼司朗には小此木神官長の言っていることが、いまひとつよくわからない。

「この服は、その、蔵田先輩に借りただけで……。あの、帝都の節せつ分ぶんに使う豆について、教えていただけないでしょうか」

　蒼司朗の言葉に、小此木神官長と、卓たくにお茶を並べていた鈴宮神官が驚く。

「蒼司朗くん……」

「節分の豆、ですか」

「今日、仕事の使いで清きよちゃんと城下に出たときに、福豆を売ってる子がいたんです……」




　蒼司朗が小此木神官長に事情を話す間に、鈴宮神官は急いで卓にお茶とお菓子を並べ、人払いをするように扉を閉めた。

　お茶を飲んで喉のどを潤うるおし、お菓子を食べ、ひと息ついて、小此木神官長は話し終わった蒼司朗に言う。

「帝都での節分の福豆はすべて、節分のためだけに契けい約やくしている農家にお願いして、特別に栽さい培ばいしてもらっている大だい豆ずを使っています。大豆はこの帝都神社でお清めしてから、炒いり豆にして、小分けし、配くばることにしています。帝都では、帝都神社から配られるこの福豆を食べることで、身体からだの内に入りこんでいる穢けがれを祓はらうんです」




　帝都の各家庭や施し設せつに無料で配られる『帝都の石せつ鹸けん』は、身体の表面についた穢れを落とすことはできても、身体の内側までは効果を望めない。

　帝都の石鹸で力及およばないところを補おぎなうのが、『節分の福豆』なのだ。

　節分の福豆は、帝都在住の者全員に、帝都の石鹸と同じく、無料で配られる。この福豆を使って豆まきをし、歳としの数だけの福豆を食べることは、帝都での行事というより、帝都民の義ぎ務むになっている。




「だから、他の者が許可なく『節分の福豆』を取り扱あつかうことを、帝都では禁止しています。蒼司朗くんは驚いたようですが、清きよ志し朗ろうくんのとった行動は、帝都民として大変模も範はん的てきですね」

　たとえわずかな金額であっても、代金を支払って手に入れたものと、無料でもらったものでは、人は代金を支払ったもののほうを大切にする傾けい向こうがある。

　少年が福豆を売ることを見過ごしていたなら、少年の売った普通の福豆が、帝都で配られる節分の福豆に、取って代わられる危険があった。

　これを未然に防ふせぐのは、帝都民としての義務だ。一般の者の言葉では、反感を買ったり、戯ざれ言ごとと聞き流される可能性もある。

　警察の関与は物々しいが、福豆の販売をやめさせるには、一番効果があるだろう。そして福豆を購こう入にゆうした客を、できるだけ早く見つけて、注意を促さなければならない。




　穢れを祓う効力のない、清めていない豆を、帝都の『節分の福豆』と混同するようなことがあっては絶対にならない。




「知らなかったからで、済まされることとそうでないことがあるのなら、今回の福豆に関しては、『済まされないこと』です」

「これが節分が終わったあとだったなら、蒼司朗様が考えられたように、普通に注意で終わっていたのかもしれませんね」

　穏やかだが、きっぱりと断言した小此木神官長の言葉に、鈴宮神官が続けて、この場の空気を幾いく分ぶん和やかなものにした。

「帝都の市場で販売している食料品は、納のう入にゆうされる際に検品され、何がどれだけ帝都に持ちこまれたのか、記き録ろくされています。中でも大豆は、『節分の福豆』として絶対に販売しないよう、注意されます。だから、帝都で店を出している者が、節分の福豆……清めていない豆を販売することはありません。福豆を路ろ上じよう販売している子を見つけた清志朗くんは、さぞかし驚いたでしょうね」

　まず、見かけないものだ。いてはならない。初めて遭そう遇ぐうしたのかもしれない。

　そのときのことを想像して、小此木神官長はくすっと笑う。




　帝都において、蟲むしの存在は公然の秘密として、帝都民の誰もが知っているが、詳しよう細さいを把は握あくしているのは、帝みかどと神官など、帝都のごく一部の者だけだ。

　節分についても、一般の帝都民は、年中行事のひとつだとは思っても、一年間に自分が内に溜ためこんだ穢れを祓う、重要なことだとは知らない。

『蟲呼びの夜』、蟲と対たい峙じすることはないが、望月造園はその後のフォローを行っているので、帝都の夜に何が行われているのかをよく知っている。

　蟲と穢れについて知っている清志朗にとって、無許可で清めていない福豆を販売している少年の姿は、驚きよう愕がくすべきものである。




「清志朗くんは、とても真ま面じ目めな子ですから、豆売りの子を見つけたことで、ものすごく責任を感じたに違いありません。それこそ、蒼司朗くんの様子が目に入らないくらいに」

「清志朗さんはきっと、いっぱいいっぱいだったんですよ、蒼司朗様」

　そう。いつもの清志朗なら、蒼司朗がついていけないぐらい驚いていることに気づけたはずだ。蒼司朗を無視するような態度に出た、それこそ、遭遇した事態の大きさを示していた。




　すべて理解して、蒼司朗は視線を落とす。

（オレ……、知らなかった……）

　帝都における節分の意味を、蒼司朗は考えてもみなかった。

（清ちゃん……）

　清志朗のことを信じているつもりで────、信じていなかった。

（ごめん、清ちゃん……）

　清志朗が厳きびしい態度に出るなら、それには理由があるはずだったのに、蒼司朗は自分の常識に縛しばられて、清志朗が間違っていると決めつけ、勝手に傷ついた。




「ミギュン……」

「キュオ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　俯うつむいて、さらに小さくなったように見える蒼司朗を、そーっとピヨ四神は温あたたかい舌したで舐なめたりして、慰い撫ぶした。




　愛くるしいピヨ四神だけでなく、庇ひ護ご欲よくを恐ろしく刺激する蒼司朗に、鈴宮神官は思わず口許を手で押さえる。

（いけません、今日は、蒼司朗様……！）

　蒼司朗の向かいのソファーから腰を上げた小此木神官長に、鈴宮神官はびくっと肩かたを震ふるわせて振り向いた。怯えた目を向ける鈴宮神官に、小此木神官長は苦笑し、心配ないと微笑む。




　移動した小此木神官長は、蒼司朗の横に腰を下ろし、そっと蒼司朗の肩を抱だき寄せて、横からこつんと頭と頭を合わせる。

「大丈夫ですよ、蒼司朗くん」

　触れあった部分から身体に直接響ひびいて聞こえる小此木神官長の声に、蒼司朗は視線を上げる。

「言葉足らずの誤ご解かいは、誰にでもあります」




「ミギュ」

　蒼司朗の肩に乗ったチビ白虎が、小此木神官長の頬ほおに小さな前まえ肢あしを当て、肉球で押す。

「ピ」

　蒼司朗の頭に乗ったチビ朱す雀ざくが、小さな手て羽ばで、小此木神官長の頭を押す。

「キュオ」

　蒼司朗の肩を抱いている小此木神官長の手を、チビ青せい龍りゆうがお尻しりで、むいむいと押した。

「「（しゅー）」」

　チビ玄武は蒼司朗と小此木神官長の間に割りこんで、四し肢しと尾おっぽで、ふんと突っ張る。




　これは……『あっちいけ』？




　ふわふわ柔やわらかくて温かい、ちっちゃな抵てい抗こうに、小此木神官長は苦笑する。

「四神様～、僕にだって蒼司朗くんを可愛がらせてくれてもいいじゃないですか～」

「ミギャギャ」

「キュイキュオ」

「ピッチュチュピ」

「「（しゅー）」」

　ダメー☆とばかりに、ピヨ四神は抗こう議ぎの声をあげた。

　奥庭の四神様お気に入りのお庭番、蒼司朗へのガードは固いようである。








　　　　６







　玄げん武ぶ神社からクリーニングに出された蒼そう司し朗ろうの衣類は、翌よく日じつには社しや務む所しよに届けられ、蒼司朗が借りた洋服は回収されていた。

　日曜の夜、週末の神官修行を終え、ピヨ四し神じんを連つれて帝都学園高等部の学がく生せい寮りように戻った蒼司朗に、清きよ志し朗ろうは安あん堵どした様子で事後報告をしてくれた。

「豆を売っていた子は、井い坂さか先輩の同どう郷きようの、松まつ岡おか弥や一いちくんっていう中学二年生の子なんだって。あ、わかったかな？　井坂比ひ呂ろ先輩は二年生で、陸上部の部員で駅伝の選手だよ」

　小学校の頃から学級代表や役員に選ばれることの多かった清志朗は顔が広く、同時期に同じ学校にいた帝都の子供の名前はほとんど知っている。

　中等部や高等部になってもそれは同じで、地方から帝都学園に入学した生徒のことも、大たい抵てい知っている。

「あぁ……、あの人、駅伝の選手だったんだ」

　冬休み明けにあった高校生駅伝大会で、帝都学園高等部の選手が走っている姿を応おう援えんしたことを蒼司朗は思い出す。駅伝のときの格かつ好こうと制服姿では、印いん象しようがまったく違うが、どこかで見た覚おぼえがあったはずだ。

「あのあと、この寮に警けい察さつの人が来てね、井坂先輩に話をしていったんだよ。井坂先輩から、松岡くんに注意してくれるようにって。井坂先輩はその後、すぐに中等部の寮に行って、松岡くんと話をしてきたんだよ」

「そうなんだ」

　警官が自分を訪たずねてきて、直接注意されるのは物々しいし怖いが、自分に対してではないなら、いくらか余裕を持って話を聞ける。

　中学生の松岡弥一も、高校生の井坂比呂から注意されるなら、怯おびえたり萎い縮しゆくすることなくいられるだろう。

「松岡くんのお家は、大だい豆ず農家なんだって」

「へぇ、それで大豆なんて持ってたんだ」

　帝都に持ちこまれる際に、節せつ分ぶんの福豆にしてはいけないと注意を受けていなかったのは、販売目的で持ちこまれたものではなかったからだ。

　個人宛あてに送られた、郷きよう里りからの荷物の中身までは、検品されない。

「松岡くんから福豆を買った人も、松岡くんが一いつ生しよう懸けん命めいで可愛かわいかったから、買ってくれたみたいだよ。最初から、節分の福豆として使うつもりはなかったんだって」

　厳げん重じゆう注意するのと同時に、どんな人に豆を売ったのか、松岡弥一から詳くわしく聞き出すよう、警察は井坂比呂に頼んでいた。

　そうして井坂比呂の報告を元に、警察はすべての客を探し出して確認し、少年から買った豆を節分に使わないよう、注意して回った。

「節分の前じゃなかったら、よかったのにね。本当にびっくりしたよ」

　目の前にいるのは、蒼司朗のよく知っている、いつもの穏おだやかな笑顔を浮かべる清志朗だ。

「あのときの清ちゃん、いきなりお巡まわりさん呼ぶし、すごく怖かったよ。オレ、びっくりした」

「え？　そうだったんだ。ごめんね、驚かせて」

「注意するだけでもよかったんじゃないかなって思ったけど、そういう問題じゃなかったんだよね。清ちゃんがすることには、全部意味があるのに、オレ、よく考えずに、酷ひどいって思ったんだ。オレの清ちゃんが、間違ったことなんてするわけないのにさ」

　蒼司朗の寄せる信頼は、清志朗にはくすぐったい。

「蒼くん、松岡くんに警けい戒かいさせないで、一人で引き止めておくなんて、さすがだよね。あの子は実際に一人で、ただ豆を売っていただけだったけど、僕、あとから、他にもっと質たちの悪い仲間がいたらとか考えたら、怖くなったよ」

　何らかの陰いん謀ぼうか策さく略りやくが……とも、想像できた。

「待たせてごめんね、蒼くん」

「え？　あ、あぁ……」

（清ちゃんには、あのときのオレがそんなふうに見えてたんだ）

　禁じられた福豆の販売をしている少年を見つけた蒼司朗が、少年を引き止めていた、というように。

「大丈夫だよ。オレには、この奥庭の四神様がついてるから」

「そうか。うん。四神様が一緒なら、怖いものなしだよね」

「ミギャギャギャ」

「キャオキャオ」

「ピチュチュピ」

「「（しゅー）」」

　自じ慢まんするように蒼司朗に言われ、清志朗に同意され、蒼司朗のベッドの上に放されたピヨ四神は、照れてころころする。

　今も奥庭の四神様は蒼司朗と一いつ緒しよだが、城下と同様に、この学生寮でも清志朗の目には見えない。

（清ちゃんは、オレが帝都の節分のことを知ってると思ってたんだ）

　凧たこ揚あげ大会などの行事については初耳でも、奥庭のお庭番に就しゆう任にんし、神官修行までしている蒼司朗が、帝都で配くばられる節分の豆について知らないなど、清志朗は思ってもいなかったのだろう。

　実際は、蒼司朗は学業に加くわえての庭師としての修業や、奥庭の四神様のお世話と神官修行で余裕がない。

　負けず嫌ぎらいの蒼司朗は弱音を吐はかず、不平不満を言わないでがんばっているが、毎日大変なのは見ていてわかるので、小お此この木ぎ神官長たちは必要になってから、その都つ度ど、蟲むしや神事に関することを少しずつ蒼司朗に教えている。

　帝都における節分が他とは違っていることも、もう少し行事に日にちが近づいてから、蒼司朗に教えられるはずだった。




　授業が他の日よりも一時限早く終わる水曜日、蒼司朗は望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師としての作業をしてから、帝都大学での面接学習に向かう。

　大学に向かう前なので、蒼司朗は帝都学園高等部の制服の上に望月造園の法はつ被ぴを着て、帝都大通りで剪せん定ていされた街がい路ろ樹じゆの小枝や落ち葉を掃はき集めていた。

「ピ」

　頭の上でチビ朱す雀ざくが鳴いて、何事かと蒼司朗は顔を上げる。

「キュイ」

「ミギャ」

　おぶさるように肩かたに乗っていたチビ青せい龍りゆうと、学生服の胸元から顔を出したチビ白びやつ虎こが、一方向に顔を向けて鳴く。

「あっち？」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神に促うながされ、蒼司朗はそちらに振り向く。




　建物の壁かべと壁の隙すき間まに身を隠かくすようにした中学生の少年が、振り向いた蒼司朗に、にこっと笑って手を振った。

（松岡くん……）

　蒼司朗はちょっと周まわりの目を気にし、誰だれも自分を見ていないことを確かめてから、こそっと松岡弥一のほうに走る。

　あとから考えれば、蒼司朗にはピヨ四神がついているのだから、誰にも見られたくないなと蒼司朗が思えば、そのようになったのだが。




　近寄った蒼司朗に、松岡弥一は人ひと懐なつっこい顔で、にかっと笑った。

「この前は、騒さわぎにしてごめんな」

「驚いたよね」

　苦笑する蒼司朗に、松岡弥一は笑う。

「知らんかったことやけん、しゃあないわ。めちゃめちゃびびったけど。警察の人より、あのあとで知り合いの兄ちゃんのほうに、きっつぅ叱しかられたよ」

「はは……」

　蒼司朗は、あのときすごい剣けん幕まくで松岡弥一を引っ張っていった井坂比呂を思い出す。あの勢いで説教モードになると、相当にキツそうだ。

　頭を掻かいて、松岡弥一は蒼司朗に微笑ほほえむ。

「あれから君のこと探してたんやけど、見つけれんかった。君、帝都学園の生徒やなかったんな。この前見た法被と同じの着てる人らがおったけん、ひょっとしたらと思ぅて、見つけたん」

　帝都には帝都学園以外にも、中学や高校がある。帝都学園を探していなかったら、それは他校の生徒に違いない。

　にこにこと微笑む松岡弥一に、蒼司朗は複雑な顔で愛あい想そ笑いをする。

「いや、オレ、帝都学園の生徒だけど」

「え？　そうなん？」

「うん。でも、帝都学園は帝都学園でも────」

　蒼司朗は法被の下に着ていた学生服を、ちらりと松岡弥一に見せる。

　松岡弥一は見覚えのあるその学生服をまじまじと見て。

「えー（ー！）」

「（大きい声出さないで！）」

　蒼司朗は驚く松岡弥一の口を手で塞ふさいだ。

　目を白黒させたあと、松岡弥一は耳まで真まっ赤かになる。

　ちょっと落ち着いたのを確認してから、蒼司朗は松岡弥一の口を塞いだ手を放す。

　自分とまったく同じ背格好なので、松岡弥一は蒼司朗のことを同学年の少年だと思いこんでいたようだ。

「……年上やったん、ですか……」

「帝都学園高等部一年、望月蒼司朗。────誕たん生じよう日びは三月だから、松岡くんとは一年ちょっとしか変わらないだろうけど」

　松岡弥一は蒼司朗に向かって、大きく身体からだを折ってお辞じ儀ぎする。

「しっつ礼しましたっ！　ほんま、すんません！」

　大きな声で謝罪され、蒼司朗は面食らう。

「い、いや、いいよ、そんな……！　よく間違われるし。顔上げて？」

　蒼司朗の言葉を聞いて、松岡弥一はそーっと顔を上げる。

「怒って、ない？」

「うん。怒ってない。本当にいつものことだから」

　小こ柄がらな蒼司朗にとって、年下に見られないことのほうが珍めずらしい。恐きよう縮しゆくして、謝罪されるようなことではない。

　屈くつ託たくなく笑った蒼司朗に、ほっと松岡弥一は表情を寛くつろげる。

「印いん象しようどおり、優しい人ですね、望月先輩って」

「オレ？」

　きょとんと蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「オレは別に、優しくなんてないよ？　優しい人っていうのは────」

　清ちゃんみたいな……。




　言いかけて、蒼司朗は言葉を飲みこむ。

（松岡くんにとって清ちゃんは、怖い人だ……）

　基本、清志朗は穏やかで人当たりもよく優しいが、責任ある役を任まかされるだけあって、けっして甘いわけではない。

　たまたま初対面で厳きびしい面に当たってしまった松岡弥一にとっては、清志朗は厳しくて怖い先輩ということになるだろう。




「望月先輩？」

「あ、あぁ、オレのことは名みよう字じじゃなく、名前で呼んでくれたほうがいいな。同じ学年に、四月生まれの従い兄と弟こがいて、ややこしくなるといけないから」

「じゃあ、蒼司朗先輩」

「うん」

　帝都に来てからは新しん鮮せんな『先輩』呼びに、くすぐったい気分で、蒼司朗は微笑む。

（あれ？　そう言えば、安あん藤どうはオレのこと何て呼んでたっけ？）




　青龍の戦士であり、中学二年生の安藤奏かなでは、松岡弥一と同学年だが、先輩と敬うやまわれたような覚えは、いまひとつない。先輩と呼ばれていたとしても、馬ば鹿かにしているような、そんな口調だろうと思う。




「オレのことを探してたんだって？　オレに何か用？」

　尋たずねた蒼司朗に、松岡弥一は悪いた戯ずらっぽく笑う。

「うん。えーと、あのですね」

「うん」

　ちょいちょいと手て招まねきされて壁と壁の隙間のもっと奥に入るよう呼ばれ、近づいた蒼司朗に、松岡弥一は言う。

「豆、買いません？　安ぅしときますよ」

「は？」

「福豆と違うかったら、えぇと思いません？　これは、ただの『炒いり豆』。な？」

　制服の上着の内ポケットから、炒り豆の袋をチラ見せして、にかっと松岡弥一は笑う。




　禁じられたのは、節分の福豆として炒り豆を販はん売ばいすることだ。ただの炒り豆だと、双そう方ほうが認にん識しきしていれば、きっと問題ない。────おおっぴらに販売すると、また叱られそうなので、アンダーグラウンド化したようだ。




　蒼司朗は思わず脱だつ力りよくする。

「松岡くん……、君、挫くじけない子だね」

「僕の自じ慢まんの豆ですけん。それに、こないだの蒼司朗先輩、もうちょっと推おしたら、買こぅてくれそうやったし」

　なかなかしっかり観察されていたようだ。彼はきっと、お客を逃にがさない、いい商売人になるだろう。

「美お味いしいですよー」

「あー、うん……」

　蒼司朗はちょっっと視線を泳がせて考える。

（あのときは、望月造園の皆みなのおやつにしようかなって思ったけど……）

　今はただの炒り豆だが、この前福豆として松岡弥一が売っていた炒り豆を、蒼司朗が買って皆に配ったとわかったなら、清志朗はきっといい気がしないだろう。




「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　松岡弥一には見えないが、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、『買って買って』のおねだりモードで目をキラキラさせ、舐なめたり身を擦すり寄せたりして蒼司朗に甘える。




（こいつらが欲しがったんだよな）

　福豆を売っていた松岡弥一を最初に見つけたのは、ピヨ四神だ。松岡弥一の炒り豆は、蒼司朗の持っている小こ遣づかい銭せんで買えないものではない。

　しかし炒り豆は硬かたくて、まだ歯のない赤ん坊のピヨ四神向きの食べ物ではない。

（うーん……）

　どうしようかと考えて、蒼司朗は先日、話をしたいと小此木神官長を訪ねたとき、お茶の時間に便びん乗じようして、おやつにいただいたものを思い出す。

（わらび餅もち！　きな粉こ！）




　わらび餅にたっぷりとまぶされていたきな粉は、炒り豆を挽ひいて粉こなにしたものだ。安あ倍べ川かわ餅にも、きな粉と砂糖を使っている。




「きな粉にならないかな？」

「へ？」

　蒼司朗の言い放った言葉に、松岡弥一は目を瞬しばたたく。

「オレ、きな粉なら、欲しいな」




　大豆は、『畑のお肉』とも呼ばれ、大豆を摂せつ取しゆするのは、栄養価の面でもとてもいい。餅やわらび餅がなくても、きな粉を砂糖と合わせて練ねるだけで、小さな四神様には、いいおやつになる。それをミルクに混まぜても、とても美味しい。




　蒼司朗が思い描えがいたことが伝わったらしく、ピヨ四神はキラン☆と目を輝かがやかせる。

「ミギャミギャギャ！」

「キュイキュイキュイ！」

「ピッチュチュピー！」

「「（しゃーしゃー！）」」

（こらこら、興こう奮ふんしない）

　蒼司朗はばたばたするピヨ四神を、松岡弥一に不ふ審しんに思われないように気をつけながら、こそっと宥なだめる。




「無理かな？」

「────いえ、きな粉にできます」

　松岡弥一は寮の調理室にある道具を思い浮かべ、あれを使えば大丈夫だと頷うなずく。

「ごめんね、我わが儘まま言って」

「いえ、蒼司朗先輩やったら僕、なんぼでも我が儘言ぅてくれていいです」

　にこっと微笑んだ蒼司朗に、松岡弥一も微笑む。

「そしたらこれ、寮に戻って挽いてきますけん。ひと袋でいいですか？」

「うん」

「じゃ、えっと、今日、先輩の寮までお届けするのでいいですか？」

「あー、いや、オレがそっちの寮に行くよ。夕食の時間までに行けると思うんだけど、もしかすると夜遅くなるかもしれない。大丈夫かな？」




　クラブ活動や行事の準備、学外での活動にも制限が緩ゆるくなるため、寮で決められている外出時間の門限は、高等部のほうが中等部よりも遅い。

　帝都大学で受けている授業は定時に終わるが、奥庭のお庭番である蒼司朗には、不測の事態がよくある。確実にこの時間に行くと約束はできない。




　蒼司朗を訪ねて松岡弥一が高等部の寮に来れば、たぶん蒼司朗はまだ帝都神社から戻っていないから、清志朗が応対することになる。松岡弥一はきっと、清志朗のことが怖いだろうから、それは可か哀わい想そうだ。

　中等部の松岡弥一が高等部の寮に来たことが知れたなら、この前たっぷり説教してくれた井坂比呂とも、顔を合わせるだろう。

　蒼司朗が中等部の寮に行けば、松岡弥一が嫌いやな思いをすることはない。




　仕事をサボって松岡弥一と話していることは、ピヨ四神がうまく誤ご魔ま化かしてくれているだろうが、そろそろ時間的に限界だ。

（仕事に戻らなくっちゃ……！）

「それじゃ、また夜に」

「はい。ありがとうございます、蒼司朗先輩！」

　松岡弥一は大きくお辞儀をして、望月造園の仕事に戻っていく蒼司朗を見送った。








　　　　７







　望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師の仕事を終えた蒼そう司し朗ろうは、帝都大学での面接学習を終え、急いで中等部の寮りように向かった。

　帝都学園の中等部と高等部は隣りん接せつしているが、高等部の寮は帝都城下東区にあり、中等部の寮は北区にある。

　中等部の寮のほうがいくらか帝都城公園の北門に近く、帝都学園に近い。中等部は高等部よりも、通学距離が少しだけ短くなっている。

「今日は何もなくてよかったー」

「ミギャ」

　賊ぞくや不ふ審しん者しやに出くわすことなく、予定通りに移動することができて、蒼司朗はほっとする。これなら、松まつ岡おか弥や一いちを待たせることもない。




　帝都城お抱かかえ庭師である望月造園では、飛びこみの仕事を請うけ負おうことはないが、顧こ客きやくや知り合いからの紹しよう介かいならば、初めての客のところにも作業に行く。

　仕事を依い頼らいされた場所に速すみやかに行けるよう、望月造園の庭師は皆、帝都城下を移動する際に、目的地だけを目指すのではなく、目印になるような特とく徴ちよう的てき建築物を覚えるようにしている。

　帝都学園中等部の寮を訪問するのは初めてだが、蒼司朗は望月造園の仕事でその前を何度も通っていて、場所を知っている。

　寮のある側の歩道を急ぎ足で進んでいた蒼司朗は、門の外の歩道に立つ少年がいることに気づく。

「あれ？」

　近づいた蒼司朗に、少年は腕うで組くみして振り向く。

「まったく非ひ常じよう識しきですね、連絡もせず、こんな時間にこんな場所まで来るなんて……！」

　嫌いや々いやだけど仕方なく出てきてやったという、尊そん大だいな様子の少年に、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「────安あん藤どう？」

　外がい灯とうがあり、少年の背後にある建物から光が零こぼれているが、蒼司朗がいる位置からは、ちょうど陰かげになって顔がよく見えない。けれど、この声と態度は間違いなく、青せい龍りゆうの戦士である安藤奏かなでだ。

「僕は忙いそがしいんですよ……！」

　ご機き嫌げん斜ななめの安藤奏に、蒼司朗は困こん惑わくする。

「いや……、何のことかな？」

「ミギュ？」

　蒼司朗にくっついているピヨ四し神じんも、きょろんと首を傾かしげた。

「な、何のことって……！」

　ぐっと息を呑のむ安藤奏に、蒼司朗は尋たずねる。

「どうしてオレが来るのがわかったんだ？」

「そ、そんなの当然でしょう！　奥庭の四神様の気配がどんどん近づいてきたんだから！」

「あぁ」

　なるほどと蒼司朗は納なつ得とくする。

「さすがだなぁ」

「あんたは僕を馬ば鹿かにしてるのか!?」

　素す直なおに感心したのに怒ど鳴なられて、蒼司朗は面食らう。

「い、いや、そんなことは」




「────蒼司朗先輩！」

　にこやかに建物から駆かけ出てきた松岡弥一に、蒼司朗は微笑ほほえんで振り向く。

「松岡くん」




　寮の中にいた松岡弥一は、安藤奏が寮の前で高等部の制服を着た誰だれかと会っていると聞いて窓まどから覗のぞき、蒼司朗が来たことを知って、出てきたようだ。

　松岡弥一から外に出てきてくれて、呼び出してもらう手間が省はぶけ、蒼司朗は助かる。




「二百円でーす」

　松岡弥一は大事に持ってきたきな粉この入った袋を、蒼司朗に差し出す。

「うん」

　蒼司朗は制服のポケットから財さい布ふを取り出し、代金を渡してきな粉を受け取った。

「ありがとうございます。どうぞこれからもご贔ひい屓きに～」

「しっかりしてるなぁ」

「自じ慢まんのものですけん」

　松岡弥一と蒼司朗は、顔を見合わせてくすくすと笑った。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗がポケットにしまったきな粉の袋、美お味いしそうな香こうばしい匂においのするものに、ピヨ四神はうきゃうきゃとはしゃぐ。




（な、んだよ、これ……）

　すっかり蚊か帳やの外である安藤奏は、自分に用があって蒼司朗が訪れたのではないことに、ようやく気づく。

　安藤奏は勘かん違ちがいした挙あげ句く、自分からわざわざ寮の前に出て蒼司朗を迎むかえたことがわかって、かあっと赤くなった。




「安藤くんは蒼司朗先輩と知り合いなん？」

　松岡弥一に無む邪じや気きに尋ねられ、にっこりと安藤奏は微笑む。

「誰だか知らないけど、それが君に何か関係あるのかい？」

　口調こそ優しいが、突き放した言葉で尋ねられた松岡弥一は、きゅっと小さくなる。

「そ、そういうことじゃないけど……。ごめん……！」




　由ゆい緒しよ正しい帝都の四神神社、青龍神社の子し息そくであり、神聖なる青龍の戦士でもある安藤奏は、成績優秀で運動神経もよく、容よう姿しも可愛かわいらしいので、帝都学園中等部の内だけでなく、とても目立つ有名な生徒だ。

　全校生徒は安藤奏のことを知っているが、いつでも華はなやかな取とり巻まきに囲かこまれている安藤奏は、目立たない一般生徒のことなんて、例え同じクラスの生徒であっても知らない。

　地方から帝都に学びに来ている松岡弥一のような生徒にとって、帝都の有名人である安藤奏は、雲の上にいる、眩まぶしい存在だ。同じ寮で寝起きしていても、親しく言葉を交かわす機会はほとんどない。

　同学年の松岡弥一は、親しく話しかけてみたいと安藤奏に憧あこがれていて、絶好の機会に恵まれたと思ったのだが、どうやらそれは勘違いだったようだ。




「それじゃ、蒼司朗先輩、失礼します……！」

　澄すんだ瞳ひとみで射い抜ぬくように見つめる安藤奏の視線を避さけて顔を伏せた松岡弥一は、蒼司朗に向かって大きくお辞じ儀ぎして、寮に走って戻って行った。




　逃にげるように去った松岡弥一を見送って、蒼司朗は溜ため息いきを吐つく。

「────あの言い方はないと思うな。松岡くんが可か哀わい想そうだよ」

　寮の中からちらちらとこちらの様子を窺うかがっている寮生たちに聞こえないよう、小声で言った蒼司朗に、安藤奏は気分を害する。

「僕に説教しに来たんですか？」

「いや、そうじゃないけど……」




　父母は帝都生まれの帝都育ちで、父母の実家も帝都にある蒼司朗は、幼おさない頃から何度も帝都に遊びに来ているが、巌いわ手てという地方都市から帝都に来た点では、松岡弥一と同じだ。

　華やかな都会の象しよう徴ちようのような、スマートで格かつ好こうのいい安藤奏に対して、気き後おくれしたり憧れたり羨うらやんだりするだろうとわかるから、本当にそうでも、安藤奏にさっきのような態度をとられると、見ているだけで辛つらい。




「用が済んだのなら、さっさと帰ってください」

「あ、あぁ、うん」

　高等部の寮に向かおうと、視線を動かした蒼司朗は、塀へいに近い暗がりを駆け抜けた小さな影を目で追う。

　体長二十センチはあるだろう、丸々太ったネズミだった。

　さすが帝都。栄養がいいらしい。

「────帝都のネズミは大きいなぁ」

　蒼司朗としては他た意いなく、ただ思ったままを、つるっと言っただけだったのだが、安藤奏にはそう聞こえなかった。




　大きいネズミのいるところ＝不ふ潔けつ・不ふ衛えい生せいな場所☆




「あんなネズミなんて……！」

　かっと恥ち辱じよくで赤くなった安藤奏は、空を薙なぐように右手を振り動かす。




　青龍の戦士である安藤奏は、青龍刀を武器とし、得意技は斬ざん撃げきだ。四神の戦士に変化していなくても、霊力を放つことができる。




「え？」

　軽く振り動かされた安藤奏の手が、きらっと何か光を放ったような気がして、蒼司朗は目を瞬く。

「ピ！」

　蒼司朗の頭の上にいるチビ朱す雀ざくが、鋭するどい声で警けい告こくを発した。




　蒼司朗の見つけた大ネズミの向かった先────、帝都学園中等部の寮に近い一時駐ちゆう車しや場じようのほうから大きな荷物を抱かかえて出てきた男性が、寮の前にいた安藤奏の姿に、ぱっと目を輝かがやかせる。

「奏坊ぼっちゃま！　仕立てていただいたお召めし物が……」




「危あぶない！」

　蒼司朗は怒ど鳴なって、握にぎっていた枝えだ打うち斧おのを持ち替え、微かすかに見えた光を追って駆けだす。

（あれに触さわっちゃいけない……！）

　霊力を感知する力はまだ弱いが、人間が触れることがあってはならない光だということだけはわかる。

　訓練を始めたばかりの神官候補生の蒼司朗と、青龍の戦士として巨大な蟲むしと戦っている安藤奏では、駆く使しする霊力の強さは比べものにならない。

　小さく見えても、安藤奏の放った光にはかなりの威い力りよくがある。蒼司朗に撥はね除のけられるものではないので、止めるのは光ではなく、接近しようとする神官のほうだ。

　神官を危険から回かい避ひさせようと、蒼司朗は神官の足元めがけ、行く手を阻はばむように枝打ち斧を突き出す。




　蒼司朗の枝打ち斧の刃は先さきには袋が被かぶせてあるので、一見しただけでは、何の棒なのかわからない。そして、万一刃やいばが当たるようなことがあっても切れないよう、革かわの鞘さやを嵌はめている。

　刀ならば峰みね打うちの形に、蒼司朗は枝打ち斧の刃を返していたのだが、突然に長なが物ものを向けられ、襲おそいかかられた格好になった男性にはわからない。

「うわぁ！」

　仰ぎよう天てんした男性は、その場から飛び退のいた。飛び退いた弾はずみに手が滑すべり、男性が抱えていた荷物が宙に投げ出される。

　安藤奏の放った光を男性が避けることができて蒼司朗はほっとし、突き出した枝打ち斧を引き戻し、足を止めた。しかし、あまりに驚いた男性は、それで済まなかった。

　車の往おう来らいはなかったが、学生寮前の歩道から一方通行の細い道路に出てしまった男性は、バランスを崩くずしながらその道路を越こえ、岸きしに植うえられていた柳やなぎの木にぶつかり────。

「うわあぁぁ……！」

　川に落ちた。




　派は手でな水音に、蒼司朗は思わず肩かたを竦すくめる。

（うっわー……）

　ついこの前、同じ目に遭った蒼司朗は、川の水がどれほど冷たいのか、よく知っている。

（心しん臓ぞう麻ま痺ひとかは……、大丈夫だよな）

　帝都の神官は常日頃から身体を鍛きたえ、健康に気を配っている者ばかりなので、頭から冷たい水を被ったぐらいで命にかかわることはないだろう。

　しかし、寒風吹きすさぶ中、濡ぬれ鼠ねずみになるのは嫌だ。成なり行ゆきとは言え、とても気の毒なことになってしまった。




　叫さけび声と水音を聞きつけ、何だ何だと寮の窓が開いて話し声が聞こえてきた。




「────何やってるんですか」

　白しらけた声で安藤奏に言われ、蒼司朗は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔になる。

「いや、だってさ、危なかっただろ、あの人」

「あなたのせいでね」

「いや、だって、その、もとはと言えばさ……」

　蒼司朗が止めなければ、きっとあの男性は足に怪け我がをしていた。

　まさかあんなことになるとは思ってもいなかった蒼司朗は、しどろもどろになる。

（あ、そうだ、あれ、どうなったんだろ）




　車の来ないのを確認して、車道を横おう断だんした安藤奏は、川に落ちた男性に声をかける。

「坂さか口ぐち神官、大丈夫ですかー？」

「…………」

「坂口神官？」

　川には綺き麗れいな水が流れていて、そこそこの水すい深しんがある。坂口神官は大声をあげながら元気に川に落ちていったのだから、打ち所が悪くて取り返しのつかないことになっているわけではない。と思う。

　川から頭を出していた坂口神官は、呼びかけた安藤奏に向かって顔を上げる。

「────奏、坊っちゃま……、申し訳ありませんが、その、救急車を呼んでいただけませんでしょうか……」

「え？」

「落ちたときに、その、腰が、ぎくっと……」




　安藤奏が大ネズミを駆く逐ちくしようと放った小さな斬撃の光は、ちょうどそこに来あわせた坂口神官を傷つけることなく、大ネズミを仕し留とめることもなく、歩道の敷しき石いしに当たって消えた。

　消える前に、さっくりと、坂口神官の投げ出した荷物を切り裂さいて。




「────なぁ、安藤。これ、まずいことになってないか？」

　荷物の袋を拾い上げた蒼司朗は、救急車を呼ぼうと急いで寮に戻る安藤奏に振り向く。

　蒼司朗に抱えられた、ざっくり切れた荷物を目にした安藤奏の顔から、さあっと音を立てて血の気が退ひいた。




　帝都の四神神社、青龍神社の坂口神官は、出動要よう請せいを受けた救急車で、速すみやかに帝都大学病院に搬はん送そうされた。

　そして蒼司朗の手から奪い取るように荷物を受け取った安藤奏は、真まっ青さおになり、坂口神官を乗せた救急車に同乗することなく、硬かたい表情で帝都神社に向かった。

　嵩かさ張ばる荷物は子供の手に余るぐらい、結構な重さがあったが、安藤奏はひと言も文もん句くを言わずに、それを自分の手で運びきった。




　ただならない様子の安藤奏を放って高等部の寮に帰ることもできず、ピヨ四神を連れた蒼司朗は安藤奏にくっついて帝都神社に向かう。

（何か、まずいことになったみたいだよな）

　叱しかられるような失態なら、なかったことにはできないだろうが、自分も関わってしまったからには一いつ緒しよに謝罪して、せめて事故だと証しよう言げんしてやりたいと蒼司朗は思う。




　突然に訪問した安藤奏だが、速やかに本ほん殿でんに通され、小お此この木ぎ神官長は待たせることなく蒼司朗たちの前に姿を現した。

　安藤奏が抱えてきた荷物は、到とう着ちやくしてすぐ、何の説明もしないままに、出で迎むかえた神官が恭うやうやしく受け取ってどこかに運び去った。

「坂口神官は、お気の毒でしたね。それにしても、仕立て上がった着物が、ですか……！」

　切り出した小此木神官長に、説明しなくても話が通っているらしいと、蒼司朗は気づく。

（連絡が行ってるんだ）

　蒼司朗にはわからない方法で、安藤奏は事前に連絡をつけていたようだ。

　円えん座ざも遠えん慮りよして板いた敷じきの本殿に直じかに正座した安藤奏は、土ど下げ座ざするような勢いで両手をつき、小此木神官長に向かって大きく頭を下げる。

「申し訳ございませんっ……！」

　安藤奏の様子に驚きながら、蒼司朗も頭を下げる。

「すみません」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神も、意味はまったくわからないながらも、小此木神官長に向かって神しん妙みような様子で鳴く。

　事情はさっぱりわからないが、成り行きでついてきてしまったのだろう蒼司朗とピヨ四神に、小此木神官長は苦笑し、安藤奏のように深々と頭を下げる必要はないからと、手で合図する。何があったにしても、小此木神官長は神様に詫わびを入れさせるつもりなど、毛もう頭とうない。




　急ぎ足で静かに本殿に入ってきた神官が、小此木神官長にそっと耳打ちし、速やかに退出した。

「────坂口神官は、しばらく入院するようですね」

　小此木神官長の言葉を、安藤奏は額ぬか衝づいたまま聞く。




　冬の最さ中なかに水の冷たい川に転落した坂口神官は、落ち方に問題があったらしく、ぎっくり腰になっていた。ずぶ濡れになったことも災わざわいし、酷ひどい風か邪ぜをひいたようだ。あれやこれやで、しばらくは絶対安静である。




　神しん妙みような面おも持もちで衣い装しよう盆ぼんを本殿に運んできた鈴すず宮みや神官に、小此木神官長は尋たずねる。

「どうですか？」

「確認しましたところ、奏様のお召しになります一着は大丈夫だったようですが、坂口神官にお支し度たくしましたもののほうは……」

　衣装盆を床に置いた鈴宮神官は、大きい着物のほうを広げて見せる。




　何かの衣装らしい、豪ごう華かな織おり地じを使った着物は、ざっくりと縦に切れていた。




　小此木神官長は渋しぶい顔になる。

「うーん……、やっちゃいましたねぇ」

「申し訳……、ございません……！」

　詫わびることしかできず、忍び泣く安藤奏から、鈴宮神官は痛々しいと目を逸そらす。




「……ミギュ？」

「キュウキュウ」

「ピピチュピピ」

「「（しゃー！）」」

　口を挟はさめず、何も言わない蒼司朗に代わって、声をあげたのはピヨ四神だ。

　注目する円つぶらな瞳ひとみに、小此木神官長は頷うなずく。




「────坂口神官と奏くんは、今年の追つい儺なの儀ぎ式しきの鬼おに舞まいの舞手だったんです。で、このすっぱり切れちゃってるのが、仕立て上がったばかりだった、坂口神官の着るはずだった衣装です」

（それ、って……）

　簡単に説明され、蒼司朗もようやく、とんでもない事態になっていることを、朧おぼろげながらも理解した。




　間が悪かった、のだろう。

　仕立ててもらっていた追儺の儀式の衣装が予定より少し早く届けられたので、坂口神官は安藤奏を驚かせようと、事前に連絡も入れずに帝都学園中等部の学生寮に衣装を持ってきた。

　まるで出迎えてくれるように、寮の外に出ていた安藤奏を見つけた坂口神官は、高こう揚ようした気分のまま駆け寄ろうとして────、安藤奏がネズミ退治のために放った斬撃に突っこみかけた。

　それを見た蒼司朗が、枝打ち斧を伸ばして坂口神官の突進を止めようとし、驚いた坂口神官は荷物を抱えていた手を滑らせて投げ出しながら、川に転ころげ落ちた。

　向こう脛ずねあたりから坂口神官の足を斬きり飛ばしそうだった斬撃は、投げ出された荷物を斬り裂いた。

　坂口神官は、斬撃による大怪我を負うことは免まぬがれたのだが……。




　追儺の儀式の鬼舞の舞手とその衣装が、駄だ目めになってしまった。




「────残された期間は短くても、鬼舞は練習すれば何とかなるかもしれませんが……」

　衣装は、生地を織おる糸からの特注品なので、今から作り直すのでは、糸の手配もままならず、とても間に合わない。

　継つぎ接はぎをしたような誤ご魔ま化かしの衣装で、神聖なる神事を執とり行うことはできない。

「鬼舞は帝都の四神神社の神官で、毎年交代で行います。今年は、奏くんと坂口神官の二人で、奥行きと緩かん急きゆうのある鬼舞を披ひ露ろうしようと予定していたのにねぇ」




　青龍の戦士となった安藤奏にとって、今年は初めての鬼舞で、名めい誉よある行事を任されて、とても張り切っていた。

　坂口神官は青龍神社の神官の中でも、もっとも優秀な神楽かぐら舞まいの舞手だ。本番中にもしも何かがあっても、確実に安藤奏をフォローしてくれるだろう、頼もしい人材だった。




（奏くん一人で披露する鬼舞というのは……）

　青龍の戦士であっても、成長途と中ちゆうの少年であり、身体からだが小さい安藤奏では、どうがんばっても舞台が広すぎる。

　だが人一倍責任感が強く、プライドの高い安藤奏なら、一人で鬼舞を披露すると言い張るだろう。




　不測の事態というのは、こちらの都つ合ごうを考えてくれないものだ。

　難しい顔で考えこむ小此木神官長に、切れた衣装をしみじみと眺ながめ、鈴宮神官も溜ため息いきを吐つく。

「この身み頃ごろ幅はばで衣装が作れるのは、奏様か、蒼司朗様ぐらいですよね」

　成人男性の衣装を仕立てられる幅ではない。




　呟つぶやいた鈴宮神官の言葉に、深しん刻こくに思い悩んでいた小此木神官長は、憑つき物が落ちたような顔で膝ひざを打った。




「それですよ！」








　　　　８







　納のう品ひんを終えてほっとひと息ついたその日の夜、鬼おに舞まいの衣い装しようを仕立てた職人、森もり之の宮みや是これ崇たかは帝都神社からの迎むかえの車に乗せられ、帝都神社へ連つれていかれた。

　森之宮是崇は仕事に妥だ協きようを許さない、職人気質の気難しい頑がん固こ親父だ。そして自分の仕立てた衣類を粗そ末まつに扱あつかうと雷かみなりを落とす、とても怖い人で有名でもある。

　しかし、今回駄だ目めになってしまった鬼舞の衣装については、森之宮是崇は見るなり、ぐっと息を詰めただけで、何も言わなかった。文もん句くを言う気力も萎なえる惨さん状じようだったのだろう。

　丁てい重ちように詫わびた小お此この木ぎ神官長から再度、衣装の製作を依頼された森之宮是崇は、交代した舞手の採寸作業を行い、すっぱりと切れた衣装を持って工房に戻って行った。追つい儺なの儀ぎ式しきに間に合わせなければならないので、徹てつ夜やも覚かく悟ごの作業になるだろう。

　悲ひ壮そう感かん漂ただよう森之宮是崇の後ろ姿を見送って、社しや務む所しよ奥の応接室に入った小此木神官長は、ほうと物もの憂うげに溜ため息いきを吐つく。

「せっかく期限前に仕上げてくれたのに、是崇先生には大変お気の毒でした。物事、あまり早く作業を終えてしまうと、よくないということですね」

「いえ、仕事を溜ためると、何かあったときに大変困ることになります。今、お時間ありますね」

　小此木神官長にお茶を出した鈴すず宮みや神官は、寛くつろいでいるその目の前に、承しよう認にん印いんの必要な書類をひと山分も積つみ上げた。湯飲みを持った小此木神官長は、渋しぶい顔になる。

「えー？　もう夜じゃありませんか。本日の営業は終了ですよー」

「蒼そう司し朗ろう様たちは、まだこれからがんばられます。神官長が営業終了なんてことは、ありませんよね？」

　率そつ先せんして、さぁ、よいお手本になりましょうと、にっこり微笑ほほえんだ鈴宮神官に、がっくりと小此木神官長は肩かたを落とした。




　衣装を仕立てた森之宮是崇と同様に、帝都神社からは鬼舞の振付師のところにも、迎えの車が行った。

「望もち月づき蒼司朗様、はじめまして。七代目、香こう月づき宣せん之の助すけです」

「伊い勢せ崎ざき吉きち弥やです」

（歌か舞ぶ伎き役者の人だ……！）

　衣装の採寸を終え、神楽かぐら舞まいの修練場に向かった蒼司朗は、写真や看かん板ばんで見覚えのある青年たちに迎えられて驚く。涼すずやかで響ひびきのいい声に、鳥とり肌はだが立った。

「は、じめまして……！」

　きちんと正座していた安あん藤どう奏かなでとともに、自分が来るのを待っていてくれたらしい二人に恐きよう縮しゆくしながら、修練場に入った蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを端はしに置き、急いで円えん座ざに着いた。




　香月屋の宣之助太だ夫ゆうと言えば、十七歳で七代目宣之助を襲しゆう名めいした稀き代だいの天才、帝都最高の歌舞伎役者であり、誰もが認める優秀な舞ぶ踊よう師しだ。

　伊勢崎吉弥は宣之助太夫の二つ年下の従い兄と弟こで、同じく帝都で大人気の歌舞伎役者だ。宣之助太夫ほどではないが、舞踊も上う手まい。

　いくら不測の事態であっても、依頼していた振付師を変へん更こうするのは、礼れい儀ぎを欠かく。蒼司朗はまったく知らなかったが、追儺の儀式の鬼舞は、帝都で注目されている若手の優秀な舞踊師に、振り付けを依頼していたらしい。

　毎年恒こう例れいの伝でん統とう行事も、話題性や目新しさがあれば、観客は喜んで集まる。

　再度の振り付け依い頼らいに駆かけつけた今回は、蒼司朗と安藤奏の二人舞の振り付けということで、香月宣之助太夫は自分と背格好の似た伊勢崎吉弥を、二人舞の相あい方かたとして連れてきたようだ。




（うわー……、何か、すごいことになってきた……）

　あれだけ豪ごう華かな衣装を用もちいる行事なので、蒼司朗もある程度は覚かく悟ごしていたが、歌舞伎界の超有名人と、こんな場所で膝ひざを突き合わせることになろうとは、思ってもいなかった。

　さすが一流芸能人。静かに座っているだけで、圧倒的な華はながあり、存在感が桁けた外はずれだ。




「ミギャギャ？」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　見知らぬ大人おとなの男の人は苦手だが、綺き麗れいな人は大好きなピヨ四し神じんは、しっかり蒼司朗にくっついたまま、隠かくれるようにしながら様子を窺うかがう。




　只ただ者ものではない風格に溢あふれていても、歌舞伎役者や舞踊家には、帝都を守るために蟲むしと戦う神官のような霊力は必要ない。

　だが帝都神社は結けつ界かいに守られた神聖な領りよう域いきなので、物陰に隠れているのでなければ、ピヨ四神の姿は誰の目にも見える。




　小さく鳴き声を発しながら、ちょこっと顔を覗かせた愛くるしい四神様に、香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥はふわりと雰ふん囲い気きを和やわらげる。

「こんばんは、はじめまして、奥庭の四神様」

「はじめまして」

　香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥ににっこりと微笑みかけられ、照れたピヨ四神は、甘えた声で鳴きながら、さっと蒼司朗の衣服や髪の間に隠れた。

「蒼司朗様、お稽けい古このときには、四神様にはあちらで見守っていていただきましょうね」

　香月宣之助太夫は上かみ座ざに支し度たくしてある、奥庭の四神様用の座ざ布ぶ団とんに視線を向ける。

　確かに稽古をつけているときに、蒼司朗と一いつ緒しよに神様がいたのでは、やりにくいだろう。

「はい」

　蒼司朗は恭うやうやしくお辞じ儀ぎして、静かに円座を立ち、上座に置かれた座布団に向かう。




「（オレが練習してる間、ここでいい子にして待ってような。いい子にできないなら、奥庭で待っててもらうよ？）」

　小さい声で言い聞かせながら、しゃがんだ蒼司朗はピヨ四神を座布団に乗せる。

　蒼司朗が神官修行に行くときには、ピヨ四神は奥庭で遊びながら、蒼司朗がお迎えに来るのを待っている。

　奥庭にいるのが嫌きらいなわけではないが、いろいろと目新しいことや面おも白しろそうなことがあるので、ピヨ四神は蒼司朗の近くにいるのが好きだ。

「ミギュン」

「キュオ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「（うん、いい子だ）」

　円つぶらな瞳ひとみで見上げて、いい子のお返事をしたピヨ四神に微笑みかけた蒼司朗は、大好きと伝えるかのように、温あたたかくてふわふわ柔やわらかいピヨ四神を、一度ぎゅっと抱だっこした。

　すりすりっと蒼司朗に甘えて満足したピヨ四神は、よそ行きの顔になって、ちょこんと行ぎよう儀ぎよく座布団に座る。




　よしよしとピヨ四神に頷うなずき、すっと滑なめらかな動作で腰を上げた蒼司朗は、元の円座に戻る。

「お待たせしました」

　正座して頭を下げた蒼司朗に、香月宣之助太夫は尋たずねる。

「────ときに蒼司朗様、舞踊の経験はどのくらいですか？」

「すみません。まったく経験ありません」

　聞こえのいいことを言いたかったが、嘘うそをついてもすぐばれるので、呆あきれられるだろうなと思いながら、蒼司朗は正直に答える。

（やっぱ、無む謀ぼうだよな……）

　小此木神官長は、いつもの軽いノリで『やっちゃいましょう』と気楽に言ってくれたが、現実は絶対にそんなに甘くない。

　思わず小さくなる蒼司朗に、香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥は驚いて顔を見合わせる。

（まったく経験がない、って……）

（しかし、あの足運びと安定感は……）

　まったく何の素そ地じもない素しろ人うとだとは思えない。

　そして伊勢崎吉弥は、はっとして、蒼司朗に尋ねる。

「武術のほうはいかがでしょうか？」

「あ、はい。自じ慢まんにはならないと思いますが、中学のときに二年半ほど剣道をやっていました。段位は二段。巌いわ手ての圏けん大会で、二度入賞しています」




　遠えん慮りよがちに答えた蒼司朗に、大人しく正座しながら、安藤奏は内心ムカつく。

（十分自慢だよ……！）

　それだけの期間の経験で二段。そして、圏大会に優勝しながらも全国大会に出場しなかった幻まぼろしの少年剣士、『巌手のブルー・ムーン』なんて綽あだ名なまでついていたことが、自慢にならないはずがない。




「足腰はしっかりしていますね」

「所作に安定感もあります」

　香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥は、顔を見合わせて頷き合う。

　蒼司朗の持っている剣道の段位は、立派な習しゆう練れんの賜たま物ものだ。試合経験があるということは、勝負度ど胸きようもついている。

　努力を惜おしまない子供には、奇き跡せきも起こせる。




「小此木神官長の推すい薦せんがあり、蒼司朗様が奥庭のお庭番であることで、今回はひとまず話をお受けしました。正直、まったくの素人に鬼舞の舞手が務つとまるとは思えませんでしたが、蒼司朗様なら、何とかなるでしょう」

「追儺の儀式まであと十日。時間はほとんどありませんが、蒼司朗様、一緒にがんばりましょう」

「はい！　よろしくお願いします……！」

　香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥に向かって、蒼司朗は深々と頭を下さげる。

　体格の関係で、今年の鬼舞の衣装を着られるのは、安藤奏と蒼司朗だけだ。

　蒼司朗にはよくわからないが、その道の熟じゆく練れん者しやに見込みアリと判断されたのなら、見苦しくない程度には、きっと何とかなるのだろう。

（オレにできる精せい一いつ杯ぱいのことをがんばる……！）




　香月宣之助太夫は、澄すんだ瞳で安藤奏を真まっ直すぐに見つめる。

「奏様にはお気の毒ですが、新しい舞を、もう一度頭からすべて覚え直していただくことになります」

「はい。何度も申し訳ありません。ご指導いただけて、幸さいわいです」

　胸むねの奥まで見通すような、強い視線をしっかりと受け止めて、安藤奏は香月宣之助太夫に頭を下げた。




　稽古に使える時間を考えれば、今すぐにも練習にかかりたいところだったが、今日はもう遅かったので、翌日からの予定を確認するに留とどめた。

　香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥が直接蒼司朗たちに指し導どうできるのは、自分たちの稽古や舞台の合間の時間だ。その他の時間は、舞踊の師し範はんが香月宣之助太夫たちに代わって、指導に当たってくれる。

「体調管理はしっかりと。くれぐれも病気や怪け我がのないように。体力の維い持じのために、睡すい眠みんと食事はしっかりとること。いいですね？」

「はい！」

　力強く返事した蒼司朗と安藤奏に香月宣之助太夫と伊勢崎吉弥は頷き、蒼司朗が腕に抱かかえているピヨ四神へと恭しく一礼する。

「若き舞手に、四神様のご加か護ごがありますよう」

「どうぞ二人をお守りください」

「ミギャギャ」

「キュイキュオ」

「ピチュチュン」

「「（しゅー）」」

　二人に心から願われて、ピヨ四神は任せておけとばかりに鳴いた。




　帝都城公園北門から出て寮への帰き路ろに着いた安藤奏は、いつまでも隣を歩いている蒼司朗に眉まゆを顰ひそめる。

　高等部の学がく生せい寮りように帰るには、さっき通り過ぎた角で曲まがるのが普通だ。

「どこまで来るつもりですか？」

「中等部の寮まで送っていくよ」

「年上ぶらないでください。馬ば鹿かにしてるんですか？」

　安藤奏はまだ義務教育中の中学二年生だが、帝都を守護する青せい龍りゆうの戦士だ。帝都の夜道を一人歩きしても、危険なんてあるはずがない。

　気分を害したらしい安藤奏に、困ったように蒼司朗は言う。

「いや、だって、泣いてただろ？」




　駄だ目めになってしまった衣装を小此木神官長に見せたときに、詫わびることしかできず、忍び泣いていた安藤奏の姿は、堪たまらなく痛々しかった。

　プライドの高い安藤奏が、あんなふうに頭を下げたり、泣くとは思わなかったので、蒼司朗はかなり驚いた。

　あれから小一時間しか経っていない。だから、何か間違いがないように、蒼司朗は安藤奏を中等部の寮まで送り届けようと思ったのだ。




　大丈夫なのかなと心配する蒼司朗に、つんと安藤奏は顎あごを上げる。

「あんなの、パフォーマンスに決まってるじゃありませんか」

「は？」

　言いきった安藤奏に、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

（パフォーマンス？）

　平たく言えば、嘘泣き？

　迫はく真しんの演えん技ぎに驚いている蒼司朗に、安藤奏はやれやれと息を吐つく。

「泣いてみせるなんて、コミュニケーションのひとつでしょう？　もうここまで、っていう。泣かせたほうの負けです。ここまでなら、できる、我が慢まんできる、許せる。これ以上はできない、我慢できない、許せない。自分の限度がわかるのは、自分だけです。相手に限度を知らせなければ、いつまでも終わりません」




　それは、子供時代に、子供同士で揉もまれながら学習していくもの。

　姉が三人いる安藤奏は、年長者の横おう暴ぼうの中で育ち、姉たちと喧けん嘩かし、親に叱しかられる姉たちを見ながら、世よ渡わたりを学習してきた。他の子供よりも要よう領りようがいいのは、それだけ鍛きたえられてきたからだ。














「青龍の戦士でも、僕は『子供』なんです。あれで当たり前でしょう。無理して大人ぶるなんて、馬鹿ですよ」

　安藤奏は認められ、大事にされたいとは思っても、大人の仲間入りをして、大人扱いされたいわけではない。

「あー……、うん、そうだな」

「責任を負おいきれないって、完全に放ほう棄きしたほうが、神官長たちが動きやすいじゃないですか」

　足あ掻がかず安藤奏が丸投げしてしまったなら、あとは小此木神官長たちが、どうするのかすべて考えるしかない。

「衣装を仕立ててくれた森之宮是崇先生、あのお偉えらい人間国宝の先生は、僕が菓か子し折おりを持って何度謝罪しに行ったとしても、門前払いで会ってもくれないでしょう。せっかくの衣装をあんなふうに駄目にしたんですから、煙管きせるで滅めつ多た打うちにされて、簀す巻まきにされて帝都湾わんに沈しずめられるところですけど、そうならなかったのは、相手が小此木神官長だったからですよ」

　帝都神社、小此木神官長という、大きな存在があったから、不本意ながらも容よう赦しやされたのだ。

「そう、なんだ……」

（確かに、昔ながらの職人さんって雰ふん囲い気きだったけど……）

　帝都湾に簀巻きにして沈めるのは、まったく穏おだやかではない。そこまで荒々しい気き性しようの人物だとは思わなかった。




　由ゆい緒しよある帝都の四神神社、青龍神社の跡あと取とり息むす子こで、帝都の守護神と謳うたわれる青龍の戦士でもある安藤奏であっても、人間国宝は鼻も引っかけないらしい。

　必死に勉強して高位の神官としての資格を取り、聖せい獣じゆうの青龍に認められて四神変化できるようになったとしても、義務教育中の子供が、大人と対等に話をすることなんて、許されないのだ。




「歌舞伎役者の香月宣之助太夫にしてもそうです。相手になんかされません」

　追儺の儀式、帝都の年中行事という大きな祭事だから、振り付けと舞踊指導を引き受けてくれたのだ。

　公演の度たびに何百枚とチケットを購こう入にゆうしている上客でもなければ、間近で話をすることすら、できないだろう。

「……うん」




（安藤は、自分の力で何ができるのか、よくわかってる）

　力及およばないことだから、潔いさぎよく降こう参さんしたのだ。




「泣いてみせることで、可か哀わい想そうだと同情して便べん宜ぎを図はかってくれるなら、遠慮なく甘えていればいいんです」

　それが許されないのなら、泣いていないでどうにかしろと叱しかられるだけだ。どうにかできるはずだという、見込みがあるから叱るのだ。まったく見込みがなく、便宜を図ることすらできないなら、一緒に泣いて途と方ほうに暮くれるだろう。

「何でもかんでも『がんばる』と言いきってしまう人には、わからないでしょうけど」

　つんと安藤奏は顎を上げる。

「いや、その、ゴメン……」

（オレにはその、『できない』ところがわからない）

　どこが限界なのか、まったく見当がつかないから、やれと言われれば、蒼司朗はただ懸けん命めいに努力するしかない。




「僕は物心つかないうちから舞を教えられて、三歳で神楽舞の舞台に立ちました。舞踊のお稽古は、今もずっと続けています」

　安藤奏をまだ子供だと見れば、態度が大きくて可愛かわいげがないが、ただ生意気なだけでなく、しっかりとそれなりのことをしてきている。

「新にい嘗なめ祭さいのときの五ご節せち舞まいも、がんばってたよな」

「見てないくせに」

　口を尖とがらせた安藤奏に鋭するどく突っこまれて、蟲むし爆ばく弾だんと化していたメロンにかまけていた蒼司朗は、とても気まずい。

「来年は見るよ」




　ぴたりと安藤奏が足を止めたので、蒼司朗も立ち止まる。

　安藤奏は蒼司朗と向かい合い、大きく身体からだを折ってお辞じ儀ぎした。

「送ってくれてありがとうございました！　明日からよろしくお願いします！」

（あ、着いてたんだ）

　喧けん嘩か腰ごしにも聞こえる礼だが、安藤奏は心配してくれた蒼司朗の気持ちには感謝している。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　中等部の寮の前まで来ていたことに気づいて、蒼司朗も慌あわてて安藤奏にお辞儀し返す。

　顔を上げた安藤奏は、射いるような鋭い視線で蒼司朗を見た。




　────足を引ひっ張ぱったら、絶対に承しよう知ちしない……！




　殺気すら感じさせる気き迫はくを漂わせ、安藤奏は真まっ直すぐに顔を上げて、寮に戻って行った。

　扉とびらを開いた安藤奏が建物の中に入るまでしっかり見届けて、蒼司朗は息を吐く。

「ミギュ？」

「あぁ、うん、大丈夫」

　どうしたのかと心配するピヨ四神を撫なでて、蒼司朗は高等部の寮へと踵きびすを返す。

「清きよちゃんが心配してる。急いで帰ろう」

　いつも寮に戻る時間より、ずいぶん遅くなってしまった。

　ピヨ四神がついているので、滅多なことにはならないとわかっているが、蒼司朗が遅くなるのは、何か不測の事態が起こったからだ。




　少しでも早く帰ろうと、寮まで走った蒼司朗を、玄げん関かんまで来ていた清志朗が出で迎むかえた。

「おかえり、蒼くん」

「ただいま、清ちゃん。遅くなってゴメン……！」

　軽く息を切らせる蒼司朗の手から、清志朗はそっと枝打ち斧を受け取る。

「うん。大変だったね。事情は、蔵くら田た先輩から聞いたよ。もうそろそろ帰ってくる頃だって篠しの原はらくんが教えてくれたから、ここで待ってたんだ」




　追儺の儀式に関わる四神の戦士には、鬼舞の舞手が変更になったという知らせが回っていたらしい。

　本来なら、部外者に話すようなことではないが、清志朗は蒼司朗のフォローに欠かかせない存在だ。蔵田実親たちから話していれば、蒼司朗が説明する時間は省はぶける。




　寮の部屋に入った蒼司朗は、二段ベッドの上段、自分のベッドの上にピヨ四神を放して遊ばせ、勉強机の椅い子すに座る。

「ねぇ、清ちゃん。清ちゃんって、あんまり泣かないよね？」

　蒼司朗の枝打ち斧をいつもの位置に置き、二段ベッドの下段に腰かけた清志朗は、唐とう突とつな問いに目を瞬く。

「泣かない、けど。どうしたの？」

「オレ、泣くのは弱虫で、いけないことだ、格好悪いことだって、これまでずっと思ってた」

　だから、無理に涙を堪こらえたし、誰だれかに涙を見られることを恥はずかしく感じていた。

「だけど、『泣くのもコミュニケーションのひとつだ』って安藤は言ってたんだ。子供はそれでいいんだって。泣かせたほうの負けだって」

　蒼司朗に言われて、清志朗は考える。

「うん。泣かせたら、お母さんや先生に、叱られるよね」

　泣いた子供のほうに、親や先生は味方する。弱い存在は守られるのだ。

「安藤くんにはお姉さんが三人いるんだ。白しら百ゆ合り女学院に進んだと思うけど、三番目のお姉さんが、僕らと同学年だよ。小学校のときに同じ組になったことがあるけど、かなり気の強い子だったな」

「へー」

　清志朗がそう言いきるのだから、相当きつい性格の女の子なのだろう。

「兄弟喧嘩したら、下の子が悪くても、上の子が叱られて我慢させられるって。冬休みに帰き省せいした斉さい藤とうくんが愚ぐ痴ちってた」

「オレも清ちゃんも、一人っ子同士だから、そういうの、あんまり経験ないよね」

「そうだね」

「清ちゃんを苛いじめるような子なんていないし」

　断言した蒼司朗に、買い被かぶりだと清志朗は苦笑する。

「班長とか学級委員とか、よくやってたからね」

　性格が穏おだやかで、体格も偏かたよりなく平均的。勉強も運動もできる優等生の清志朗には、目立つ弱点がないので、それをからかうような子供はいない。

「オレ……、自分の悪いとこ、ちょっとわかった気がする」




　小さい頃から体格で劣おとっていた蒼司朗は、よくからかわれたり苛められたりした。かなり嫌いやな思いもしたが、蒼司朗はわからなかったから、『ここまで』と知らせられなかった。

（もしかしたら、あいつらとも……、友達に、なれたのかな……）

　興味のない者には、誰も声をかけたりしない。




「蒼くん？」

　蒼司朗に悪いところなど思いつかない清志朗は、訳がわからず眉を顰める。

「でもオレ、今はがんばるしかないから」

　気を取り直すように息を吐き、蒼司朗は清志朗と向かい合う。

「伯お父じさんにも帝都神社のほうから連絡が行ってるとは思うんだけど、オレ、明日から鬼舞の練習に集中する」

「うん……」

「オレしかできない奥庭の仕事以外は、いったん全部やめる。清ちゃんには、すごく負ふ担たんをかけることになるけど、学校を休む間に勉強が遅れちゃうから、あとで教えてほしい」

　自分にしかできないことという条件で切り捨てたなら、蒼司朗には奥庭の仕事だけが残る。

　望月造園の庭師になることも、神官の資格を取ることも、高校で勉強することも、蒼司朗の希望だ。祭事に尽じん力りよくするには、私わたくし事ごとにかまけてはいられない。

「我わが儘まま言って、ごめんね」

「我が儘じゃないよ……！」

　清志朗が蒼司朗を手助けできるのは、それぐらいしかない。

「蒼くん……」

　心配してくれる清志朗の眼差しが、蒼司朗は胸に痛い。

「ごめんね、清ちゃん……。オレ、ちゃんと清ちゃんと競えるように、庭師の修業をがんばらなきゃいけないのに」

　七年後の約束。

「よそ見をして、他のことにかまけている暇ひまなんてないって、わかってる。オレなんかには、荷が重いってことも、よくわかってる……！」

　鬼舞の舞手なんて名誉あるお役目を横から攫さらうような形になって、また反感を買うだけだということも、痛いほどわかっている。

「無理でも何でも、オレはできるだけのことをするよ。舞踊とか、ぜんぜんやったことないから、正直どうなるのか、ものすごく不安だけどさ」

　素す直なおに吐と露ろして笑う蒼司朗に、清志朗は断言する。

「大丈夫、蒼くんならできるよ」




　それは何の根こん拠きよもない言葉だったけれど。




（ありがとう、清ちゃん）

　清志朗がそう言ってくれるなら、蒼司朗は本当に『できる』気がした。








　　　　９







　蒼そう司し朗ろうが思ったように、夜の間に帝都神社から望もち月づき造ぞう園えんに、今回の事情がすべて知らせてあった。

　帝都の行事、追つい儺なの儀ぎ式しきの鬼おに舞まいの舞手に選ばれるのは、本来なら名めい誉よで誇ほこらしいことだが、舞踊なんてまともに見たことも数えるぐらいしかない、まったくの素しろ人うとである蒼司朗では、喜ぶどころではなかっただろう。




　翌日、帝都学園の制服ではなく、神官装しよう束ぞくで奥庭の仕事を終えた蒼司朗は、ピヨ四し神じんを奥庭で遊ばせている間に、望月造園の親方、伯お父じの望月左さ近こんと話をした。

「────うちの仕事だけじゃなく、学校もか……」

　左近にとっては、蒼司朗はあくまで高校生だ。

　家業の手伝いでアルバイトにすぎない望月造園の仕事や、帝都大学で受けていた授業に使っていた時間を、鬼舞の稽けい古こにあてるのは当然だと思っていたが、高校を休学するとまでは考えていなかった。

　蒼司朗が身を置く状じよう況きようは、左近が思っていたほど甘くはないということだ。

　思わず渋しぶい顔になった左近に、蒼司朗は大きく身体からだを折って頭を下さげる。

「すみません！　せっかく通かよわせてもらってるのに……！」




　両親を亡なくした蒼司朗にとって、伯父一家は、身を寄せることのできる唯ゆい一いつの親類だ。

　従い兄と弟こで学年の同じ清きよ志し朗ろうが高校に進学しても、義務教育は中学校までなので、蒼司朗も進学して当然ということにはならない。

　高校進学ではなく就しゆう職しよく、望月造園の新人庭師として、社会人になって独立してもよかったのだ。

　蒼司朗を扶ふ養よう家族として受け入れたのは、伯父一家の厚こう意いだ。見習い庭師として蒼司朗は望月造園で働いているが、労働時間が短いことを抜きにしても、一人前に給きゆう料りようをもらえるような仕事はまだまだできない。アルバイト並の作業能力で、自分の小こ遣づかいを稼かせいでいるだけだ。

　入学試験を受けて合格したのは蒼司朗の実力だが、学費その他はすべて伯父が支払っている。その学校を、自分の都つ合ごうで休むのだから、蒼司朗は伯父に申し訳ない。




　頭を上げられない蒼司朗に苦笑した左近は、大きな手で蒼司朗の頭を乱らん暴ぼうに撫なでる。














「ったく、こうと決めたら梃て子こでも動かねぇ頑がん固こなとこは、右う近こんの野や郎ろうにそっくりだぜ……！」

　息むす子この清志朗よりもいくらか幼おさない子供を思わせる高さの小さな頭、柔やわらかくて手て触ざわりのいい蒼司朗の髪をひとしきり撫なでて、満足した左近は手を放す。

「帝都に来る前に、運転免めん許きよ取るとかほざきやがったときと同じじゃねぇかよ？」




　巌いわ手てで育ち、義務教育期間中に親を亡くした蒼司朗には、保護条例により生活費の支給などいくつかの優ゆう遇ぐう措そ置ちがあった。義務教育卒業後の就職に有利になるように、無む償しようで運転免許の取得ができるのも、その優遇措置のひとつだ。

　帝都に転てん居きよし、伯父一家の扶ふ養よう家族になると、蒼司朗にあった優遇措置は、適用されなくなる。

　高校への入学は半年も遅れたが、蒼司朗は公的保護を受けながら優遇措置をフルに活用して、庭師として必要になるだろう運転免許をすべて取得し、運転技術を納得できるだけ磨みがいてから帝都に来た。

　小型であれ、公道でショベルカーを運転している蒼司朗は、車両系建設機械運転者の資格と、大型特とく殊しゆ免許を持っている。

　伯父一家以外には詳くわしい報告をしていないが、客を乗せるための二種免許や、車を牽けん引いんするための免許のあれこれを、半年間で取れるだけ取ってきた蒼司朗は、どんな車でも運転できる。

　体格で最も劣おとる蒼司朗は力仕事はできないが、望月造園にいる者の中で、最も多くの種類の車両を運転し、たくさんのものを運ぶことのできる、貴き重ちような人材だ。

　巌手を出てくる際、それまで世話になった巌手城の庭師の皆みなから、餞せん別べつに小型のショベルカーが贈おくられたのも、帝都という大都会で逞たくましく生きていこうとする蒼司朗のがんばりを認め、今後の蒼司朗を応おう援えんしたいという思いからだ。

　運転免許取得をやり遂とげた蒼司朗を、彼らは誇ほこらしい気持ちで帝都に送り出してくれた。




「テメェの思うようにやりな」

　運転免許取得のために入学を遅らせた期間、通信教育でしっかり勉強していた蒼司朗は、帝都での授業に遅れることなく、学校生活にもすぐに馴な染じんだ。鬼舞の稽古で学校を休む今回も、心配ないと左近は思う。

「精せい一いつ杯ぱいがんばります！」

　蒼司朗は自己本位な我わが儘ままを快こころよく許してくれた左近に、感謝する。

　立派な舞台を見せるから楽しみにしててくれと言えないのが寂さびしいが、現実として、蒼司朗は自分がどこまでできるものなのかわからない。

　職人根こん性じようで仕上げられるだろう衣い装しようを纏まとって、何とか当日には、安あん藤どう奏かなでと一いつ緒しよに舞台に立てるようになりたい。




　香こう月づき宣せん之の助すけ太だ夫ゆうと伊い勢せ崎ざき吉きち弥やが蒼司朗と安藤奏のために新しく考えてきた鬼舞は、三十分ほどの演目だった。二人舞だが、香月宣之助太夫が見せてくれた、安藤奏の舞のほうがいくらか難しい。

　華はなのある舞を安藤奏が舞い、観客の目を集めることで、蒼司朗の経験と実力の不足を補おぎなえるよう、計算されている。




　生なま演えん奏そうで行われる雅が楽がくや謡うたいは同じなので、舞だけを覚え直す安藤奏と違い、蒼司朗は何もかも覚えなければならない。

「練習、あるのみ！」

「ミギャギャ！」

「キュイキュオ」

「チュッピピー」

「「（しゃー！）」」

　帝都学園高等部に休学届を出した蒼司朗は、ピヨ四神に見守られながら、休きゆう憩けい時間も有効利用して、ひたすら反はん復ぷく練習を行う。遊び気分な雰ふん囲い気きはあったが、ピヨ四神はただ黙って見物しているだけではなく、雅楽と謡のパートを熱演してくれた。

　香月宣之助太夫が来られないときには、年配の舞ぶ踊ようの師し範はんが、入れ替わりに、付きっきりで稽古をつけてくれた。

　年長者の偉えらい先生は、稽古を始めたばかりの新人の稽古を見てくれることなど、まずない。もちろん、稽古を見てもらうのも只ただではないので、色々な意味で破格の待たい遇ぐうだ。

　スパルタ方式の厳きびしい稽古は初心者だろうとまったく容よう赦しやなく、当事者にとっては苦痛でも、その価値を知る者が見れば、贅ぜい沢たくの極きわみである。




　未経験者なのだから仕方ないのだが、一日に何百回と叱られても、蒼司朗が必要以上に萎い縮しゆくしたり、嫌いや気けが差したりする様子はなかった。

　素す直なおで真ま面じ目めで熱心なのはとても喜ばしく、理想的なのだが、疲ひ労ろう骨こつ折せつもしかねない蒼司朗の練習量に不安を覚えた香月宣之助太夫は、小お此この木ぎ神官長に相談した。

「師範たちにはくれぐれも間違いのないようにとお願いして、気を配くばっているつもりですが、私では目の届かないことも多々あります。身体からだを酷こく使ししないよう、注意してあげてください。本番の舞台が踏ふめないのでは、意味がありません」

「蒼司朗くんには奥庭の四神様がついていますから、大丈夫ですよ」

「それは……そうなのですが……」

　奥庭の四神様の加か護ごがあると信じていても、不安を払ふつ拭しよくできない香月宣之助太夫に、にこりと小此木神官長は微笑ほほえむ。

　部外者には内ない緒しよだが、蒼司朗には彼専用の『帝都のよく効きく薬』がある。薬を溶とかした水は、強力な復活アイテムだ。香月宣之助太夫が心配するような、疲労の蓄ちく積せきはない。

「奏くんと同じく、蒼司朗くんもタフネス＆キュートです。もっと信頼してあげてください。蒼司朗くんは、帝都の神官を目指そうという子ですよ？」




　香月宣之助太夫の舞踊を軽かろんじるわけではないが、型を習得するだけでなく、蟲むしと戦うために見えない霊力を使いこなさなくてはならない神官修行のほうが、きっと大変なはずだと小此木神官長は思う。

　舞踊は目に見える。上う手まくなくても、他人の命を危険に晒さらすこともなければ、怪け我がをさせることもない。蒼司朗にとっては、気持ちの上でずいぶん楽だろう。




　そして帝都に来る前、事故で大怪我を負おった蒼司朗は、辛つらいリハビリを乗り越えて、運動機能を回復させた。

　リハビリの一いつ環かんとして始めた剣道は、基き礎そ練習ばかりを、気が遠くなるほど何度も何度も繰くり返かえした。

　打たれ強さにおいて、蒼司朗は誰だれにも負けない。

　先のまったく見えなかったリハビリと比べれば、期限があり、こうするのだと手本を見せ、直してくれる指導者のいる稽古のほうが、どれだけ厳しくても蒼司朗にはずっとましだ。




「やり遂とげますよ、蒼司朗くんは。追儺の儀式までに仕上げられるよう、わたしたちはがんばって後押ししましょう」




　鬼舞の稽古の進展については、公こう儀ぎ隠おん密みつである柳や生ぎゆう真ま純すみが報告を行っていた。極ごく秘ひ事じ項こうではないので、定期的に報告を受けられる者以外でも、尋たずねると聞ける。しかし話や噂うわさに伝え聞いていても、自分の目で見なければ納なつ得とくがいかない部分もある。

　蒼司朗が稽古に使っている修練場は、近寄ることを禁止されているわけではないので、稽古中の蒼司朗をそっと覗のぞきに来る者も多い。




　どんな様子だろうかと、修練場にこっそり蔵くら田た実さね親ちかや篠しの原はら勇ゆう輝きたちが覗きに行ったときには、まだまだ練習の必要はあるだろうが、蒼司朗は一応ひと通りの舞を覚えているように見えた。

　荒さは目立つが、音楽や謡に動きがついていっている。木を荒あらく削けずりだしたもので像を作るように、これから細こまかい修正をし、磨きをかけていくという感じだ。

「ふむふむ。今はまだお遊ゆう戯ぎだけど、これなら何とか見られるようになるんじゃないかな？」

　まったくの初心者にしてはなかなかやるではないかと、蔵田実親は感心する。

「なるんじゃないかな、じゃねぇよ……！」

　篠原勇輝は苦にが々にがしく吐き捨てるように言って、見られていることにも気づかず一心に稽古をしている蒼司朗に背を向けて歩きだす。

「なるんだよ、あのチビは」




　蒼司朗の舞踊の稽古は、休憩時間を適度に挟はさみながら、奥庭の作業以外の時間すべてで、ほぼ丸一日続けられる。

　師範と伴ばん奏そう、謡の者がそれぞれ引ひき継つぎをして交代する休憩時間の間に、蒼司朗は食事をとったり、昼寝をしたり、外に出て息抜きをする。

「ピ」

　ちょっと外の空気を吸おうと、修練場の外の水場で顔を洗った蒼司朗の頭の上で、チビ朱す雀ざくが鳴いて、髪かみの間に隠かくれた。

　蒼司朗にくっついているピヨ四神は、隠れたが、警けい戒かいしている様子はない。

「────望月、蒼司朗くん」

「はい？」

　呼ばれて、蒼司朗はタオルで顔を拭ふきながら振り返る。

「……井い坂さか先輩。こんにちは」

「こんにちは。こっちにいるって、清きよ志し朗ろうくんに聞いたんだ。忙いそがしいところ、ごめん。ちょっと話をしてもいいかな」

「はい。今、休憩時間ですから」

　にこっと微笑ほほえんだ蒼司朗から、井坂比ひ呂ろは少し気まずそうに視線を逸そらす。

「……中等部の松まつ岡おか弥や一いちから、豆を買ったって聞いた」

「あぁ。はい。とても美お味いしかったです」

　砂糖と一緒に練ねり合わせたきな粉を、取り合うようにして美味しく味わったピヨ四神は、隠れながらもぴこぴこと蠢うごめく。




「あぁいうの、もうやめてほしいんだ」




　思ってもいなかった井坂比呂の言葉に、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「え？」

「あいつが調子に乗ると困るから」

（調子に乗るって……）

「どういうことですか？」

　訳がわからず尋たずねた蒼司朗に、井坂比呂は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめる。

「どういうことでもだ！」

　声を荒らげられ、蒼司朗は困こん惑わくしながら、ピヨ四神が怯おびえないようそっと宥なだめる。

「譲ゆずってもらった豆は、本当に美味しかったです。松岡くんが自じ慢まんにしても────」

「それが田舎いなか者ものの戯ざれ言ごとだって言ってるんだ！　田舎の物価で安く売って気を引いて、褒ほめてもらって喜んでるようじゃ駄だ目めなんだよ！　帝都の品評会に出品するとか、そういうことを言ってると笑われる！　恥はじをかいて傷つく前に、やめさせたいんだよ！」

　怒ど鳴なって横を向いた井坂比呂は、耳まで赤くなっていた。




　威い圧あつ的てきで、怖い態度だけれど、これは、きっと……。

（────松岡くんに対する、思いやり……？）

　そうに違いないと蒼司朗は思う。

（井坂先輩は、恥はずかしい思いをして、傷ついたんだ）

　松岡弥一のように、無む邪じや気きに郷きよう里りの豆を自慢して。




　蒼司朗は炒いり豆をきな粉こにしてくれるように頼んだが、松岡弥一は味見用に、数粒だけ挽いていないものをオマケにつけてくれていた。

　炒り豆を食べた蒼司朗は、確かに美味しい、いい豆だと感じ、松岡弥一が自慢にしている気持ちがよくわかった。




「あの豆を笑うような人がいるなら、それはきっと、牽けん制せいされたんだとオレは思います」




　自分より優すぐれているものを素直に認めて受け入れてしまったなら、それは競争社会において負けだ。悪わる足あ掻がきであっても、排はい斥せきできるものなら、排斥する。

　地方出身であることを、田舎者と卑ひ下げされ、馬鹿にされ笑われれば、劣れつ等とう感かんに苛さいなまれて萎い縮しゆくすることが多い。

　品物の優ゆう劣れつや価値と関わりのないところで、自分から退ひいてくれるなら、そう仕向けた者は願ったりだ。




「笑われても、泣いてもいいんですよ。オレたちは、まだ子供なんですから」

　恥をかくことを、大人のように恐おそれることはない。言った蒼司朗に、かっとなった井坂比呂は怒鳴る。

「知ったふうな口を利きくな！　もう二度と弥一に近づくんじゃない！」




「────蒼司朗様、どうかなさいましたか!?」




　大声が聞こえたのか、修練場の蒼司朗に差し入れを持ってきた鈴すず宮みや神官が驚いて声をかけた。井坂比呂が怒鳴っているだけだが、喧けん嘩かをしているように見えるのではと、蒼司朗は慌あわてる。

「いえ、何でもありません！」

　鈴宮神官に返事をする蒼司朗の前で、井坂比呂は軽く唇くちびるを噛かむ。

「とにかく、そういうことだから……！」

　言い捨てて、井坂比呂は足早に立ち去った。




　出る杭くいは打たれるのが世の中だ。人並みにできないことが多くて、常つねに下に見られていた蒼司朗は、ちょっと目立っただけで仲なか間ま外はずれや苛いじめの対たい象しようになった。懸けん命めいに努力して、努力していない者から妬ねたまれた。

　できないときにはがんばれと応おう援えんしてくれた者の態度が、できるようになるにつれて、よそよそしくなった。

　田舎者の戯れ言と、自分たちを卑下するような言葉がすぐに出てきた井坂比呂は、誰かに嫉しつ妬とされてきたのかもしれない。

（駅伝の選手だもんな）

　一年生の頃から足が速いことで注目されていただろうから、それを面おも白しろく思わない者もいたに違いない。




　何やら険けわしい表情で去った井坂比呂を、鈴宮神官は困惑しながら見送る。

「……大丈夫ですか？　蒼司朗様。この次からは、わたしたちで用件をお伺うかがいしましょうか？」

　許きよ可かのない者が修練場に近づくことを禁じれば、誰がどんな用件で来たのかを把は握あくできる。

　追儺の儀式までは、もう片手で数えるような日数しか残されていない。どんな客であれ、今だけは稽古の妨さまたげになるものは、極きよく力りよく排はい除じよしたい。

　大丈夫だと答えても、そうはならないだろうと蒼司朗にはわかる。

「そうですね。お任せします」

　にこりと微笑んで、蒼司朗は自分の都つ合ごうより、追儺の儀式の鬼舞を案じている者たちの気持ちを尊そん重ちようすることを選んだ。




　舞踊において、蒼司朗よりも経験のある安藤奏は、覚えがよく上達も早かった。振り付けの変へん更こうは予定外だが、追儺の儀式までに舞踊を完成させるのは、まったく無理ではない。

　午後から夜にかけてを鬼舞の稽古時間にあてていた安藤奏は、日ひ毎ごとにめきめきと上達していく蒼司朗の様子に、舌したを巻まく。

（素そ質しつとか、そういうのじゃない……）

　いくらか素そ地じがあって、どうにかなったというものではないことは、最初から一いつ緒しよに稽古している安藤奏にはよくわかる。

　厳きびしい稽古に耐たえて、ひたすら努力しているから、着実に身についているのだ。努力は人を裏切らない。結果は必ずついてくる。皆が認めてくれる。

　それはとても、素す晴ばらしいことなのだが────。

（この人にとっては、よくないことなのかもしれない）

　蒼司朗が健けな気げだからこそ、安藤奏は思う。

（すごく無理してる……）

　大人の都合に振り回され、奥庭の四神様に加護されているからといって……。




　蒼司朗が着る予定の衣い装しようの完成は、当日ぎりぎりになるので、蒼司朗と安藤奏は衣装と同じ重さの錘おもりをつけ、裾すそを引いて、面を被かぶり、鬼舞の最終稽古に入った。
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　節せつ分ぶん祭さいは、悪あつ鬼きを祓い疫えき病びようを除のぞく行事だ。

　帝都での節分祭は、帝都の四し神じん神社のそれぞれで午前中に行われる行事と、午後から帝都神社で行われる行事と、家庭での行事がある。

　地域住民のための節分祭は、城下を方角で四つに区切った場所にある四神神社で、神楽かぐら舞まいを奉ほう納のうしたあと、地区に住むその年の福男福女が、境けい内だいに集まった人に向けて福豆をまく。

　帝みかどや若様が行事に参加し、帝都の民すべてを対たい象しようとする帝都神社の節分祭には、城下町の外からも、多くの者が訪おとずれる。

　帝都神社の節分祭は『追つい儺なの儀ぎ式しき』と呼ばれ、帝による蟇ひき目め式しき、鬼舞の奉納と、若様による屋や越ごし式しき、弓神事を行い、福豆と福ふく餅もちをまき、最後に御ご真ま神しん事じと呼ばれる火ひ焚たき串ぐし焼しよう納のうが行われる。

　帝都の家庭での節分祭は、福豆を食べることと、豆まきだ。

　福豆は節分祭までに四神神社の神官によって、地区のすべての住民に配くばられる。

　福豆を受け取った家は、柊ひいらぎの枝に鰯いわしの頭を刺さしたものを戸口に挟はさんでおく。福豆は大切に神かみ棚だなに上げられ、節分祭の日に各人自分の歳の数だけ食べる。残った福豆は、日ひ暮ぐれ時分に家の中にまいて鬼を追い払い、福を呼びこむのに使う。




　帝都神社での節分祭には、四神神社の神官でもある四神の戦士も参加するが、それは午後になってからだ。

　午後からの節分祭の準備のため、帝都神社では神官たちが忙いそがしく働いている。だが帝都神社でも奥まった場所にあり、関係者のみに立ち入りを許された修練場は、城下や境内の賑にぎわいとは隔かく絶ぜつされていた。

　香こう月づき宣せん之の助すけ太だ夫ゆうはそれまでと同じ時間に、蒼そう司し朗ろうに稽けい古こをつけるため、修練場を訪おとずれた。

「蒼司朗様にとっては帝都に来て初めての節分なのに、四神神社の節分祭に行かせてあげられないのは可か哀わい想そうですが、今日のところは我が慢まんしてください。試し演えんで皆と合わせる前に、衣い装しようをつけて舞って、具ぐ合あいを確認しましょう」

「はい。お願いします」

　四神神社の節分祭に行けないのは、今、蒼司朗に付き合ってくれている香月宣之助太夫たちも同じだ。

　蒼司朗は足を運はこんでくれた香月宣之助太夫たちに感かん謝しやし、今日の早朝に帝都神社に届けられたという衣装の包みを開く。

　駄だ目めになった衣装よりずっと小さなそれは、蒼司朗の体格に合わせて仕立て直されたものだ。

「金糸銀糸がふんだんに使われているので、衣装は見た目よりもずっと重いです。この重さや、裾すその長さに戸と惑まどわないよう、最終稽古では仮の衣装で稽古をしましたね。あれと同じに舞うだけのことです。大丈夫。蒼司朗様はとてもよくがんばられました。何も心配ありません。できますよ。お稽古は、絶対に裏切りません」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　指定席である上かみ座ざの座ざ布ぶ団とんに行ぎよう儀ぎよく座りながら、ピヨ四神は香月宣之助太夫に同意するように鳴いた。

　ご加か護ごのありそうな奥庭の四神様の可愛かわいい応おう援えんに、香月宣之助太夫と雅が楽がく師したちも、くすっと笑う。




　香月宣之助太夫が蒼司朗に言ったことは、甘かん言げんではない。

　積つみ重かさねた稽古は、努力した者をけっして裏切らない。

　稽古の数をこなした者は、身体からだが稽古を覚えている。たとえば高熱を発して、意識が朦もう朧ろうとしているときであったり、緊きん張ちようして頭が真っ白になったりしても、身体は自然と反応し、稽古したとおりに動くものだ。




「今日のためにがんばってきました。やります」

　成功すれば、苦しかった努力は報むくわれる。

　報われなくても、これでおしまいにできる。

　明日の月曜日からは奥庭の仕事のあとに学校に通かよえるし、見習い庭師として望もち月づき造ぞう園えんで働ける。神官修行もできる。遅れた分を急いで取り戻したい。

　蒼司朗は香月宣之助太夫たちに手伝ってもらいながら、初めての衣装に袖そでを通す。

（本当に重い……！）

　前回参加した御ご前ぜん試じ合あいなど、これまで帝都の行事で蒼司朗が纏まとってきた衣装は、動きやすさに重点を置いたものが多かった。客に見せることを目的とした衣装は、これが初めてかもしれない。

（重いけど……、ほんの少しだけ、練習してたものより軽い）

　修練場と本番で舞う舞台は、同じ材質の床板が使われている。引きずる裾に使われている生地は、練習用のものよりも床との摩ま擦さつがいくらか少なくて、扱あつかいやすいようだ。被かぶりものにも、同じような印象がある。




「蒼司朗様、衣装を纏いましたので、少しだけテンポを落として、動きを確認しながら通し稽古をします。気になるところは、抜き出してもう一度稽古しましょう」

「はい」

　ピヨ四神の円つぶらな瞳ひとみに見守られながら、豪ごう華かな衣装を纏った蒼司朗は、香月宣之助太夫を相手に鬼舞の稽古をした。




　衣装の感覚を掴つかむための稽古は、蒼司朗が疲れない程度で終えられた。安あん藤どう奏かなでは青せい龍りゆう神社での節分祭を終えてすぐに修練場に駆かけつけ、鬼舞に出演する雅楽師たちも正せい装そうして次々に集まり、本番同様の試演が行われる。

　衣装を仕立て直していた蒼司朗と違って、安藤奏は出来上がっていた自分の衣装を試着して、青龍神社の神楽かぐら殿でんで一人稽古をしている。衣装を纏って舞うことへの不安はない。

　試演は問題なく終わった。




　申し分ない出来に、香月宣之助太夫たちは顔を見合わせて頷うなずき合った。誰だれもが蒼司朗の参加に最も不安を抱いだいていたが、集中して行われた稽古の結果、立りつ派ぱに仕上がっている。

「本番では、舞台には屋根がなく、大勢の観客がいますが、今と同じに行えばいいだけです。蒼司朗様、自信をもって臨のぞんでください」

「はい」

「がんばりましょう、蒼司朗様」

「いい舞台にしましょう」

　香月宣之助太夫や雅楽師たちの見せる明るい表情が、蒼司朗の気持ちを軽くした。




　蒼司朗たちが修練場で待たい機きしている間に、帝都神社には続々と節分祭の客が集まっていた。

　舞台の準備ができたと神官に呼ばれ、衣装を纏った蒼司朗と安藤奏は、輿こしに乗って身を隠すようにして上演準備に向かう。




　本殿で祝詞のりとがあげられたあと、帝は神楽殿の前に特とく設せつされた鬼舞の舞台に移動し、桃ももの木の弓を用もちいて、蟇目式を行う。

　蟇目式は、弓を鳴らし、四方の邪じや気きを祓はらう儀式だ。

　厳おごそかに進み出た帝は、弓を鳴らす。

「帝都の鬼よ、これへいでよ！」

　帝の命めいは、天の声────。

　破は裂れつ音おんが轟とどろき、帝の踏ふむ戸板ほどの床が八名の神官によって運び去られると同時に、白はく煙えんが弾はじけ、舞台床に仕掛けられていた迫せりから、鬼舞の舞手が舞台に姿を現す。

　毎年趣しゆ向こうを凝こらされる、鬼舞の始まりだ────！




「お父さん、清きよくん、ほらほら！　あれ、蒼ちゃんよ！　まぁまぁまぁ！　立派な衣装ねぇ！」

「母さん、そんなふうに飛び跳はねたら周まわりの人に迷惑だから……！」

「蒼ちゃーんっ！」

「蒼ちゃーん！　がんばれぇ！」

「テメェら、喧やかましい！」

　声せい援えんを送ると、蒼司朗が合わせなくてはいけない雅楽や謡うたいが聞こえなくなる危険がある。左さ近こんは遠えん慮りよなく実力を行こう使しし、脳のう天てんから拳げん骨こつを食くらった池いけ波なみたちは、その場にしゃがみこんだ。

（蒼くん……！）

　清きよ志し朗ろうは祈るように強く手を握にぎり締め、望月造園の皆みなと舞台の上の蒼司朗を見守る。




　勇ゆう壮そうでしかも華はなのある鬼舞は、さすが香月宣之助太夫の振り付けだと、観客たちを魅み了りようした。




（すごい……！）

　本番の舞台で、ひときわ冴え渡る安藤奏の舞に、蒼司朗は鳥肌が立つのを感じる。まだ青臭さが残るような少年なのに、芳かぐわしく匂い立つ熟した甘い果実のような瑞みず々みずしさに満ちている。

（これが、安藤の『鬼』……）

　悩ましく人を惑わす、妖あやしく、艶あでやかで、危険なモノ────。

（その舞台に、オレは今、立っている）

　対ついの舞を舞う、舞手として。

　ぞくぞくと身を震わせ、指先を痺しびれさせるものは、怖おじ気けではなく、きっと歓喜だ。




　蒼司朗に不ふ手て際ぎわがあったなら、それを上手に誤魔化し、観客に気づかれないようにしなければならないと、気負って舞台に立った安藤奏だったが、それはどうやら杞き憂ゆうだったようだ。

（上手い……）

　天性の勘かんのよさ、だろうか。

　ここと決めたいところに、びしっと決めてくる。いてほしい場所、どんぴしゃの位置にいる。振り返ると、真っ直ぐに視線を返される。伸ばした手の先にいる。足を踏み鳴らす音が、綺麗に重なる。

（気持ちいい）

　冷えた空気の中に、ぴんと張りつめた銀糸のような緊張感がある。

　伝わりくるのは、真しん摯しな誠実さ。ひたむきに前に向かって突き進む、純粋さ。

　強くて、儚はかなく脆もろい。

（僕はここにいるよ）

　応こたえる蒼司朗の舞が、しっくりと心地いい。

　安藤奏は、ひとときの共きよう演えんに、酔う────。














「ミギャギャ」

「キュイキュオ」

「ピピチュチュ」

「「（しゅーしゅー）」」

「えぇ。すてきね」

　貴き賓ひん席せきでピヨ四神を抱だっこした芙ふ蓉よう薫かおる子こは、ほらほら見て見てとご機き嫌げんなピヨ四神に、くすくすと笑う。うら若き美女が愛くるしい四神様と仲よくしている姿は、とても麗うるわしい。

「（薫子様、四神様とご一いつ緒しよのところを一枚いただきますー）」

「よくってよ」

「ミギャ」

　どこからか柳や生ぎゆう真ま純すみの声がして、シャッターが切られた。

　天下の美女、朱す雀ざくの戦士である芙蓉薫子は、無む断だんで撮さつ影えいされることを嫌きらう。隠かくし撮どり写真は、すべて朱雀の加護の力で、撮影された像が歪ゆがめられている。

　帝都月げつ報ぽうに写真を提てい供きようしている公こう儀ぎ隠おん密みつであろうとも、芙蓉薫子の場合は了りよう承しようを得てから撮影を行うことになっている。




「蒼司朗くんなら、きっとやってくれると思ってましたよ」

　にこにこしている小お此この木ぎ神官長に、貴賓席で若様の警けい護ごに当たっている篠しの原はら勇ゆう輝きは、けっと吐はき捨てる。

「やらせたんだろうが……！」

　できなければ許されない状じよう況きように追いこみ、奥庭の四神様に応おう援えんさせ、体力回復のアイテムをがんがん使って、一流の師し範はんにみっちり稽古をつけさせたのだ。短期間であれ、あれだけやってものにならないほうがおかしいと篠原勇輝は思う。

　屋越式に参加するために正せい装そうしている若様は、篠原勇輝の不ふ機き嫌げんの理由がわかり、鬼舞を鑑かん賞しようしながら小此木神官長に言う。

「今回の褒ほう美びとして、望月蒼司朗には休みをとらせたい」

　鬼舞の衣装を新たに作り直せる者として、急きゆう遽きよ白しら羽はの矢が立った蒼司朗は、無茶な要求によく応こたえた。

「それはもちろんです」

　にっこりと小此木神官長は微笑ほほえみ、弓神事に参加する蔵くら田た実さね親ちかも微笑む。

「蒼司朗くんは貧びん乏ぼう性しようですからねぇ」

　若様は蔵田実親の言ったことがよくわからなかったが、他の者には通じた。

　芙蓉薫子は抱っこしたピヨ四神に、小さな声でお願いする。

「（蒼司朗くんをお守りくださいね）」

　生き真ま面じ目めな蒼司朗は、休んで遅れた分、早く追いつかなくてはと焦あせっているはずだ。小此木神官長が休みを与えても、禁じられない限り、蒼司朗は神官修行をするだろう。

　誰も止めてくれないときには、ピヨ四神にしっかり加護してもらわなければ、蒼司朗の身がもたない。

　篠原勇輝は蒼司朗のいる鬼舞の舞台を睨にらみつける。

「あんなチビ、とっととぶっ倒れりゃいいんだよ……！」

　なまじ続けられるから、やめられない。無理をおして続けていることは、どこまでいっても無理があるというのに。

　蒼司朗をお庭番として認めないと豪ごう語ごした篠原勇輝の態度は、蒼司朗の本気の努力を認めて他の神官たちの態度がいくらか軟なん化かしてきた今も、まったく変わらない。




　鬼舞の舞台は、始まったときと同じく、破裂音と白煙で終演した。

　二人の舞手が呑のまれた白煙から、赤い煙けむりが舞台の左右に向かって鋭するどい勢いで飛び、白煙の消えた舞台上には誰もいなくなっていた。

　舞台から飛んだ赤い煙の先には、裏に鬼の一文字の記しるされた的まとが六ろつ基きずつ置かれていた。この的を射い落おとせば、鬼を退治したことになる。




　鬼舞に続いて、屋越式。

　優ゆう雅がに舞台に進み出た若様の見み目め麗うるわしい姿に、観客席から黄色い歓かん声せいがあがる。

　周りの観客を押し退のけ、引き寄せられるように飛び出しかけた者が、観客に紛まぎれて警護していた公儀隠密によって速すみやかに処置された。

　若様は弓を確かめ、楼ろう門もんの屋根に向けて鏑かぶら矢やを放つ。鏑矢は、場を清めるために用いられる矢だ。矢は放たれた瞬間に、きゅーんと音を立て、観客の胸を震ふるわせた。




　若様と入れ替わりに、蔵田実親たち六名の射しや手しゆが舞台にあがり、弓神事が始まる。左右に別れた射手は、鬼の的に向かって五月雨さみだれ式しきに矢を射た。




　鏑矢が風を切る音、弓神事で射られた矢が的を射落とす音と観客の歓声を聞きながら、蒼司朗と安藤奏は身を隠した舞台下から抜け出て、来たとき同様、こっそりと輿に乗る。

「ミギャミギャギャ！」

「お（わっ！）」

　暗くらがりで輿に入った途と端たん飛びつかれ、驚いて大声を出しそうになった蒼司朗は、危あやういところで声を抑おさえる。

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は、鬼舞の舞手としてのお役目を果はたした蒼司朗に、甘えて身を擦すり寄せる。

「キュウ」

　気を遣つかうようにチビ青龍が膝ひざの上にやってきて、安藤奏は笑う。

「はい。ありがとうございます」

　弓神事の賑わいを聞きながら、蒼司朗たちを乗せた輿は、速やかに修練場に戻る。




「蒼司朗様、奏様……！　とても素す晴ばらしかったです……！」

「お疲れ様でした」

「終わっ、た……！」

　ひと足先に修練場で待っていた香月宣之助太夫に労ねぎらわれ、鈴すず宮みや神官たちに手伝ってもらって衣装を脱ぬぎ、ピヨ四神をくっつけた蒼司朗と安藤奏は大きく息を吐く。

　物理的にも精神的にも肩かたの荷が下おりて、いつもよりも子供っぽく見える安藤奏に、蒼司朗は笑う。

「安藤でも、緊きん張ちようするんだ？」

「当たり前です……！　鬼舞の舞手に選ばれるなんて、一生に一度の名めい誉よなんですから！」

　赤い顔で睨まれて、何も知らないまま、強制されて舞台に上がった蒼司朗は、驚く。

「そう、なんだ……」

「よかったですね！　もう二度とありませんよ！」

「あー……、うん。そうだな……」

　蒼司朗にはありがたみも何もわからないまま、目まぐるしく全部終わった感じだ。




「蒼司朗様、舞踊に興味を持たれましたなら、ぜひ入門してお稽古してください。お時間のあるときには、歌か舞ぶ伎きの舞台にも、足をお運びくださいね」

「ご指し導どう、ありがとうございました！」

「振り付け、ありがとうございました」

　蒼司朗と安藤奏は稽古をつけてくれた香月宣之助太夫に、大きく身体を折ってお辞じ儀ぎする。

「奥庭の四神様も、ごきげんよう」

　香月宣之助太夫はにこやかに微笑んで、修練場を去った。




　蒼司朗と安藤奏の着た鬼舞の衣装は、綺き麗れいに畳たたんで衣装盆ぼんに載のせられ、正装した神官によって恭うやうやしく修練場から運び出される。

「オレたちが着たあの衣装、どこに持って行くんですか？」

「追儺の儀式の最後に行われます御ご真ま神しん事じで、清められます」

　つまり、火で焼かれて終わりだ。

（今日仕上がったばかりの衣装なのに……）

　身に纏って間近でじっくり見た蒼司朗は、細部にまで丁てい寧ねいな仕事がなされていたことを知っている。

　ものすごくもったいないが、帝都の邪気を祓うには、そのくらい上等で、惜おしいと思われるものでなければならないのだろう。




　鈴宮神官は蒼司朗と安藤奏に、福豆と福餅を渡して言う。

「帝都の民は、歳の数だけ福豆を食べて身体の中の穢けがれを祓い、福豆をまいて家か屋おくに隠れた穢れを祓います。帝都の節分祭はこれで終わりですが、今夜は家々を追い出された鬼が、行き場を求めて徘はい徊かいするとして、帝都民は日暮れてからの外出を禁じられています」

　このパターンは────！

（蟲むし呼よびの夜……！）

　なぜ思い出さなかったのだろうと、蒼司朗は思う。

　清めの力を持つ福豆がまかれることで、家屋に隠れていた穢れた蟲は、外に追いやられている。これは綺麗に片づけなくてはいけない。

　はっと身を硬かたくする蒼司朗に、鈴宮神官は優しく微笑む。

「鬼舞のお稽古で大変でしたから、蒼司朗様はどうぞ、今こ宵よいはゆっくりお休みください。神官長から、そう言こと付づかっております」

「でも、オレは神官候補生で……！」

「休みをくれるって言うんだから、ありがたくもらっておけばいいんですよ。断るなんて、百年早いですね。何様ですか？　足手纏いになって邪じや魔まだから来るなって言われないとわからないんですか？　一度緩ゆるんだ緊張感は、取り戻せませんよ」

　一気に安藤奏にまくし立てられ、蒼司朗はぐうの音も出なかった。いちいちごもっとも。




　心配していた鬼舞の舞台が無事に終わって、一気に気が緩んで、身体の力が抜けたのは安藤奏に見抜かれたとおりだ。

　これから蟲呼びの夜に備そなえて気持ちを引き締めようと思っても、身体に力が入らないような気がする。

　蒼司朗はまだ完かん璧ぺきに霊力を使いこなせるわけではないので、今のような状態では、他の神官に迷惑をかけてしまうだろう。

　それを見み越こして与えられた『お休み』だ。




「ゆっくり休ませていただきます」

　鈴宮神官に頭を下げた蒼司朗の膝の上で、小さくした福餅を食べさせてもらったピヨ四神が、口をもきゅもきゅさせながら、くりっと首を傾かしげた。
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　奥庭に置いていた枝えだ打うち斧おのを回収した蒼そう司し朗ろうは、ピヨ四し神じんを連つれて望もち月づき造ぞう園えんに帰った。

　望月造園の庭師たちは今夜、蟲むし呼よびの夜が終わってからの、街がい路ろ樹じゆなどの景観の修復作業を行うので、まだ明るいうちに福豆を食べて豆まきをし、深夜作業に備そなえて仮眠をとった。

　神官候補生としての参加も、望月造園の見習い庭師としての作業も免めん除じよされている蒼司朗は、普通に夜に眠れるので仮眠をとる必要はない。

　しかし寝静まっている望月造園で一人で起きているのも気詰まりだったので、部屋に戻って布ふ団とんに入ったところ、爆ばく睡すいしてしまった。




　深夜、庭師たちがすっかり出払ってしまった望月造園で、蒼司朗はトイレに行きたくなって目を覚さました。

　蒼司朗の身体からだのどこかに触ふれながら、布団のあちこちで一いつ緒しよに眠っていたピヨ四神も、蒼司朗が起き上がったので目を覚ます。

「────やっぱり疲れが溜たまってたんだろうな……」

　ふわふわで温かいピヨ四神を、蒼司朗はそっと撫なでる。赤ちゃん動物の手て触ざわりは、癒いやし効果抜ばつ群ぐんで、気持ちがほっこりして、まぁるくなる気がする。

　大切に大切に慈いつくしむように触れてくる蒼司朗の手に、ピヨ四神は気持ちよさそうに目を細め、四し肢しや尻しつ尾ぽをぱたぱた動かしながら喉のどを鳴らす。




　どこだかわからないところにあちこち鈍にぶい痛みがあり、身体が重くてだるいと蒼司朗が感じるのは、緊きん張ちようが解とけて、気が緩ゆるんだだけではないと思う。

（考えてみりゃ、かなり無茶だったし）

　帝都のよく効きく薬を溶とかした水で体力回復を行っていたので、まったく実感はなかったが、冷静になって振り返ってみると、尋じん常じようではない練習量だった。




「あのくらいやらなきゃ、舞台に立てなかったけど」

　安あん藤どう奏かなでの言っていた、一生に一度の晴れ舞台。いったいいくらするのか見当もつかない、豪ごう奢しやな衣い装しようを着せてもらった。

　蒼司朗は名前を聞いても知らないが、鬼舞の舞台の共演者である雅が楽がく師したちも、一流と呼ばれる人たちだったに違いない。

「毎日毎日、目め茶ちや苦く茶ちや叱しかられたなぁ……！」

　新しく何かを学ぼうとするときには、いつもそうだ。どれほど自分が無能で駄だ目めな人間かを思い知る。

　何もできないちっぽけな人間なのに、それを知らず、いい気になってつけあがり、油断し、謙けん虚きよでなくなっていたのだとわかる。

「たくさん迷めい惑わくかけちゃった」

　ド素しろ人うとを指導し、根気強く稽けい古こに付き合ってくれた人たちに、蒼司朗は心から感謝する。叱りつけるほうも、さぞかし不ふ愉ゆ快かいだっただろう。

「だけど、舞ぶ踊ように入門しないかって、誘ってもらえた。これって、嫌きらわれなかったってことだよな？」

　社しや交こう辞じ令れいを真に受けるほど幼おさなくはないが、その言葉をもらえたことが嬉うれしい。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　肯こう定ていするようなピヨ四神の声に、蒼司朗は元気づけられて頬ほおを綻ほころばせる。




　蟲呼びの夜の作業に、どれぐらいかかるという、決まった時間はない。その時々によって、時間がかかって遅くなったり、早く簡単に終わったりする。

　留る守す居いの伯お母ばは、伯お父じたちがいつ帰って来てもいいように、風ふ呂ろを沸わかし、夜食や飲み物の準備をし、ひと晩中起きている。

　現場には出ていないが、伯母もまた、蟲呼びの夜に尽じん力りよくしている者の一人だ。




　用を済ませて部屋に戻ろうと、縁えん側がわを歩いていた蒼司朗の頭の上、機き嫌げんよく乗っていたチビ朱す雀ざくが、ぴくっと緊張する。

「ピ！」

「え？」

　チビ朱雀はぴしっと小さな手て羽ばを上げて、一方向を指し示す。

　この仕草は────。




　節せつ分ぶん祭さいがあり、『蟲呼びの夜』の帝都は、夜間の外出禁止だ。月のこの高さだと、ちょうど神官たちが蟲と対たい峙じしている頃だろう。城下は蟲を追いこむ結けつ界かいで仕切られ、見えない障しよう壁へきであちこち閉へい鎖さされている。

　もしも何も知らない部外者が屋外にいたとしても、神官でもなければ結界を自在に出入りできないので、蟲を包ほう囲いして狭せばめていく結界内でなければ、危険はない。

　しかし、ピヨ四神が警けい告こくを発するということは────。




「……誰だれか、いるのか？」

　チビ朱雀の指し示す方向に。

「ミギュギュ！」

「キュウゥ……！」

「「（しゃーしゃー！）」」

「うん、行こう……！」




　四神の戦士は、巨大化しながら帝都大通りに追いこまれてくる蟲と対峙する。取りこぼしのないよう、慎しん重ちように蟲を追い上げていく神官は、四神の戦士のフォローをするだけで手て一いつ杯ぱいだ。

　外出禁止の決まりを守らず、外に出た者を守る余裕はない。




　予よ備びに持ち帰っていた神官装しよう束ぞくに急いで着替え、蒼司朗は枝打ち斧を握にぎる。

「伯母さん、ちょっと出かけます！」

　玄げん関かんで草ぞう履りを履はきながら言った蒼司朗の声に、奥から伯母が出てくる。

　帝都学園高等部の制服や望月造園の法はつ被ぴもあるのに、わざわざ神官装束で出かける蒼司朗を見て、伯母は外出の事情を察する。

「気をつけて行ってらっしゃい」

　切り火を切ってもらって、ピヨ四神を連れた蒼司朗は外に走り出た。




　井い坂さか比ひ呂ろは道に迷っていた。

（どこなんだよ、ここは……！）

　帝都城下であることは間違いないのだが、どこにいるのかさっぱりわからない。月を見上げて真まっ直すぐに歩いていたはずなのに、気づけば月は後ろや横にある。まるで同じ場所をぐるぐる回っているような感じだ。




　都会の心ない毒で傷つき、自じ慢まんだった郷きよう里りの大豆に劣れつ等とう感かんを植うえつけられた井坂比呂は、節分祭で賑にぎわっていた今日、どこにも居場所のない思いがして、苦しかった。

　寮りようで配くばられた福豆なんて見るのも嫌いやだ。

　同室の学生が帝都の実家に戻っているのを幸いと、井坂比呂は誰にも告つげず逃げるように寮を出た。郷里では楽しい行事である節分も、帝都では嫌な気分になるだけだ。

　帝都南地区にある帝都南図書館の自習室に閉館時間までいた井坂比呂は、真っ直ぐ帰る気にならず、帝都南公園に入った。

　奥まった場所のベンチを見つけた井坂比呂は、少し時間を潰つぶすつもりで座って、いつの間にか眠りこんでしまった。

　真っ暗な場所で目を覚ました井坂比呂は、深く眠りこんでいたせいで記憶が飛んでいて、一瞬自分がどこにいるのかわからなかった。

「ったく、困るなぁ……！」

　外がい灯とうも信号も消され、雨戸が閉ざされて窓から零こぼれる光もない、静まり返った帝都城下を、井坂比呂は帝都学園高等部の寮へと向かう。

　しかし、どれだけ歩いても、少しも寮に近づいている気がしない。

（どのくらい歩いてるんだ……？）

　配られた福豆を食べたか、部屋に豆をまいたかと、会う人ごとに尋たずねられるのが嫌で、できるだけ寮から離れたくて、思いつく限り帝都城下で一番遠くにあった帝都南図書館に行った。

　明るい昼間は何も感じなくても、暗くて寂さびしい道を一人で歩くのは心細くて、時間がかかる気がするものだ。時計がないので、はっきりとはわからないが、それにしても……。

　いつしか早足になっていた井坂比呂は、山の奥に住む祖そ父ふ母ぼの家へ昔遊びに行ったときに聞いた話を思い出す。




　一人で山に入った男は、狐きつねや狸たぬきに化ばかされて、同じところを朝までいつまでも────。




（あの角を曲まがれば、帝都大通りに出られる……！）

　井坂比呂は夜間に城下を徘はい徊かいするような少年ではないので、門限も過ぎているだろうこんな遅い時間に、この道を通ったことはない。

　広くない道は両側の建物で、月明かりも届かない陰かげになっている。暗すぎて勘かん違ちがいしているかもしれないが、ここは見覚えがある気のする道だ。

（帝都大通りまで出れば）

　あそこまで出られれば、もう道に迷うことはない。




　ほんの少し気が緩んだ井坂比呂の手に、ちかっと小さな痛みが走った。

「っ……！」

　井坂比呂は驚いて身を翻ひるがえす。親指が何かに当たり、そこで何かが弾はじけたような気がした。

　一瞬、黒い塵ちりのようなものが散ったように見えた。

（何だ……!?）

　手の甲に浅い引っ掻かき傷のようなものができて、血が滲にじんでいた。

　例えば、ガードレールに広告看かん板ばんを留とめていた針金が長く伸び出していたとか、手に傷をつけるような何かがあったのだろうかと井坂比呂は、暗い通りに目を凝こらす。

　だが猫の子一匹見えない通りには、それらしいものは何もない。

　何も見えないのだが────。




　足を止めた井坂比呂は、軽く肩かたで息をしながら、血の滲む手の甲を押さえる。

（何か、いる……）

　闇に潜ひそんでいるものに囲まれているような、そんな気がする……！




　ピヨ四神を連れた蒼司朗が、何とか姿の見える位置まで駆かけつけたのは、小さな蟲が井坂比呂の手に飛びかかったときだった。

　小さくて弱い蟲は、井坂比呂が振った手にぶつかっただけで潰つぶれて消えた。

（井坂先輩……！）

　遠目でもわかる。さっきのあれは、様子を探さぐるための一撃だ。

　どれぐらいで傷がつき、血を吸い、肉を齧かじれるのか。穢けがれを撥はね除のけ、祓はらう力があるのか。




「ミギュギュギュ……」

　神官装束の胸元から顔を覗のぞかせ、喉の奥で唸うなるチビ白びやつ虎こに、蒼司朗は頷うなずく。

「うん……、井坂先輩は、帝都の福豆を持ってないし、食べてない」

　寮で配られたのに、袋から出して、直接手に取ってもいない。

　清めの効果を持つ豆で、身体からだの穢れを祓っていない。

　身の回りの穢れを祓っていない。

　まだまだ修行を積つまねばならないが、神官候補生である蒼司朗には、そう感じ取れる。




　福豆で家々から追い出されてきた蟲にとっては、少しの穢れであっても、とても好ましい。逃げ出すことで消しよう耗もうしたので、血を吸いたい。肉を齧りたい。

　静電気が小さなゴミを引き寄せるように、恐怖で身が竦すくんでしまった人間は、その恐怖が穢れを呼び寄せ、どんどん穢れてゆく。

　この場に居合わせてしまった井坂比呂は、蟲たちにとって願ってもない、最高の獲え物ものだ。

　具ぐ合あいのいい獲物を発見した蟲たちは、暗がりで食らい合い、犬ほどの大きさの、クワガタ虫を醜しゆう悪あくにしたようなモノになった。




　ゆらりと暗がりで蠢うごめいた二本の角つのと赤い目が見えて、ひっと井坂比呂は息を呑のむ。

（こんな、こんなこと……！）

　全体の姿はわからないが、絵物語で見た鬼を連想させる異い形ぎようのモノから目を放さず、後あと退ずさろうとした井坂比呂は、足をもつれさせて転ころぶ。

　節分の夜に鬼が出るというのは、ただのお話で────。

「う、わぁぁぁぁ！」

　飛びかかってくるモノに向かって、井坂比呂は夢中で手を振り回し、制服のポケットに入っていたものを投げつけた。




「ミギャギャ！」

「キュオアー！」

「ピー！」

「「（しゃー！）」」

「お庭番、望月蒼司朗、参る！」

　蒼司朗は愛用の枝打ち斧を構え、井坂比呂に襲おそいかかる蟲に向かって駆ける。

　鬼舞の稽けい古こにかまけて、しばらく神官修行を行っていなかったが、失敗は許されない。

（刃やいばに霊力をこめて、薙なぎ祓う────！）




　蒼司朗の枝打ち斧の刃やいばが、蟲を切り裂さいた。

　井坂比呂が『鬼』に向かって投げつけた小袋から、松まつ岡おか弥や一いちの炒いり豆が飛び散った。

　蟲は弾け、黒い塵となって消えた。














　ばらばらっと音を立てて道路に散らばったものに、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「────豆？」

　節分の炒り豆のようだが……、清めてある帝都の福豆ではない。

　神職にある者によって清められてはいないけれど。

（これは、大切にされている、美お味いしい豆だ）




　思いが詰まっている美味しい豆は、人を幸せにする。清めと酷こく似じした力を持っている。




「ミギュ？」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「うん。どっちだったんだろうね」

　くりっと首を傾かしげるピヨ四神に、蒼司朗は微笑ほほえむ。




　蟲を退治したのは、蒼司朗の枝打ち斧か、井坂比呂が投げつけた豆か。




　豆を投げつけて気を失った井坂比呂を結界の外に担かつぎ出した蒼司朗は、近くで警けい備びに当たっていた警官を見つけ、井坂比呂を寮に連れ帰ってくれるよう頼んで、そっと望月造園に戻った。




　次し第だいに巨大化していく蟲を帝都大通りに追いこみ、四神の戦士と神官は力を合わせ、蟲呼びの夜は、それまでと同じように、密ひそやかに滞とどこおりなく終わった。




　休学期間を終えて高校に復帰した蒼司朗は、遅れてしまった授業に追いつくため、寮の自習室で懸けん命めいに勉強する。

「────清きよちゃん、ここ教えて」

「ん？　そこはね……」

　隣で宿題や予習をしながら、清きよ志し朗ろうは蒼司朗に勉強を教える。

　霊力のない者の目には見えないが、蒼司朗の机の周りでは、ピヨ四神が連日大運動会をして遊んでいた。

　ピヨ四神と遊ぶ時間などなく、勉強を進めなければならない蒼司朗は、教科書の横でころころされようと、背中を駆け上がられようと、膝ひざの上で寝られようと、気にしない。




「聞いてくれたら、喜んで試験の山を教えてあげるんだけどなぁ」

　蒼司朗に頼ってほしそうな蔵くら田た実さね親ちかに、若様のための参考書を図書室に借りに来た篠しの原はら勇ゆう輝きは、肩かたを竦すくめる。

「嘘うそっぱち教えられるって、わかってるンすよー」

「えぇっ？　やだなぁ。蒼司朗クンには、そんなことしないよー？」

　にこっと微笑む蔵田実親に、篠原勇輝は思う。

（俺には大嘘教える気だよな）

　絶対そう。

「────あのバカチビは、ヤマ張って試験受けるような、要よう領りようのいいヤツじゃねぇっスよ」

　時間をかけても、しっかり勉強して、身につける。愚ぐ直ちよくなまでに、不ぶ器き用ようだ。




　自習室に入ってきた井坂比呂が、蒼司朗と清志朗のいる机に近づいた。

　数学の問題を解とく手を止めて、ふと顔を上げた蒼司朗の前に、井坂比呂は小さな紙袋を置く。

「────やるよ」

「……ありがとうございます」




　蒼司朗は節分祭の日の夜に井坂比呂を蟲から助けているが、彼はそのことを覚えていない。まともに蒼司朗と顔を合わせたわけではなかったし、この世のものとも思えない不ぶ気き味みな蟲のことは、夢でも見たと考えているだろう。

　帝都の夜に、何かに化かされた、そんなところだ。

　寮まで連れ帰ってくれるよう、警官に頼んだのは蒼司朗だが、それを井坂比呂は知らない。貧ひん血けつを起こして道で倒れていたのを、警官が発見したことになっている。

　井坂比呂からお礼をされる理由はないのだが。




「ミギュー」

「キュイキュイ」

「ピピチュピピ」

「「（しゅー）」」

　喜び勇いさんで集まってきたピヨ四神に、円つぶらな瞳ひとみで見つめられながら、蒼司朗は袋を開く。

（炒り豆……！）

　驚く蒼司朗に、井坂比呂はちょっと横を向く。

「松岡弥一からは、買えないだろうから」

　松岡弥一に近づくなと蒼司朗に言ったのは、井坂比呂だ。

　赤くなりながら、井坂比呂は続ける。

「顎あごを動かすのは、脳のうにいいんだぞ……！」

　顎を動かす運動が、脳への刺し激げきになって、活性化するらしい。




　勉強を応おう援えんしてくれているのだとわかって、蒼司朗はにこっと井坂比呂に微笑む。

「ありがとうございます！　井坂先輩！　がんばります！」

「おぅ」

　ぶっきらぼうに頷いて、井坂比呂は乱暴な手つきで蒼司朗の頭を撫なで、自習室を出て行った。




（あのとき、夢中で投げた豆のことを、井坂先輩は覚えてるんだ）

　変な夢を見た、あんなモノがいるはずはないと否ひ定ていしても、豆が自分を守ってくれたのだと思ったのだろう。

　美味しい、素す晴ばらしい、強い豆だから、がんばって勉強している蒼司朗に分けてくれたのだ。




　話を聞いていた清志朗は、蒼司朗に微笑む。

「よかったね、蒼くん」

「うん」

　井坂比呂にとって、豆の話はタブーではなくなったようだ。

「調理室のミルで、半分挽ひいてきてあげるよ」

　きな粉こなら、ピヨ四神にも美味しく食べられる。蒼司朗は勉強で手が離せない。

「ありがとう、清ちゃん」

　豆を取り分ける清志朗を、ピヨ四神はキラキラ目で見つめた。




　調理室に向かおうと、席を立つ清志朗に、蒼司朗は尋たずねる。

「あのさ、清ちゃん。清ちゃんのこと、怖いって思ってる人がいたら、清ちゃんはどうする？」




　きっと松岡弥一は、清志朗のことを怖い先輩だと思っているだろう。

　松岡弥一が帝都学園高等部の一年生になるとき、清志朗は三年生で、たぶん生徒会の役員をやっていて、校門で毎日顔を合わせるのではないかと思う。




　蒼司朗は清志朗のことが大好きで、自じ慢まんだから、誰かが清志朗のことを苦手に思って敬けい遠えんしたりするのは寂さびしい。




　不安そうな蒼司朗に、清志朗は微笑む。

「どうもしないよ？　僕は僕だから。蒼くんが思ってるほど、僕は優しい人間じゃないからね。怖いって思われても、仕方ないよ。怖いだけでもないだろうとは思うけど」




　第一印象は先入観として残るだろうが、それがすべてではない。誤ご解かいが含ふくまれているならば、いつかわかってもらえるだろう。





了










　　　　ようこそ帝都へ







　これは夢か何かだろうと本人が思っていることを、きっと現実だと肯こう定ていされることがある。噂うわさ話ばなしというものは、内ない緒しよにしてくれと頼んだほうが、高速で広まっていくものである。

「これ、内緒の話なんだけどさ、井い坂さかくん、節せつ分ぶんの日に鬼を見たんだって」

「知ってる知ってる！　その鬼に豆をぶつけて追い払ったんだろ。すごいよなー！」




　帝都では、節分祭の夜は外出禁止だ。




　外出していて寮りように戻るのが遅くなった井坂比ひ呂ろは、帰ってくる途中で鬼と遭そう遇ぐうしたらしい。

　どうして外出禁止なのか、その理由は明らかではなく、ただ禁止されているから外出しない。公然の秘密であり誰だれにも聞けない雰ふん囲い気きなので、どうしてなのかを知らない者たちには、鬼が出るという話は、真まことしやかに聞こえた。

　節分祭の夜には、豆によって家から追われた、行き場のない鬼が徘はい徊かいしているのだ────。




「松まつ岡おかくん、高等部の井坂先輩に渡したのと同じ豆って、まだある？」

「あるよー。僕の豆は、めっちゃ美お味いしいで」

　最近よく声をかけられるようになったなぁと思いながら、松岡弥や一いちは小袋に入った炒いり豆をこそこそっと売る。

（これも、蒼そう司し朗ろう先輩の効果かなー）

　警察から注意されたと井坂比呂に叱しかられたときには、けっこう落ちこんだが、蒼司朗を見つけて炒り豆を売ってから、なんとなく運気が上じよう昇しようしてきたような気がする。




「井坂先輩、鬼を見たって、本当ですか？」

　誰かに尋たずねられる度たびに、井坂比呂は苦笑する。

「いや。見てないよ。僕は化ばかされたんだと思うんだ」

　警官に送ってもらって、寮の部屋で目を覚さました井坂比呂は、あまりに現実離れしたことに、夢を見たのだと思った。

　ただ、制服のポケットに入れていたはずの、松岡弥一の炒り豆の袋がなくなっていた。

　夢中で鬼に向かって投げつけた、炒り豆。

　袋から飛び散りながらぶつかった豆に、鬼は真っ黒い塵ちりになって弾はじけて消えた。

（あんなこと、あるはずない）

　闇によって引き出された、恐きよう怖ふの見せた幻まぼろしだ。

　急ぎ足なら一時間で帰れるはずの道に、何時間もかかっていたのだから、何かに化かされていたのだと考えるのが妥だ当とうではないか。

　田舎いなかだろうと都会の帝都だろうと、『出る』ときには出るのだ。

　たとえそれが『気のせい』であったとしても。




　しかし、古いにしえから続く華はなの都。その繁はん栄えいの陰かげで、様々な陰いん謀ぼう渦うず巻まいてきた帝都は、怪かい談だんや都市伝説に溢あふれた場所なのだ。生いき霊りよう怨おん霊りよう化け猫ねこ物の怪け鬼女、それらが本当の話であるかのように語られた井い戸どや楼ろう門もんが、あちこちにある。

　鬼の一匹ぐらい、節分祭の夜に出たところで、何の不ふ思し議ぎもない。────と、受け入れられる素そ養ようがあった。

　噂話大好きな帝都っ子が、この新しい鬼の話に食いつかないはずがない。




　そして、噂には尾お鰭ひれがつく。




　休学した間の課題としてもらったプリントを職員室まで提出して、廊ろう下かを歩いていた蒼司朗の頭の上で、くりっとチビ朱す雀ざくが振り向く。

「チュピピ」

　警けい戒かいしなければならないなら、チビ朱雀は緊きん張ちようするし、ピヨ四し神じんは殺気のようなものを感知して身構える。それがない場合は、危険はないので、蒼司朗はのんびりと、チビ朱雀が手て羽ばで指し示したほうに顔を向ける。

　ちょっと小こ綺ぎ麗れいな感じの、一年生がいた。

（あれ？　誰だっけ）

　見覚えがある気がして、記き憶おくをまさぐった蒼司朗に向かって、一年生はお辞じ儀ぎする。

「おはようございます、蒼司朗様」

「っ（柳生やぎゆうさん……！）」

　大声を出しそうになった蒼司朗は、慌あわてて声を押し殺す。




　公こう儀ぎ隠おん密みつの柳生真ま純すみは、緊急の連絡事項の伝達のために、帝都学園に潜せん入にゆうすることがある。白しら百ゆ合り女じよ学がく院いんの女子生徒が、学生服を着て校内にいるからといって、驚くことではないのだ。




　深呼吸して気持ちを落ち着けた蒼司朗を柱の陰に呼び、こそこそっと柳生真純は尋ねる。

「蒼司朗様、今噂になっている『鬼おに祓はらいの豆』、『一粒で永遠の美が手に入る』魅み惑わくの大だい豆ず、まだお持ちでしたら、一粒だけでいいんです、分けていただけないでしょうか？　もちろん、このことは秘密にします！　蒼司朗様からいただいたということは、誰にも話しませんから！」

「は？」

　一粒で永遠の美が手に入る？　魅惑の大豆？

「ミギュ？」

　何のことだろうと、円つぶらな瞳ひとみを瞬しばたたくピヨ四神に見つめられながら、蒼司朗はきょとんとする。

（大豆って……、オレが持ってたのは、松岡くんから買ったきな粉こと、井坂先輩にもらった炒り豆だけど……）

　遅れを取り戻そうと、ガリ勉状態だった蒼司朗は、噂話を耳に入れられる状況になかった。

　魅惑の大豆の噂の元になった、『豆で鬼を退治した』（←話が大きくなっている☆）井坂比呂の噂話も、聞いていない。




　柳生真純はちょっと頬ほおを赤らめて、胸の前で手を握にぎり締める。

「魅惑の大豆の力でも、素すがたいしたことない者には、ほとんど効果はないって話ですけど、薫かおる子こ様は別だと思うんです……！　絶対に素す晴ばらしい効果がありますわ……！」

　帝都の誇ほこる美女、ミス白百合・芙ふ蓉よう薫子の輝かがやくばかりの美が、魅惑の大豆の加か護ごを受けられるなら、なんと素晴らしいことか！

　一粒で、効果は甚じん大だい！




　────真純……、可愛かわいい子。




　にっこり微笑ほほえんで、そんなふうに言われてしまったら！

（きゃーっ！　いけませんわ、薫子様っっっ！　当然のことをしただけですっっっっ！）




　赤い顔で身を捩よじった柳生真純は、いやーんもうどうしましょうと、壁かべを叩たたいた。




　ゴスッ！

　ビキッ！




　静かに興奮した柳生真純の拳こぶしを食らって、壁が鈍にぶい音を立て、異音を発した。ぱらぱらっと欠片かけらのようなものが落ちる。

　蒼司朗にくっついていたピヨ四神は、びくっと怯おびえて蒼司朗にしがみつく。

　退ひき気味になりながら、怯えるピヨ四神を宥なだめ、蒼司朗は柳生真純に言う。

「────井坂先輩にもらったやつなら、もうないよ。井坂先輩にもらった豆は、中等部二年の松岡弥一くんのだから、松岡くんに頼めば、分けてもらえるんじゃないかな？」

　柳生真純は、キランと目を輝かせる。

「中等部の松岡弥一ですね。わかりました。蒼司朗様、ありがとうございます！」

　しゅたっ！




　一瞬にして柳生真純は姿を消した。




（……中等部の制服に着替えて、あっちに行くのかな）

　呆ぼう然ぜんとしながら、蒼司朗は想像し、あまり違い和わ感かんがなさそうだと思った。

（知らない間に、何か妙なことになってるなぁ……）

　ぐずぐずしていると休み時間が終わってしまうので、蒼司朗は教室へと戻ろうと急ぐ。




　一年生の教室のある階に上がった蒼司朗は、隣の組の篠しの原はら勇ゆう輝きを見つけた。

（篠原も知ってるのかな？）

「篠原ー！　あのさ、お前、『魅惑の大豆』って……」

「んーだよ、チビが食ったって、背ぇ伸びるわけじゃねぇぞ」

　いつものように憎にくまれ口を叩いた篠原勇輝は、胸ポケットから小袋を取り出す。

「ほらよ」

「あ、りがとう……」

　一粒炒り豆を渡し、篠原勇輝は自分の教室に入って行った。

　炒り豆を一粒握り締め、蒼司朗は思う。

（もう持ってたんだ）




　自分の教室に入った蒼司朗は、清きよ志し朗ろうに駆かけ寄る。

「あのさ、清ちゃん！　魅惑の大豆って……」

「蒼くんもいる？」

　にこっと微笑んで小袋をポケットから取り出した清志朗に、近くにいた斉さい藤とう正まさ則のりは慌てて囁ささやく。

「（駄だ目めだよ、清志朗くん！　持ってるなら、袋入れ替えないと！　それ、今すっごい評判のレア物なんだからね！）」

　要よう領りようがよく、情報も早い斉藤正則は、何でもよく知っている。

　人気の大豆は、どこで入手できるかが謎なぞで、多くは出回っていない貴き重ちよう品ひんなのだ。校内でも、持っている者はほとんどいないらしい。

　早く隠かくすように斉藤正則に言われて、清志朗は急いでポケットにしまう。

（清ちゃんも持ってるんだ……）

　清志朗の話では、伯お父じも持っているそうだ。




　厄やく落おとしを手伝っていた鈴すず宮みや神官は、参さん拝ぱい客きやくから変わった話を聞いた。

「小お此この木ぎ神官長、ご存じですか？　今、帝都城下では、『鬼祓いの豆』とかいうのが噂になっているようですよ。一粒食べれば、無む病びよう息そく災さいとか、若さが保たもてるとか」

「真しん偽ぎのほどは定かじゃありませんが、美味しいのは間違いないですよね」

　社しや務む所しよの奥でぽりぽりと炒り豆を食べながら、小此木神官長は考える。

「子供の頃から同じものを食べてましたけど、帝都の福豆も、特定の農家、とか言ってないで、どんどんいいものを取り入れていく方向にしたほうが、品質の向こう上じようになりそうですよね」




　帝都っ子はミーハーで、流は行やりものに弱いようだ。





二〇一一年三月九日　流ながれ　星せい香か　都会人は流行りものゲットも超高速☆
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９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている♡
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東京在住。

節分の夜に願い事を思い浮かべながら恵方に向かって無言で太巻きを丸かじりする恵方巻き文化はまだ慣れませんが、豆をぶつける文化は割りと好きなので、末永く続いていくと良いなあと思います。
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